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 1 巻頭エッセー／中山間地域等集落の活性化の実現を目指して 三反園　訓（鹿児島県知事）

特　集 アート・音楽で地域を盛り上げる

表
紙

海う
み
ん
ち
ゅ人

の
祭
り
糸
満
ハ
ー
レ
ー

（
沖
縄
県
糸
満
市
）

沖
縄
本
島
の
最
南
端
に
位
置
す
る
糸
満
市
は
空
港
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、漁
業
が
盛
ん
な
海
人
（
漁
師
）

の
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、
沖
縄
の
中
で
も
独
特
の
時

間
が
流
れ
て
い
ま
す
。
旧
正
月
を
祝
い
、
旧
暦
５
月
４

日
の
「
糸
満
ハ
ー
レ
ー
」
で
は
、海
の
恵
み
に
感
謝
し
、

大
漁
と
航
海
安
全
、
家
内
繁
盛
を
海
神
に
祈
願
し
、
月

の
満
ち
欠
け
と
と
も
に
生
き
る
糸
満
に
は
古
き
良
き
風

習
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
ハ
ー
レ
ー
鐘
が
鳴
る
と
梅
雨
が
明
け
る
と

い
わ
れ
、港
を
見
下
ろ
す
サ
ン
テ
ィ
ン
モ
ー
（
山
巓
毛
）

か
ら
行
事
の
１
週
間
前
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
糸
満

ハ
ー
レ
ー
の
幕
明
け
を
知
ら
せ
ま
す
。
全
長
８
㍍
の
舟

に
漕
ぎ
手
が
10
人
、
鐘
打
ち
・
舵
取
り
が
各
１
人
ず
つ

計
12
人
（
御
願
バ
ー
レ
ー
は
13
人
）
で
構
成
さ
れ
、
参

加
す
る
糸
満
の
三
村
（
西
村
・
中
村
・
新
島
）
が
「
御

願
バ
ー
レ
ー
」「
青
年
団
・
中
学
生
バ
ー
レ
ー
」「
ク
ン

ヌ
カ
セ
ー
（
転
覆
競
漕
）」「
ア
ガ
イ
ス
ー
ブ
」
を
競
漕

し
ま
す
。
レ
ー
ス
中
に
自
ら
舟
を
転
覆
さ
せ
る
ク
ン
ヌ

カ
セ
ー
は
糸
満
ハ
ー
レ
ー
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
糸
満
市
商
工
観
光
課

（
０
９
８
‐ 

８
４
０
‐
８
１
３
５
）

（
写
真
提
供
＝
糸
満
市
商
工
観
光
課
）

自ら舟を転覆させるクンヌカセー
（転覆競漕）

レギュラーリポート

 2�  「美術はささやかな、でも大切な起点だった」 北川フラム（アートフロント
ギャラリー代表）

 6 北海道留萌市 地域が一丸となって生まれた日本初の音楽合宿 中出靖彦

 8 千葉県柏市 「音楽の街」で賑わい創出 横山左千江

 10 福井県鯖江市 芸術が社会に貢献できることとは何か 片木孝治

 12 岐阜県美濃市 うだつの町並み×和紙のあかりでまちづくり 田代智亜紀

 14 香川県善通寺市 アートの力で参加型病院づくり 森　合音

基調論文

“ がんばる地域 ” 応援事業　富山県立山町
立山黒部アルペンルートの
外国人観光客のハートをゲット！ 川畠　隆

自主研究　富山県富山市、鳥取県米子市、福岡県福岡市、
宮崎県日南市、 静岡県伊豆市、広島県福山市
持続可能なまちへ、 
地域の特性を活かし多様な主体が運営 
国内調査報告　徳島県上勝町
地域住民と起業家の連携でコミュニティを再生
国内調査報告　宮城県
復興から地方創生へ
海外調査報告　ドイツ・ミュンヘン市
総合型地域スポーツクラブを核とした
地域コミュニティの形成

16

18

20

22

24

海外調査報告　デンマーク 
コミュニティ形成に向けた対話とデザイン
海外調査報告　イタリア・トスカーナ州
経営改革、人材育成、販路拡大などを支援
広報室だより
魅力的な観光パンフレットづくりを学ぶ
ट௕のࢥい
人をつなぎ、地域をつなぎ、未

あ

来
す

へつなぐまちづくり
持木一茂（ 石川県能登町長）

25

26

27

28

●北海道滝川市 アートによるまちづくりの挑戦 矢口和久
●青森県八戸市 過疎地域でアートのまちづくり 高橋麻衣
●山形県長井市 音楽とカルチャーのフェスティバル「ぼくらの文楽」 船山裕紀
●石川県珠洲市 半島の最先端から人・時代の流れを変える 長江健太
●和歌山県 12 の市町をつなぐ鉄道とアートの出会い 廣本直子
●兵庫県豊岡市 アーティストが滞在し地域と交流 田口幹也
●岡山県 障がい者・高齢者の表現活動を通して地域文化を創出 田野智子
●瀬戸内地域（岡山県・香川県） 芸術祭開催による地域活性化 常金志信
●大分県別府市 創造力を地域活性の資源として！ 山出淳也

【特集編では基調論文、全14事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

表3 手前みそですが… 【高知県香美市】

香美市

高
知
県

244

█龍
りゅう
河
が
洞
どう

国指定文化財で日本三大鍾乳洞の一つ。美しく幻想的な洞内には弥生時代の穴居生活の
跡が見られ、洞窟体験の冒険コースが人気

進
化
す
る
自
然
共
生
文
化
都
市

　

香
美
市

█
轟と

ど
ろ

の
滝た

き

３
段
そ
れ
ぞ
れ
に
滝
壺
が
あ
り
、
平
家
伝
説
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
合
計
段
差
82
ｍ
。
日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て

お
り
、
秋
に
は
紅
葉
が
美
し
い

█
土と

佐さ

打う
ち

刃は

物も
の

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
。
日
本
刀

の
製
法
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
切
れ

味
、
耐
久
性
、
刃
の
粘
り
と
も
に
他

に
類
を
見
な
い
一
級
品

█三
さん
嶺
れい
（みうね）

日本二百名山の一つ。頂上付近の尾根
筋一体は国の天然記念物のミヤマクマ
ザサとコメツツジの群落に覆われている

█フラフ
端午の節句に欠かせないフラフ。職人
の手で色鮮やかに描かれています。こ
いのぼりとともに初夏の青空にはため
く様は圧巻

█鏡
かがみ
野
の
公
こう
園
えん

日本さくら名所100選に選ばれている。
このほかにも市内には桜の名所がいく
つも点在している

█やなせたかし記念館・
アンパンマンミュージアム
やなせたかしさんの絵画作品や絵本原
画を常設展示する美術館。アンパンマ
ンの街を再現したジオラマの展示もあ
る。併設の「詩とメルヘン絵本館」には、
やなせさんのアンパンマン以外の作品
を展示している

香美市は高知県の東北部に位置し、面
積は約538平方㌔と広く、その 約９

割が森林で、剣山国定公園、奥物部県立
自然公園、龍河洞県立自然公園に指定さ
れています。１級河川の物部川は高知県
でも有数のアメゴ、アユの釣り場となっ
ており、自然豊かなまちです。

主な産業は製造業で、生姜の加工業が
盛んです。また、農業も盛んで、水稲を
中心に全国的にも知名度の高い「やっこ
ねぎ」や春菊、大葉、にら、青ねぎ、ししとう、オクラなどの産地を形成しており、
高知県の柑橘類を代表するゆず玉の出荷量は日本一です。

香美市はアンパンマンの作者やなせたかしさんの故郷で、市内にはアンパンマンの
キャラクターの描かれたバスやＪＲの特急列車が走っています。

高齢化、自然減による人口減少が進んでいますが、転入者が多く、2018年には転
入超過数が210人と四国一多い市となっています。

█
い
ざ
な
ぎ
流

香
美
市
物
部
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
民
間
信
仰
で
、
そ
の
起
源
は
平
安

末
期
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
、
祈
祷
舞
神

楽
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
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我
が
国
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
な

ど
に
よ
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

鹿
児
島
県
も
、
こ
う
し
た
変
革
の
渦
中
に
あ
り
、
鹿
児
島
の
将

来
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

特
に
自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域

等
の
集
落
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
大

き
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
、
農
地
・
森
林
の
荒
廃
、
貴

重
な
地
域
の
伝
統
文
化
の
消
失
等
の
様
々
な
課
題
に
直
面
し
、
集

落
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
速
や
か
な

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
県
で
は
、
地
域
の
自
主
的
、
主
体
的
な
取
り
組

み
を
基
本
に
、
中
山
間
地
域
等
の
集
落
の
活
性
化
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
た
め
の
方
向
性
や
施
策
展
開
の
基
本
方
向
等
を
「
中

山
間
地
域
等
集
落
活
性
化
指
針
」
と
し
て
今
年
３
月
に
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。

こ
の
指
針
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
県
民
の
多
く

が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
活
の
原
点
で
あ
る「
く
ら
し
」

に
着
目
し
、「
く
ら
し
を
支
え
合
う
多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る

仕
組
み
づ
く
り
」「
く
ら
し
を
支
え
る
生
活
機
能
・
生
活
交
通
の

確
保
」「
く
ら
し
を
守
る
生
活
環
境
の
保
持
」「
く
ら
し
を
つ
な
ぐ

教
育
・
地
域
文
化
の
継
承
」「
く
ら
し
が
輝
く
し
ご
と
づ
く
り
」「
く

ら
し
が
広
が
る
新
た
な
交
流
の
推
進
」
の
６
つ
の
柱
を
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
共
生
・
協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
や
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
資
源
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
積
極
的
に
地
域
活
動
に
取
り

組
む
リ
ー
ダ
ー
等
の
育
成
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進
、
空
き

家
対
策
や
移
住
・
交
流
の
促
進
な
ど
施
策
展
開
の
基
本
方
向
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
わ
な
く
な
っ
た
施
設
に
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
整
備

し
、買
物
支
援
や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
例
や
、

地
域
の
農
産
物
を
加
工
・
販
売
し
収
益
に
つ
な
げ
て
い
る
事
例
な

ど
、
地
域
に
お
い
て
取
り
組
み
の
参
考
と
な
る
県
内
の
57
の
活
動

事
例
も
紹
介
し
て
い 

ま
す
。

今
後
、
こ
の
指
針
に
沿
っ
て
、
中
山
間
地
域
等
の
集
落
活
性
化

の
実
現
に
向
け
、
中
山
間
地
域
等
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
や
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
施

策
に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

集
落
は
地
域
社
会
の
活
動
の
基
礎
で
あ
り
、
ま
た
、
生
産
活
動

や
交
流
の
場
と
し
て
生
活
全
般
を
支
え
、
さ
ら
に
地
域
の
伝
統
文

化
を
維
持
し
つ
つ
、
農
地
・
森
林
の
管
理
等
を
通
し
て
自
然
環
境

を
守
る
な
ど
、
国
土
の
適
切
な
保
全
・
管
理
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
・
県
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

す
る
中
、
若
い
世
代
を
中
心
に
都
市
部
か
ら
農
山
漁
村
へ
移
住
し

よ
う
と
す
る
田
園
回
帰
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。
中
山
間
地
域
等
の

集
落
の
暮
ら
し
を
見
直
す
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
集
落
の
活
性

化
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

集
落
の
活
性
化
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々
が
中
山

間
地
域
等
の
集
落
が
有
す
る
公
益
的
機
能
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、

話
し
合
い
を
繰
り
返
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
の
各
種
団
体
等
が
持
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
や
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主

的
・
主
体
的
な
活
動
に
参
加
し
、
協
力
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、「
鹿
児
島
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
。
鹿
児
島
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
そ
う
実
感
で
き
る
鹿
児
島
の
実
現
を
目
指
し
、

市
町
村
や
各
種
民
間
団
体
な
ど
多
様
な
主
体
と
密
接
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
等
の
集
落
の
活
性
化
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

三反園　訓鹿児島県知事

中山間地域等集落の活性化の
実現を目指して
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特�集
始
ま
り
は
「
大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

４
月
26
日
か
ら
、瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
（
以
下
瀬
戸
芸
）

の
第
４
回
展
が
始
ま
っ
た
。
春
・
夏
・
秋
と
３
回
に
分
け
、

延
べ
１
０
７
日
。
備
讃
瀬
戸
の
12
の
島
（
直
島
・
豊
島
・

女
木
島
・
男
木
島
・
小
豆
島
・
大
島
・
犬
島
・
沙
弥
島
・

本
島
・
高
見
島
・
粟
島
・
伊
吹
島
）
と
高
松
港
、
宇
野
港

周
辺
が
会
場
だ
。

今
年
に
な
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

ト
ラ
ベ
ラ
ー
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
な
ど
世
界
の

旅
行
誌
で
、世
界
で
行
く
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

人
口
が
激
減
し
地
域
力
が
衰
退
し
た
島
々
が
と
て
も
元
気

に
な
っ
て
い
る
。
会
期
中
の
ホ
テ
ル
が
と
れ
な
い
な
ど
、

嬉
し
い
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

現
代
美
術
は
難
解
な
も
の
の
代
名
詞
だ
し
、
離
島
の
衰
退

は
振
興
策
が
制
定
さ
れ
る
ほ
ど
手
が
付
け
ら
れ
な
い
状
態

だ
と
言
わ
れ
て
き
た
の
に
、
だ
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
瀬
戸
芸
が
始
ま
る
10
年
前
の

２
０
０
０
年
に
新
潟
県
の
６
市
町
村
で
第
１
回
が
開
催

さ
れ
た
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
」
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
話

の
成
り
立
ち
が
分
か
り
や
す
い
か
ら
だ
。

４
つ
の
地
域
再
生
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

場
所
は
長
野
県
と
接
す
る
世
界
有
数
の
豪
雪
地
帯
、

新
潟
県
中
越
地
方
の
十
日
町
市
を
中
心
と
す
る
６
市
町

村
、
７
６
０
平
方
㌔
、
人
口
約
８
万
人
の
地
域
。
こ
こ

は
寒
冷
地
用
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
有
名
な
米
ど
こ
ろ
で
、

農
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
地
域
だ
。

明
治
維
新
前
は
日
本
の
人
口
の
６
％
を
抱
え
、
豪
雪

と
地
す
べ
り
と
泥
田
の
な
か
で
稲
作
を
し
、
冬
に
は
男

は
出
稼
ぎ
、
女
は
絹
織
物
の
内
職
で
出
機
３
０
０
０
軒

と
い
わ
れ
た
地
域
。
近
代
に
な
る
と
、
徴
兵
や
、
労
働

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

「
美
術
は
さ
さ
や
か
な
、
で
も
大
切
な
起
点
だ
っ
た
」

―
地
域
再
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻
有 

大
地
の
芸
術
祭
」
―

筆者プロフィール

北川 フラム氏
（きたがわ・ふらむ）

1946 年新潟県高田市（現上越市）生まれ。東京芸術大学美
術学部卒業。アートフロントギャラリー代表。主なプロデュー
スとして、「アントニオ・ガウディ展」（1978-79）、アパルト
ヘイトに反対する動きを草の根的に展開した「アパルトヘイト
否！国際美術展」（1988-90）、米軍基地跡地を文化の街に変え
た「ファーレ立川アートプロジェクト」（1994）等。
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者
と
し
て
都
市
に
若
者
を
奪
わ
れ
て
き
た
。
戦
後
も
試
練

が
度
重
な
り
、
農
業
は
米
国
と
の
貿
易
の
な
か
で
切
り
捨

て
ら
れ
、
つ
い
に
は
減
反
、
最
後
は
金
を
出
す
か
ら
中
心

部
に
移
住
し
ろ
と
迫
ら
れ
て
き
た
。
地
域
は
人
口
減
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
平
成
の
大
合
併
の
際
、

新
潟
県
が
合
併
施
策
と
し
て
掲
げ
た
の
が
「
ニ
ュ
ー
に
い

が
た
里り

創そ
う

プ
ラ
ン
」
だ
っ
た
。
や
が
て
合
併
す
る
13
あ
る

広
域
行
政
圏
の
ひ
と
つ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は

「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
」
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
れ
は
次
の
４
つ
か
ら
な
る
。

・
写
真
と
言
葉
に
よ
る「
越
後
妻
有
８
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」

・
地
域
を
花
で
つ
な
ぐ
「
花
の
道
」

・
各
市
町
村
の
特
色
を
活
か
し
た
拠
点
施
設
・
ス
テ
ー
ジ

づ
く
り
「
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
」

・
３
年
に
１
度
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

こ
の
４
つ
は
里
創
プ
ラ
ン
と
い
う
地
域
再
生
の
た
め
の

大
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

○  

写
真
と
言
葉
に
よ
る

﹁
越
後
妻
有
８
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
﹂

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
は
、
そ
こ
で
採
れ
る
植
物
、
動
物
と

気
候
に
あ
わ
せ
た
料
理
法
（
例
え
ば
発
酵
食
品
）
に
よ
っ

て
、
四
季
に
あ
わ
せ
た
独
特
の
料
理
や
食
べ
方
、
そ
し
て

儀
式
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
に

は
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
写
真
が
多
く
出
さ
れ

た
。
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト
は
料
理
法
だ
っ
た
。

芸
術
祭
に
来
ら
れ
た
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
事

前
に
は
、
越
後
妻
有
で
は
「
里
山
を
巡
り
た
い
」、
瀬
戸

芸
で
は
「
島
に
渡
り
た
い
」、
そ
し
て
共
に
「
現
代
美
術

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
見
た
い
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
挙

げ
て
い
る
が
、
帰
る
と
き
に
は
、「
そ
の
土
地
の
人
と
話

せ
て
よ
か
っ
た
」「
地
元
の
食
事
を
食
べ
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」「
祭
り
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
風
に
変

わ
っ
て
く
る
。

ち
な
み
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
ベ
ス
ト
３
は
、
１
位
は

「
棚
田
の
な
か
に
あ
る
茅
葺
の
家
の
前
で
山
菜
か
ご
を
背

負
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
」
の
写
真
だ
っ
た
。
今
は
中
心
部
に

住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん
を
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
茅
葺

の
小
さ
な
家
の
前
で
撮
っ
た
も
の
だ
。
２
位
は
豪
雪
の
中

の
電
信
柱
か
ら
雪
を
落
と
し
て
い
る
人
。
３
位
は
豪
雪
地

で
よ
く
見
か
け
る
背
の
高
い
煙
突
状
の
消
火
栓
に
２
㍍
ほ

ど
の
雪
が
乗
っ
て
い
る
面
白
い
造
型
の
写
真
だ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
写
真
が
表
わ
し
て
い
る

の
は
、
過
疎
地
、
棚
田
、
お
年

寄
り
、
冬
の
過
酷
な
労
働
、
集

落
の
知
恵
な
ど
、
ま
さ
に
地
域

の
厳
し
い
現
実
で
あ
り
、
自
然

の
厳
し
さ
を
そ
の
ま
ま
引
き
受

け
て
い
る
生
活
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
の

特
色
で
あ
り
、
工
夫
で
あ
り
、

真
実
の
姿
だ
っ
た
。芸
術
祭
は
、

こ
れ
ら
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
再
発
見
し
、
掘
り
起
し
、
作

品
化
す
る
作
業
に
よ
っ
て
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

○
地
域
を
花
で
つ
な
ぐ
﹁
花
の
道
﹂

も
と
も
と
こ
の
芸
術
祭
は
、
平
成
の
大
合
併
の
際
に
、

近
代
化
と
そ
の
効
率
第
一
の
価
値
観
の
中
で
田
舎
が
切
り

捨
て
ら
れ
、
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
現
状
に
対
す
る
一
連

の
活
性
化
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成

の
大
合
併
そ
の
も
の
が
効
率
化
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
も

の
だ
っ
た
が
、
こ
の
地
域
で
言
え
ば
、
６
市
町
村
を
繋
げ

る
も
の
と
し
て
、
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た

の
だ
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
、
土
地
を
往
来
す
る
旅
人
へ

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
路
傍
に
花
を
植
え
る
傾
向

が
あ
っ
た
（
径み

ち

庭に
わ

）。
さ
ら
に
、
雪
深
い
土
地
の
人
々
が

も
つ
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
は
格
別
で
あ
る
。
こ
の
２
つ

の
特
色
を
活
か
し
た
事
業
と
し
て
考
え
た
の
が「
花
の
道
」

で
あ
っ
た
。
旧
６
市
町
村
を
つ
な
ぐ
道
の
脇
や
様
々
な
場

所
に
、
植
物
好
き
の
お
年
寄
り
た
ち
に
花
を
植
え
て
も
ら

う
の
だ
。

○  

各
市
町
村
の
特
色
を
活
か
し
た
拠
点
施
設
・
ス
テ
ー
ジ

づ
く
り
﹁
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
﹂

合
併
の
際
に
や
り
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
そ
れ
ま
で

の
箱
も
の
行
政
だ
っ
た
。
確
か
に
人
口
の
少
な
い
街
に

７
０
０
人
収
容
の
ホ
ー
ル
の
使
い
道
は
あ
る
の
か
、
似
た

よ
う
な
施
設
が
数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
場
所
に
も
あ

る
の
だ
か
ら
。
ほ
か
に
も
、
ホ
ー
ル
、
体
育
館
な
ど
、
補

助
事
業
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
。
し
か
し
、
公

共
事
業
の
土
木
・
建
築
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
カ
ン
フ
ル
剤

に
は
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
拠
点
に
し
、そ
の
連
合
、増
幅
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
っ

て
魅
力
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
。
旧
十
日
町
市
は
「
市
」

星峠の棚田
旧松代町にある、先人たちが切り拓いた圧巻の
棚田。星峠集落で活動を続ける日本大学芸術学
部と、私たちが手掛ける「棚田バンク」で耕せ
なくなった棚田を少しずつ引き受けている

越後妻有 8 万人のステキ発見
「お婆さんとの出合い」
Photo：Shinichi Kubota
審査員に大岡信（詩人）、真野響子（女優）らを
迎えた写真と言葉のコンテストには、3 千点を越
える応募があった

特�集
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を
ヒ
ン
ト
に
「
楽
市
楽
座
」
的
な
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
の
よ

う
な
場
を
原
広
司
が
設
計
し
た
。
こ
の
施
設
は
何
度
か
の

変
遷
を
経
て
、
今
は
「
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館　

キ

ナ
ー
レ
」
と
し
て
大
地
の
芸
術
祭
の
中
心
会
場
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
の
第
７
回
展
に
は
、「
２
０
１
８
年
の
〈
方

丈
記
私
記
〉
～
建
築
家
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
四
畳
半

の
宇
宙
」
と
い
う
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
将
来
の
中
心
市
街

地
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
動
き
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
旧
松
代
町
に
は
農
業
を
起
点
と
す
べ
く
「
ま
つ

だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー　

農
舞
台
」
と
い
う
施

設
が
誕
生
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
、
高
野
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
中
心
に
周
辺
の
里

山
を
含
め
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
や
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
棚
田
の
担
い
手
と
し
て
移
住
・
就
農

し
、
プ
レ
ー
す
る
「
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
」
の
活
動
な
ど
の
芽

が
生
ま
れ
て
い
る
。建
築
は
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ｄ
Ｖ（
建

築
家
集
団
）
に
よ
る
も
の
だ
。

旧
松
之
山
町
に
は
「
里
山
科
学
館　

森
の
学
校
キ
ョ
ロ

ロ
」
が
で
き
た
。
こ
こ
は
地
域
の
小
中
学
校
の
理
科
の
拠

点
と
も
な
り
、
地
域
の
学
力
が
格
段
に
あ
が
っ
た
。
専
門

学
芸
員
３
人
と
い
う
贅
沢
さ
で
、「
住
民
全
員
が
科
学
者
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
活
動
し
て
い
る
（
顧
問
は
宇
宙
物
理

学
の
池
内
了
氏
）。
里
山
で
農
業
を
や
っ
て
き
た
人
た
ち

は
、
四
季
の
変
化
、
動
物
、
植
物
に
関
す
る
生
き
た
知
恵

を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
総
合
が
地
域
づ
く
り
に
活
か
さ
れ

て
い
る
。建
築
は
公
募
で
選
ば
れ
た
手
塚
貴
晴
・
由
比
チ
ー

ム
で
、
審
査
員
は
妹
島
和
世
、
青
木
淳
、
小
島
一
浩
と
い

う
、
気
合
の
入
っ
た
設
計
コ
ン
ペ
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
越
後
妻
有
で
は
、
建
築
に
意
を
払
っ
て

や
っ
て
き
た
。ス
テ
キ
発
見
も
、ス
テ
ー
ジ
事
業
で
も
、「
場
」

の
も
つ
力
を
大
切
に
考
え
た
。新
築
は
合
併
施
策
の
ス
テ
ー

ジ
事
業
で
建
設
さ
れ
た
施
設
の
み
で
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん

ど
既
存
建
物
の
改
修
で
あ
る
。
旧
真
田
小
学
校
は
絵
本
作

家
・
田
島
征
三
の
「
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
」（
改
修
設

計
：
山
岸
綾
）、
旧
東
川
小
学
校
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル

タ
ン
ス
キ
ー
の
「
最
後
の
教
室
」（
改
修
設
計：今
村
創
平
）、

旧
三
省
小
学
校
は
宿
泊
施
設
「
三
省
ハ
ウ
ス
」（
改
修
設
計：

中
村
祥
二
）、
旧
清
津
峡
小
学
校
は
「
越
後
妻
有
清
津
倉

庫
美
術
館
」（
改
修
設
計
：
山
本
想
太
郎
）、
旧
奴
奈
川
小

学
校
は
「
奴
奈
川
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
改
修
設
計
：
山
岸
綾
）、

旧
上
郷
中
学
校
は
「
上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
」（
改
修
設
計
：
豊

田
恒
行
）
に
な
る
な
ど
、
廃
校
・
空
き
家
に
手
を
入
れ
て

作
品
化
し
て
い
る
。
学
校
や
空

き
家
は
、
人
々
の
記
憶
が
残
り
、

な
お
か
つ
共
同
体
の
精
神
の
拠

り
所
だ
っ
た
場
で
あ
る
。
現
在

で
は
廃
校
11
校
、
空
き
家
25
軒

も
の
作
品
・
拠
点
施
設
が
地
域

に
根
付
い
て
い
る
。

美
術
は
実
に
狭
い
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
る
。
ま
だ
小
中
学
校
の
授

業
に
残
さ
れ
て
い
る
の
が
不
思

議
な
く
ら
い
、
美
術
は
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
現

代
美
術
の
市
場
と
し
て
も
弱
い
。
越
後
妻
有
で
は
、
そ
の

か
弱
い
美
術
を
、
可
能
な
限
り
隣
接
領
域
と
つ
な
が
る
よ

う
に
や
っ
て
き
た
。
料
理
、写
真
、ス
ポ
ー
ツ
、ピ
ク
ニ
ッ

ク
、
商
品
デ
ザ
イ
ン
、
ツ
ア
ー
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
お
芝

居
、い
け
ば
な
…
も
ろ
も
ろ
で
あ
る
。
美
術
は
こ
の
と
き
、

分
節
化
さ
れ
た
諸
ジ
ャ
ン
ル
に
浸
透
し
、
つ
な
が
る
関
係

性
を
持
ち
得
る
こ
と
に
気
づ
く
。

○
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

こ
の
地
域
に
と
っ
て
活
性
化
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
問
い
が
出
発
点
だ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
住
む
、
私
よ
り
上
の
世
代
の
人
た
ち
、
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
の
大
変
な
時
期
を
生
き
て
き
た
人
た
ち

に
は
、
何
か
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
、
地
方
で
農

業
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が
社
会
の
中
心
か
ら
み
て
周
回
遅

れ
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
た
。

こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
生
き
て
き
て
、
私
た
ち
を
育
て
て
く

れ
た
人
た
ち
が
隅
に
追
い
や
ら
れ
、
た
だ
「
福
祉
」
の
問

題
と
し
て
棚
上
げ
さ
れ
て
い
る
社
会
と
は
い
か
な
る
も
の

か
？
こ
の
よ
う
な
田
園
や
山
村
は
、
私
た
ち
の
主
食
と
な

る
農
産
物
を
つ
く
り
、
空
気
を
浄
化
し
、
癒
し
を
与
え
る
。

一
方
で
都
市
生
活
の
あ
ま
り
の
均
質
化
、
画
一
化
、
息
苦

し
さ
、
ま
わ
り
は
敵
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
競
争
化
、

こ
れ
も
痛
切
に
感
じ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
田
舎
の
方
が

人
間
に
と
っ
て
良
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
都
市
生
活
者
で
あ
る
私
の
実
感
だ
っ
た
。
田
舎
で
生
き

て
き
た
こ
と
が
誇
り
に
な
り
得
な
い
か
、
地
域
の
元
気
と

は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
誇
り
を
も
つ
こ
と
で
は
な
い
か
、

と
考
え
た
の
だ
。

実
際
、
芸
術
祭
の
準
備
の
４
年
間
は
大
変
だ
っ
た
。
役

に
立
た
な
い
美
術
に
何
故
大
金
を
投
入
す
る
の
か
？
現
代

田島征三「絵本と木の実の美術館」
Photo：Takenori Miyamoto ＋ Hiromi Seno
実在する最後の生徒 3 人を主人公にした空間絵
本。集落との協働で制作され、会期中には小さ
な集落に渋滞が起きるほどの人気となった。在
校生のひとりは芸術祭を機に故郷に戻ることを
決めたという

イリヤ＆エミリア・カバコフ「棚田」ⒸANZAï
稲作の一連の情景を詠んだテキストと、対岸の
棚田にそれぞれの作業をする人々の姿を模った
彫刻。当初作品の設置を拒んだ棚田の持ち主も、
アーティストとサポーターの熱意によって作品
を受入れ、やめようとしていた棚田の耕作を続
け、その後は私たちで耕作を引き受けている
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美
術
な
ん
て
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
？
わ
け
が
分
か
ら
な

い
じ
ゃ
な
い
か
。「
芸
術
は
爆
発
だ
！
」
と
言
っ
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
い
る
で
は
な
い
か
。
花
や
鳥
や
蝶
の
絵

を
眺
め
れ
ば
少
し
は
癒
し
に
は
な
る
が
…
等
々
。
強
引
に

始
め
る
ま
で
は
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
実
際
の
と

こ
ろ
だ
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
人
々
が
誇
り
を
も
つ
た

め
に
こ
そ
、美
術
が
働
け
る
の
で
は
な
い
か
、と
私
は
思
っ

た
の
だ
。

ア
ル
タ
ミ
ラ
、
ラ
ス
コ
ー
の
洞
窟
壁
画
以
来
、
美
術
は

や
む
に
や
ま
れ
な
い
人
間
の
衝
動
だ
っ
た
。
や
っ
と
の
こ

と
で
手
に
入
れ
た
獲
物
、
そ
の
獲
物
の
哀
し
さ
・
無
惨
、

人
間
は
そ
れ
を
描
く
し
か
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
四
季
の

恵
み
、
し
か
し
、
同
時
に
あ
る
自
然
の
無
情
さ
。
そ
こ
で

生
き
て
い
く
こ
と
へ
の
祈
り
。
美
術
は
自
然
と
人
間
の
あ

い
だ
の
関
係
性
を
表
し
続
け
て
き
た
。
そ
れ
は
時
代
が

下
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
っ
た
。
文
明
は
、
ど
う
に
も
な
ら

な
い
自
然
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
私
た
ち
の
前
に
立

ち
は
だ
か
り
、
私
た
ち
を
拘
束
す
る
。
美
術
は
そ
こ
に
対

す
る
怒
り
や
無
念
を
表
し
、
そ
れ
故
の
わ
ず
か
な
希
望
を

見
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
。
美
術
は
忘
れ
去
ら
れ
て

い
く
過
去
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
、
現
代
の
少
数

者
の
心
持
ち
の
発
現
で
あ
っ
た
り
、
未
来
へ
の
不
安
の
表

出
で
あ
っ
た
り
し
た
の
だ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
こ
の
地
に

入
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
の
地
の
特
徴
を
適
確
に
掴
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
を
こ
の
場
で
表
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ

れ
は
地
域
の
人
た
ち
の
誇
り
に
な
り
得
る
、
と
考
え
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
発
見
、
そ
し
て
学
習
、
交
流
の
中
で

作
品
を
つ
く
り
、
作
品
を
媒
介
に
人
々
が
つ
な
が
り
、
或

い
は
批
判
や
考
え
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
、
そ
れ
が
大

切
な
こ
と
だ
。
そ
の
地
で
作
品
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
も
地
域
の
協
力
が
必
要
だ
。
清
掃
、
一
宿
一
飯
、

材
料
の
調
達
、
土
地
の
使
用
許
可
、
そ
の
一
連
の
活
動
の

中
で
、
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
て
い
た
地
域
に
活

気
が
出
始
め
た
。
こ
の
時
、そ
の
作
品
は
一
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
人
々
の
作
品

に
な
り
始
め
た
の
だ
。「
協
働
」
と
い
う
言
葉
が
こ
こ
に
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
が
口
コ
ミ

で
伝
わ
り
、
人
を
呼
び
込
み
だ
し
た
の
だ
。
ア
ー
ト
は
実

際
そ
こ
に
行
っ
て
み
な
く
て
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

駅
や
バ
ス
停
か
ら
作
品
に
至
る
ま
で
の
光
景
は
、
一
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
大
切
な
空
間
に
な
っ
た
。
開
幕
当
初
、「
あ

ま
り
に
も
広
い
地
域
に
作
品
が
点
在
し
す
ぎ
て
い
る
」「
案

内
が
悪
い
」「
こ
の
暑
い
時
期

に
」
と
い
う
批
判
は
、
１
、２

週
間
後
に
は
「
し
か
し
、
あ
の

爽
や
か
さ
は
」「
汗
を
か
い
て

頑
張
っ
て
歩
い
た
あ
と
の
充
実

感
も
い
い
ね
」「
探
し
訪
ね
る

の
も
面
白
か
っ
た
」「
暑
さ
の

中
の
草
い
き
れ
も
な
か
な
か
」

等
々
の
感
想
に
よ
っ
て
一
変
し

 

た
の
で
あ
る
。
人
が
来
れ
ば
地

元
の
人
も
説
明
を
し
始
め
る
。「
今
も
ア
ー
ト
の
こ
と
な
ん

か
何
も
わ
か
っ
ち
ゃ
な
い
け
ど
」「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
こ
う

や
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
よ
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
自
身
の

生
活
や
農
業
に
つ
い
て
語
り
出
す
。
こ
の
時
、
作
品
は
、

或
い
は
作
品
を
通
し
て
の
関
わ
り
が
、
人
々
の
誇
り
に
な

る
の
だ
。
田
舎
で
の
ア
ー
ト
を
巡
る
旅
は
五
感
全
開
。
ツ

ア
ー
型
芸
術
祭
が
各
地
で
行
わ
れ
出
し
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
ア
ー
ト
は
そ
れ
な
り
の
発
信
力
を
も
っ
て
い

る
。だ
が
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ト
リ
エ
で
創
り
出
す
ア
ー

ト
と
は
、
い
わ
ば
実
験
室
で
の
孤
独
な
作
業
の
よ
う
な
も

の
だ
。
一
方
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
も
、
地
球
環
境
が
壊

滅
的
に
な
っ
て
い
る
現
代
に
生
き
、
人
間
の
存
在
が
危
う

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
現
代
の
効
率
一
辺
倒
、
市

場
優
先
の
格
差
社
会
に
疑
問
を
も
つ
中
で
、
自
分
の
思
考

の
力
、
美
術
の
力
を
現
代
の
矛
盾
の
な
か
で
活
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
。

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
で

爆
発
的
な
広
が
り
に

こ
う
し
て
多
く
の
素
晴
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集

ま
っ
て
き
た
。
こ
の
広
大
で
大
変
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

豪
雪
地
の
お
年
寄
り
だ
け
で
支
え
、
伝
え
て
い
く
の
は
難

し
い
、
と
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
始
め
た
。
そ
れ

は
越
後
妻
有
か
ら
始
ま
り
、
瀬
戸
芸
で
爆
発
的
な
広
が
り

を
持
ち
始
め
た
。
延
べ
１
万
人
に
迫
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
世

界
か
ら
集
ま
り
、
ま
た
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に
帰
っ

て
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
り
、
他
所
の
芸
術
祭
の

手
伝
い
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
大
地
の
芸
術
祭
の
初
発

の
志
、
美
術
と
い
う
さ
さ
や
か
な
、
手
間
の
か
か
る
、
い

わ
ば
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
存
在
が
、
貴
重
な
気
づ
き
へ
と

展
開
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

越後妻有里山現代美術館［キナーレ］
設計：原広司／レアンドロ・エルリッヒ

「Palimpsest: 空の池」Photo：Keizo Kioku
越後妻有の玄関口となる里山現代美術館。第 7
回展には、建物中央にある回廊に囲まれた大き
な池に、視覚的な錯覚を呼び起こすレアンドロ・
エルリッヒの常設作品が加わった

ナウィン・ラワンチャイクン「赤倉の学堂」
Photo ：Gentaro Ishizuka
ラファエロの名画「アテネの学堂」をもとにし
た、赤倉集落の住民全員のポートレート。来訪
者は不安になりながらも細い道を車で走り、山
奥にひっそりとたたずむ集落を探し訪ね、作品
巡りは里山を巡る旅となる

特�集
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特 集
人
情
港
町
と
音
楽
の
街

留
萌
市
は
、北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
部
に
位
置
し
ま
す
。

古
く
は
、
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
漁
業
の
街
で
す
。
ニ
シ
ン

漁
の
全
盛
期
を
支
え
た
の
が
「
や
ん
衆
」
と
い
う
季
節
労

働
者
で
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
も
て
な
す
た
め
の
「
お
も

て
な
し
文
化
」
と
「
技
芸
文
化
」
が
盛
ん
に
な
り
、
街
に

は
「
沖
上
げ
音
頭
」
や
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
が
響
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
音
楽
文
化
の
中
か
ら
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
の
主

題
歌
を
作
曲
し
た
宮
川
泰
氏
や
「
用
心
棒
」
な
ど
数
々
の

黒
澤
明
監
督
の
音
楽
を
担
当
し
「
若
者
た
ち
」
を
作
曲
し

た
佐
藤
勝
氏
、
さ
ら
に
は
、「
青
春
時
代
」
の
曲
で
お
な

じ
み
の
森
田
公
一
氏
な
ど
著
名
な
音
楽
家
が
数
多
く
生
ま

れ
た
マ
チ
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
31
年
を
境
に
、
ニ
シ
ン

の
姿
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
が
課
題
の
マ
チ
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆

Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
想
い
が
カ
タ
チ
に
な
り 

誕
生
し
た
「
音
楽
合
宿
」

地
元
の
高
校
で
吹
奏
楽
や
マ
ー
チ
ン
グ
の
練
習
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
留
萌
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
メ
ン
バ
ー
が

い
ま
し
た
。
彼
は
、
北
海
道
内
や
全
国
各
地
の
吹
奏
楽
関

係
者
の
声
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
練
習
時
間
の

減
少
や
練
習
場
所
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
「
ど
の
団
体
も
集
中
し
て
思
い
っ
き
り
練
習
で
き
る
合

宿
の
場
所
を
探
し
て
い
る
。
し
か
も
安
価
な
」
と
い
う
声

で
し
た
。
吹
奏
楽
の
合
宿
は
、
一
度
に
大
人
数
が
動
き
ま

す
。
音
楽
ホ
ー
ル
で
練
習
し
た
い
が
、
都
市
部
で
は
使
用

料
が
高
額
な
上
、
連
日
連
夜
の
使
用
は
ほ
ぼ
無
理
で
、
多

く
の
団
体
が
合
宿
を
あ
き
ら
め
て
い
る
状
態
で
し
た
。
そ

ん
な
学
生
の
た
め
に
留
萌
で
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
い
う
熱
い
思
い
で
し
た
。

留
萌
に
は
、
観
光
名
所
は
少
な
く
、
大
き
な
宿
泊
施
設

も
な
い
、
昔
か
ら
「
通
過
型
観
光
都
市
」
と
言
わ
れ
る
街

◆◆◆

で
し
た
。
し
か
し
、
市
内
に
は
古
い
が
合
宿
に
適
し
て
い

る
音
楽
ホ
ー
ル
（
８
０
０
席
）
と
マ
ー
チ
ン
グ
が
出
来
る

体
育
館
（
大
会
規
定
で
30
㍍
×
30
㍍
が
必
要
）
が
１
つ
の

建
物
に
あ
り
ま
す
。大
き
な
宿
泊
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

以
前
は
葬
儀
な
ど
で
大
人
数
が
宿
泊
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
何
カ
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
利
活

用
し
て
学
生
た
ち
の
宿
泊
施
設
に
出
来
る
と
考
え
だ
し
ま

し
た
。

著
名
な
音
楽
家
を
輩
出
し
た
留
萌
市
は
、
老
若
男
女
問

わ
ず
音
楽
が
大
好
き
な
街
で
す
。
63
年
前
、
そ
ん
な
マ
チ

に
留
萌
Ｊ
Ｃ
は
誕
生
し
、
初
め
て
行
っ
た
事
業
が
「
音
楽

大
行
進
」
と
い
う
事
業
で
し
た
。
街
の
宝
「
音
楽
」。
我
々

が
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
音
楽
文
化
に
も
う
一
度
光
を
当

て
よ
う
！ 

音
楽
合
宿
は
生
ま
れ
た

全
国
の
吹
奏
楽
団
体
は
、
今
や
１
万
５
千
団
体
。
そ
の

多
く
が
合
宿
を
望
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
吹
奏
楽
の
合
宿

は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
、
そ
れ
も
連
続
し
て
宿

泊
し
ま
す
。
一
時
的
で
も
そ
の
期
間
、
留
萌
市
の
人
口
を

増
や
せ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
地
域
に
新
た
な
経
済
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
に
音
楽
合
宿
に
、
新
し
い
施
設
は

い
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
既
存
の
市
内
の
施
設
を
利
用
す
れ

ば
で
き
る
し
、
学
生
の
合
宿
だ
か
ら
、
立
派
な
ホ
テ
ル
で

な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
先
生
方
の
希
望
を
叶
え
ら
れ
る

と
留
萌
Ｊ
Ｃ
が
一
手
に
手
配
を
引
き
受
け
る
形
で
始
ま
り

ま
し
た
。

２
０
１
５
年
、
日
本
国
政
府
が
掲
げ
た
「
地
方
創
生
」。

こ
の
政
策
を
拡
大
す
る
目
的
で
、
日
本
青
年
会
議
所
主
催

の
第
１
回
「
地
方
創
生
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ

◆◆◆

北
海
道
留
萌
市

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
生
ま
れ
た

�

日
本
初
の
音
楽
合
宿

中
出
　
靖
彦

一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所　

理
事
長

―
交
流
人
口
で
始
ま
っ
た
事
業
が
移
住
定
住
人
口
の
増
加
へ
―

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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ま
し
た
。
こ
れ
に
「
音
楽
合
宿
事
業
を
全
国
に
広
め
、
各

地
で
困
っ
て
い
る
吹
奏
楽
の
学
生
を
助
け
た
い
」
と
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
奇
跡
が
奇
跡
を
よ
ん
で
内
閣
府
特
命
大
臣
大

賞
（
グ
ラ
ン
プ

リ
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。
そ
の

時
の
審
査
委
員

で
内
閣
府
地
域

活
性
化
伝
道
師

の
政
所
利
子
先

生
か
ら
「
多
目

的
は
無
目
的
で

あ
り
、
こ
の
合

宿
は
吹
奏
楽
に

特
化
し
て
い
る

全
国
で
も
特
殊

な
事
例
で
す
。

さ
ら
に
文
化
と
い
う
地
域
の
タ
カ
ラ
に
着
眼
し
、
地
域
全

体
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。
ど
の
街
で
も
で
き
る
が
、
こ
の

事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
や
は
り
留
萌
の
人
情
あ
る
人
で
す

ね
」
と
の
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

音
楽
合
宿
の
効
果

３
年
目
に
な
る
と
、
音
楽
合
宿
の
効
果
が
様
々
見
え
て

き
ま
し
た
。
①
地
域
資
源
（
普
段
未
使
用
の
大
ホ
ー
ル
や

コ
ミ
セ
ン
、
食
材
な
ど
）
の
利
活
用
②
地
域
活
性
化
（
交

流
人
口
の
増
加
、
移
動
、
食
事
、
住
居
に
関
わ
る
市
内
企

業
へ
新
た
な
経
済
を
生
む
。
２
０
１
７
年
１
千
万
円
を
超

え
る
）
③
青
少
年
健
全
育
成
（
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
心
の
醸
成
な
ど
人
間
力

の
向
上
と
地
域
間
の
学
生
の
交
流
）
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
再
生
（
町
内
会
・
婦
人
部
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と

で
地
域
内
の
繋
が
り
が
復
活
）、
の
４
つ
の
効
果
で
す
。

◆◆◆

こ
の
年
、留
萌
Ｊ
Ｃ
は
「
生
徒
と
い
か
に
向
き
合
う
か
。

そ
し
て
、
大
人
と
し
て
の
姿
を
見
せ
ら
れ
る
か
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
つ
け
出
し
た
の
が
、
ど
の
効
果
も

「
人
」
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
年
の
挑
戦
は
、
３
年
間
続
い
た
北
海
道
か
ら
の
補

助
金
が
切
れ
て
、
本
当
の
意
味
で
の
自
立
自
活
の
年
で
し

た
。
実
績
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
行
政
と
タ
ッ
グ
が
組
ま

れ
、
市
内
の
施
設
使
用
料
は
留
萌
市
が
予
算
化
し
、
留
萌

市
の
第
６
次
総
合
計
画
の
中
に
Ｊ
Ｃ
と
市
民
で
共
に
創
り

上
げ
た
政
策
事
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

交
流
人
口
か
ら
定
住
移
住
人
口
へ

人
情
溢
れ
る
留
萌
人
（
る
も
い
び
と
）
の
お
も
て
な
し

や
、
日
本
海
を
は
じ
め
広
大
な
自
然
を
有
す
る
留
萌
で
の

合
宿
が
、
演
奏
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
心
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

留
萌
人
の
献
身
的
な
奉
仕
が
、
昨
年
、
一
つ
の
形

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
留
萌
に
合
宿
で
訪
れ

た
生
徒
が
、
２
年
連
続
で
４
人
も
市
内
企
業
や
行

政
へ
就
職
し
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
東
京
の
音

楽
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
安
西
裕
司
氏
が

こ
の
活
動
に
共
感
し
、
初
の
「
音
楽
専
門
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
小

さ
な
成
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
留
萌
人
に
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。人
口
減
少
問
題
へ
の
歯
止
め
、

こ
れ
が
地
方
創
生
の
本
当
の
事
業
で
あ
る
な
ら

ば
、
今
後
も
そ
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
諦
め
た
く

は
な
い
。
６
年
目
を
迎
え
、
一
般
社
団
法
人
留
萌

青
年
会
議
所
は
、
日
本
で
「
い
ち
ば
ん
」
の
音
楽

合
宿
の
街
を
市
民
と
共
に
目
指
し
ま
す
。

◆◆◆中西俊司留萌市長（左）と地域おこし協力隊の安西裕司隊員（真ん中）

地域の町内会の方がご飯を提供してくださったときの風景

練習会場の留萌市文化センター大ホールにて高校生との集合写真
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「
柏
ら
し
さ
」
を
目
指
す

柏
市
は
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約
42
万
人

の
中
核
市
で
す
。
東
京
か
ら
電
車
で
30
分
と
利
便
性
も
良

く
、
特
に
休
日
は
多
く
の
若
者
が
買
い
物
に
訪
れ
る
い
わ

ゆ
る
商
業
都
市
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

柏
の
音
楽
シ
ー
ン
は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
駅
前

に
集
ま
る
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
対
し
、
２
０

０
５
年
に
一
定
の
規
則
（
通
称
：
柏
ル
ー
ル
）
を
順
守
し

登
録
す
る
こ
と
で
堂
々
と
演
奏
が
で
き
る
制
度
を
整
備
し

た
こ
と
で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
柏
市
第
五
次
総

合
計
画
の
中
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
音
楽
の
街
か
し
わ
の
創

出
」
の
礎
は
、
こ
れ
ら
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

活
動
や
全
国
区
の
知
名
度
を
持
つ
柏
市
立
柏
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
活
躍
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
地
で
「
音
楽
の
街
」
を
掲
げ
精
力
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
自
治
体
が
増
加
す
る
中
、
デ
パ
ー
ト
の
閉

◆◆◆

店
な
ど
明
る
い
話
題
が
減
っ
て
い
る
柏
市
で
は
、
よ
り
柏
ら

し
さ
を
追
求
し
さ
ら
な
る
「
音
楽
の
街
」
の
実
現
と
賑
わ
い

の
創
出
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

レ
ベ
ル
が
高
い
吹
奏
楽

ま
ず
柏
の
音
楽
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
「
吹
奏

楽
」
で
す
。
柏
市
立
柏
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
通
称
：
イ

チ
カ
シ
）
は
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
常
連
校
と
し
て
全
国

で
も
有
名
で
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
出
演
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
演
奏
会
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
今
や
世
界
を
舞
台
に

活
躍
す
る
吹
奏
楽
部
で
す
。
そ
の
他
地
域
の
演
奏
会
や
お

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
年
30
回
以
上
も
参
加
し
て
お
り
、

地
元
で
イ
チ
カ
シ
の
演
奏
に
触
れ
た
市
民
は
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
し
フ
ァ
ン
に
な
る
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
か
し
わ
塾
」
は
、
憧
れ
の
イ
チ
カ
シ
の
先
輩
と
一

緒
に
練
習
で
き
る
と
あ
っ
て
15
年
以
上
続
く
大
人
気
の
講

◆◆◆

座
で
す
。
余
談
で
す
が
、
小
学
校
時
代
受
講
し
た
児
童
が

市
の
職
員
と
な
り
、
現
在
こ
の
講
座
の
担
当
を
し
て
い
ま

す
。
何
だ
か
嬉
し
い
縁
で
す
よ
ね
。

こ
れ
ら
の
成
果
も
あ
っ
て
市
内
の
小
・
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
は
と
も
に
レ
ベ
ル
が
高
く
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
柏
の

吹
奏
楽
は
イ
チ
カ
シ
を
中
心
に
裾
野
を
広
げ
、
今
で
は
市

内
あ
ち
こ
ち
で
高
い
水
準
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
柏
な
ら
で
は
の
文
化
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
役

一
方
で
、
２
０
１
７
年
４
月
、
こ
れ
ま
で
柏
の
音
楽
を

支
え
て
き
た
市
民
団
体
、
事
業
所
、
施
設
、
教
育
機
関
、

公
共
団
体
ら
が
集
結
し
、
連
携
し
て
３
６
５
日
柏
の
音
楽

を
育
て
内
外
に
発
信
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
音
楽
の
街
か
し
わ
実
行
委
員
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

柏
で
は
、
市
内
８
カ
所
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
会
場
と
し

た
フ
ェ
ス
な
ど
の
大
規
模
な
も
の
か
ら
、
飲
食
店
で
行
う

ラ
イ
ブ
の
よ
う
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
も
の
ま

で
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
日
々
溢
れ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
市

民
団
体
や
企
業
あ
る
い
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ら
を
「
柏
の

賑
わ
い
を
演
出
す
る
主
役
」
と
位
置
付
け
、
市
民
主
体
の

活
動
を
で
き
る
だ
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
柏
ら
し
さ
に
繋
が
る
と
考
え
た
の
で
す
。

新
た
な
挑
戦
へ

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

◆◆◆◆◆◆

千
葉
県
柏
市

―
市
民
が
集
ま
る
場
所
で

 
吹
奏
楽
や
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
―

横
山
　
左
千
江

柏
市
教
育
委
員
会
文
化
課　

副
主
幹

「
音
楽
の
街
」
で
賑
わ
い
創
出

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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ン
の
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ（
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
）

を
活
用
し
、
柏
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
か
し
わ
Ｍｕ
ｓ
ｉｃ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
で
行
わ
れ

て
い
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
広
く

発
信
す
る
も
の
で
、
現
在
３
０
０
回
以
上
の
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
順
調
に
視
聴
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
ア

プ
リ
の
認
知
度
に
加
え
、
映
り
込
み
や
出
演
交
渉
な
ど
課

題
も
含
め
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
柏
ゆ
か
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
２
組
を
「
か
し

わ
音
楽
大
使
」
に
任
命
し
ま
し
た
。
音
楽
が
盛
ん
な
柏
の

様
子
を
全
国
各
地
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
に
は
、
地
元
出
身
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野

く
ん
と
パ
ッ
パ
ラ
ー
河
合
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
音
楽
大

使
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
も
か
し

わ
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉｃ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
で
配
信
さ
れ
、
会
場
に
来
ら
れ

な
か
っ
た
多
く
の
方
か
ら
感
謝
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
柏
レ
イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
連
動
し
た

企
画
「
ま
ち
か
ど
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
イ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
柏
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
サ
ッ

カ
ー
と
音
楽
を
結
び
付
け
た
も
の
で
、
駅
前
で
柏
代
表
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
ア
ウ
ェ
イ
チ
ー
ム
の
街
で
活
動
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
「
音
楽
対
決
」
に
よ
り
勝
者
を
決
定

す
る
も
の
で
す
。
ス
タ
ジ
ア
ム
に
向
か
う
両
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
足
を
止
め
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
音
楽
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
層
へ
「
音
楽

の
街
か
し
わ
」
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
が
自
然
に
集
ま
る
場
所
で

現
在
、
人
々
が
興
味
を
持
つ
対
象
は
多
様
化
し
、
興
味

の
な
い
分
野
の
情
報
は
自
分
か
ら
得
よ
う
と
し
な
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
駅
前
広
場
や
商
業
施
設
な
ど
市

民
が
自
然
に
集
ま
る
場
所
で
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
市
・
市
民
団
体
・
企
業
と
共
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
人
が
集
ま
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
多
く
の
市
民
が
い
る
場
所
へ
出
向
く
の

◆◆◆

で
す
。
音
楽
に
興
味
が
有
る
無
し
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
買
い

物
や
食
事
の
つ
い
で
に
音
楽
を
聞
く
、
時
に
は
無
料
配
布

の
シ
ェ
イ
カ
ー
で
演
奏
に
参
加
で
き
る
気
軽
な
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
子
ど
も
達
が

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
っ
た
り
、
青
春
時
代
を

思
い
出
し
胸
が
熱
く
な
っ
て
い
る
大
人
が
い
た
り
と
楽
し

み
方
は
本
当
に
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

芽
生
え
る
柏
へ
の
思
い
、
そ
れ
を
パ
ワ
ー
に

私
た
ち
が
現
場
に
い
て
思
う
こ
と
は
、
音
楽
に
は
人
の

心
を
動
か
す
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
演
奏
を
聞
く
人
、
演
奏
を
す
る
人
、
そ
れ
を
届

け
た
い
と
思
う
人
が
一
丸
と
な
っ
て
音
楽
活
動
に
携
わ

り
、
柏
へ
の
愛
着
を
高
め
て
い
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
作

り
上
げ
る
そ
ん
な
環
境
こ
そ
が
私
達
の
目
指
す
「
音
楽
の

街
」
と
な
る
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
柏
が
好
き
！
」

を
原
動
力
に
今
日
も
私
た
ち
は
挑
戦
を
し
続
け
ま
す
。

◆◆◆

イベント参加記念として配布している手作りミニシェイカー
これを使って一緒に演奏するコーナーも

駅前特設ステージで開催した「柏 de 吹奏楽ぱ～り～」

休日の歩行者天国で行われたミニライブ

スマホで手軽に見られる「かしわ MusicLine」
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特 集
は
じ
ま
り
は
地
域
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
る
福
井
県

鯖
江
市
河
和
田
地
区
は
「
う
る
し
の
里
」
と
し
て
国
内
の

業
務
漆
器
シ
ェ
ア
８
割
を
も
つ
越
前
漆
器
の
産
地
で
す
。

２
０
０
４
年
７
月
の
福
井
豪
雨
に
よ
り
地
区
内
の
１
０
０

０
棟
以
上
が
被
災
、
漆
器
産
業
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
災
害
復
興
支
援
活
動
を
き
っ
か

け
に
、
京
都
か
ら
数
回
に
わ
た
る
支
援
活
動
を
実
施
。
そ

の
交
流
を
重
ね
る
中
で
、
災
害
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
地

区
の
未
来
を
考
え
る
相
談
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
問
題
や
、
景
気
低
迷
に
よ

る
伝
統
産
業
の
沈
滞
な
ど
、
地
区
が
抱
え
る
問
題
は
全
国

的
な
「
地
域
課
題
」
そ
の
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
は
「
外

部
の
新
し
い
視
点
で
地
域
再
生
を
図
り
た
い
」
と
い
う
住

民
方
々
の
想
い
を
受
け
て
、
京
都
か
ら
河
和
田
地
区
と
向

き
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

◆◆◆

そ
こ
で
、
災
害
支
援
活
動
を
一
緒
に
行
っ
た
京
都
で
、

芸
術
や
文
化
、
環
境
問
題
や
公
共
政
策
な
ど
を
学
ぶ
大
学

生
数
人
と
、
地
域
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
。
次

世
代
を
担
う
学
生
を
主
体
と
し
た
地
域
連
携
の
体
制
を
考

案
し
ま
し
た
。
活
動
当
初
は
、
豪
雨
災
害
が
温
暖
化
に
よ

る
地
球
規
模
の
気
候
変
動
で
あ
る
と
し
て
、
環
境
啓
発
を

目
的
と
し
た
環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
被
災
に
よ
り
夏

休
み
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
す
る
企
画
と
し

て
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
参
加
学
生
が
大
学

で
学
ん
で
い
る
専
門
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で
活
動
を

試
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
活
動
の
検
証
を
重
ね

て
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
河
和
田
（
漆
器
の
産
地
）
＝
創

造
性
（
ア
ー
ト
）
と
い
う
親
和
性
や
、
自
然
と
の
共
存
に

よ
る
循
環
社
会
を
体
感
で
き
る
河
和
田
で
の
生
活
＝
環
境

問
題
（
日
常
生
活
で
の
意
識
改
善
）
と
い
っ
た
構
成
要
素

を
整
理
す
る
に
至
り
、
河
和
田
（
地
域
＝
社
会
課
題
）
／

ア
ー
ト
（
創
造
＝
も
の
づ
く
り
）
／
キ
ャ
ン
プ
（
生
活
＝

環
境
へ
の
思
考
）
と
い
う
活
動
の
基
本
フ
レ
ー
ム
を
整
え

て
、
豪
雨
１
年
後
の
２
０
０
５
年
夏
に
、
河
和
田
ア
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

芸
術
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
は
何
か

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
る
に
あ
た
り
「
芸
術

が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
」
と
い
う
命
題
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
ー
ト
が
地
域
課
題
や
地
域
活

動
に
迎
合
せ
よ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、参
加
者
（
学
生
）

が
個
々
の
創
造
性
を
具
現
化
す
る
際
に
、
地
域
の
事
象
と

照
ら
し
合
わ
せ
、如
何
な
る
意
味
を
持
つ
活
動
（
作
品
等
）

な
の
か
と
い
う
自
問
を
促
し
、
こ
の
活
動
の
軸
を
つ
く
る

た
め
に
用
意
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
活
動
が
被

災
地
の
復
興
と
い
う
「
負
の
局
面
が
き
っ
か
け
」
で
あ
る

た
め
、
一
般
的
な
芸
術
振
興
を
軸
と
し
た
他
の
地
域
型
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
い
こ
と
を
学
生
た
ち
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
「
ア
ー

ト
」
が
「
芸
術
活
動
か
ら
地
域
活
動
へ
の
展
開
」
で
は
な

く
、
災
害
支
援
を
背
景
に
「
地
域
活
動
か
ら
芸
術
活
動
へ

の
展
開
」
と
し
て
介
入
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
ア
ー
ト
と
い
う
文
脈
」
に
対
す
る
新
た
な
試
み

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
ト
が
地
域
に
介
入
す
る
意
味
を

ア
ー
ト
自
体
が
主
役
・
目
的
（
＝
観
光
資
源
）
と
な
る
の

で
は
な
く
、
地
域
を
主
役
・
目
的
に
ア
ー
ト
が
誘
発
さ
れ

る
創
造
の
場
づ
く
り
（
＝
未
来
人
材
の
育
成
）
と
し
て
構

想
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
本
事
業
の
特
異

性
に
な
り
、
15
年
間
の
継
続
と
共
に
、
結
果
と
し
て
他※

地

域
へ
の
汎
用
モ
デ
ル
と
し
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

※  

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
モ
デ
ル
に
、
２
０
１
２
年

～
現
在
：
京
都
Ⅹ
キ
ャ
ン
プ
与
謝
野
（
京
都
府
与
謝
野

◆◆◆

福
井
県
鯖
江
市

―
ア
ー
ト
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
か
ら

 

学
生
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
―

片
木
　
孝
治

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ 

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

応
用
芸
術
研
究
所
所
長 

総
務
省 

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

芸
術
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
は
何
か

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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町
）
／
２
０
１
３
～
18
年
：
京
都
Ⅹ
キ
ャ
ン
プ
美
山
（
京

都
府
南
丹
市
）
／
２
０
１
６
年
～
現
在
：
竹
田
Ｔ
キ
ャ

ン
プ
（
福
井
県
坂
井
市
）
で
同
モ
デ
ル
を
運
用
。

学
生
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
関
係
人
口
づ
く
り

こ
の
活
動
に
は
、
毎
年
１
０
０
人
以
上
の
大
学
生
が
参

加
し
ま
す
が
、
大
学
の
単
位
認
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員

が
参
加
費
を
出
し
て
参
加
す
る
「
有
志
の
大
学
生
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
最
大
70
日
間

の
現
地
滞
在
活
動
が
あ
り
、そ
の
主
活
動
が
夏
期
休
暇（
８

月
初
旬
～
９
月
中
旬
の
約
40
日
間
）
の
他
、
月
１
回
週
末

訪
問
／
春
期
休
暇
約
10
日
間
と
な
り
、
年
間
で
は
、
平
均

３
５
０
０
人
日
程
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
地
区
内
の
空
き
家
を
活
動
拠
点
に
、
滞

◆◆◆

在
中
は
、
共
同
生
活
を
営
み
な
が
ら
地
域
住
民
や
行
政
と

共
に
各
自
が
提
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
合
せ
を
行

い
、
地
区
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
創
作
活
動
を
実
践

し
ま
す
。
そ
の
滞
在
生
活
の
中
で
、
学
生
た
ち
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
介
し
て
住
民
と
対
話
し
、
信
頼
関
係
を
育
み
、

絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
15
年
間
で
参
加
学

生
の
所
属
大
学
累
積
数
は
50
大
学
、
累
積
参
加
者
の
実
数

は
９
０
０
人
（
累
積
総
数
は
１
５
３
６
人
）、
参
加
者
か

ら
河
和
田
へ
の
移
住
者
が
24
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
活
動
を
15
年
間
通
し
た
こ
と
で
、
地
区
や

行
政
、
学
生 

に
も
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
地
区
内
で
は
、

高
齢
化
が
進
む
自
治
会
に
様
々
な
学
生
が
積
極
的
に
参
加

す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
他
、
移
住
し
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が

起
業
、
河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
得
た
人
脈
を
活
か
し

て
地
区
の
方
々
と
連
携
し
た
地
域
体
験
型
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
の
企
画
運
営
や
、
沈
滞
す
る
地
場
産
業

の
再
活
性
化
を
始
め
て
い
ま
す
。
鯖
江
市
で
は
「
学
生
と

の
連
携
事
業
」
と
し
て
市
の
政
策
に
も
取
り
入
れ
、
学
生

が
活
躍
す
る
当
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
様
々
な
事
業
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
へ

の
目
的
限
定
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
設
定
す
る
な

ど
活
動
の
継
続
に
向
け
た
様
々
な
政
策
も
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

学
生
（
未
来
人
材
＝
関
係
人
口
）
が
、
地
域
に
長
期
滞

在
（
キ
ャ
ン
プ
）
し
て
地
域
愛
を
育
み
、
真
剣
な
姿
勢
で

地
域
課
題
に
対
し
て
創
造
力
（
ア
ー
ト
）
を
発
揮
す
る
。

今
後
は
、
そ
ん
な
現
役
学
生
と
30
代
を
迎
え
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
地
域
内
外
の
各
年
代
層
が
、

自
分
事
と
し
て
地
域
と
関
わ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

学生が活動拠点としている空き家だった古民家と学生の集合写真

まちなかの民家の壁にアートを描いている学生

「地場産業への弟子入り」河和田はうるしの里として、越前漆器の伝統工芸士
が昔ながらの仕事を営まれています。その技術を学びながら地場産業への貢献
を考えるプロジェクト

「プロジェクト打合せ風景」河和田アートキャンプでは、全てのプロジェクトに
おいて地域住民との連携が必須の条件となっています。住民は学生の主体性を
尊重しながら、学生は住民の意見を重要な手掛かりとして活動に取り組みます
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特 集
令
和
元
年
に
第
26
回
の
開
催
と
な
る
美
濃
和
紙
あ
か
り

ア
ー
ト
展
は
、
美
濃
和
紙
に
よ
る
あ
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
の

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
全
国
よ
り
作
品
を
公
募
、
そ

の
全
て
（
例
年
約
４
０
０
点
）
を
「
う
だ
つ
の
上
が
る
町

並
み
」
に
展
示
し
、部
門
別
の
賞
を
会
場
で
審
査
し
ま
す
。

同
時
に
美
濃
に
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
を
、
町
並
み
に
照

ら
さ
れ
た
柔
ら
か
い
和
紙
の
あ
か
り
で
魅
了
し
ま
す
。

時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
い
た
古
い
町
並
み

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
が
始
ま
っ
た
平
成
６
年
当

時
は
、
景
気
も
低
迷
し
、
市
の
中
心
街
「
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
」
も
魅
力
あ
る
店
舗
も
少
な
く
、
活
気
の
な
い

状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
美
濃
な
ら
で
は
の
新
た
な
発
信

で
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
賑
や
か
で

生
き
生
き
と
し
た
魅
力
あ
る
町
並
み
に
変
え
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
美
濃
の
存
在
を
発
信
し
続

け
ら
れ
る
、
今
ま
で
に
な
い
人
を
惹
き
つ
け
る
新
し
い
事

◆◆◆

業
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

ま
ず
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
美
濃
和
紙
の
新
た
な
魅
力

の
ア
ピ
ー
ル
で
し
た
。
１
３
０
０
年
の
伝
統
を
も
つ
美
濃

和
紙
と
、
か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
た
和
紙
商
家
の
軒
が

連
な
る「
う
だ
つ
の
町
並
み
」。こ
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
、

美
濃
な
ら
で
は
の
光
景
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
活
性

化
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
。

暗
い
町
並
み
を
逆
手
に
と
っ
て

「
和
紙
は
光
に
通
し
た
時
が
一
番
美
し
い
」
と
、
和
紙

職
人
さ
ん
が
時
折
口
に
し
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、
古
来

よ
り
和
紙
は
提
灯
や
障
子
紙
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
、
町
並
み
に
和
紙
の
行
灯
を
並
べ
、
夜
の
幻
想
的

な
あ
か
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
案
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
だ
行
灯
を
並
べ
る
だ
け
で
は
、
一
過
性
で

広
が
り
の
な
い
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、

行
灯
を
あ
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
変
え
、
ア
ー
ト
と
い
う
切

◆◆◆

り
口
で
作
品
を
公

募
制
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
内

的
資
源
で
あ
る

「
美
濃
和
紙
」
と

「
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
」、
外

的
資
源
と
し
て
の

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
、
こ
の
２
つ
の

組
み
合
わ
せ
で
イ

ベ
ン
ト
に
広
が
り

を
持
た
せ
持
続
で
き
る
も
の
と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
生

ま
れ
た
の
が
「
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
」。
私
は
こ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
す
で
に
イ
ベ
ン
ト
の
半
分
以
上
の
成

功
を
導
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
原
則
直
接
の
搬
入
。
応
募
作
品
は
事
前
審
査

す
る
こ
と
な
く
全
て
展
示
。
そ
れ
に
よ
っ
て
美
濃
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
当
時
は
と
に
か
く
多

く
の
人
に
美
濃
を
知
っ
て
も
ら
う
、
訪
れ
て
も
ら
う
、
と

い
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
で
し
た
。
そ
の
よ
う
に
始
ま
っ

た
第
１
回
の
開
催
で
は
、
集
ま
っ
た
作
品
は
82
点
。
展
示

も
１
つ
の
通
り
だ
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
思
っ

て
い
た
以
上
に
反
響
が
大
き
く
、
次
の
年
に
は
１
５
５
点

が
集
ま
り
、
展
示
会
場
も
町
並
み
全
て
を
使
っ
て
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
は
快
進
撃
を
続
け
ま
す
。
時
代
背
景
と
し
て

は
「
ア
ー
バ
ン
ツ
ー
リ
ヅ
ム
」「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
な
ど
が

ト
レ
ン
ド
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
観
光
の
楽
し
み
方
も
変

わ
っ
て
き
た
頃
で
し
た
。
歴
史
的
建
造
物
の
作
り
出
す
空

間
を
舞
台
と
し
て
楽
し
む
、
そ
の
よ
う
な
旅
の
楽
し
み
方

岐
阜
県
美
濃
市

う
だ
つ
の
町
並
み
×

�

和
紙
の
あ
か
り
で
ま
ち
づ
く
り

田
代
　
智
亜
紀

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
実
行
委
員
長

―
美
濃
和
紙
の
新
し
い
魅
力
発
信
で
ブ
ラ
ン
ド
化
構
築
―

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

毎回和紙の新しい魅力をもった作品と出会える
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に
美
濃
の
町
は
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

全
国
へ
拡
大
、
世
界
に
も

応
募
作
品
も
来
場
者
も
増
え
続
け
、
あ
る
程
度
認
知
さ

れ
始
め
る
と
外
部
の 

評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
14
年
に
「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」「
岐
阜

県
民
栄
誉
賞
」、
平
成
20
年
に
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
財
団
伝

統
文
化
大
賞
」
な
ど
を
受
賞
し
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
評
価

を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト

展
は
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

も
う
１
つ
の
転
機
は
、
平
成
17
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
知

◆◆◆

万
博
で
す
。
こ
の
会
場
内
の
日
本
庭
園
に
作
品
を
ア
ク
リ

ル
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
屋
外
で
３
カ
月
間
展
示
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
に
入
れ
る
と
和
紙
の
良
さ
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み

る
と
ア
ク
リ
ル
に
映
り
込
む
作
品
は
今
ま
で
に
な
い
光
景

を
生
み
出
し
、
万
博
の
会
場
で
は
多
く
の
人
に
和
紙
の
あ

か
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
展
示
方
法
で
長
期
の
屋
外
展
示
が
可
能
に
な
り
、

作
品
を
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
貸
し
出
す
と
い
う
新
し
い
展

開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
今
ま
で
２
日
間
の

み
開
催
の
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
が
、
そ
れ
以
降
も

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
今

で
は
年
間
お
よ
そ
10
カ
所
の
イ
ベ
ン
ト
に
作
品
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
評
判
は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら

も
要
望
が
あ
り
、
韓
国
や
イ
タ
リ
ア
、
台
湾
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
展
し
て
き
ま
し
た
。

美
濃
市
で
も
平
成
17
年
に
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
館

が
開
館
。
翌
年
に
は
優
秀
作
品
を
町
並
み
で
１
カ
月
間
展

示
す
る
「
あ
か
り
の
町
並
み
～
美
濃
～
」
が
ス
タ
ー
ト
。

年
間
を
通
し
て
作
品
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
は
ハ
ー
ド
面
と

ソ
フ
ト
面
で
も
広
が
り
を
み
せ
、
交
流
人
口
の
増
加
、
美

濃
の
新
し
い
魅
力
の
発
信
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
当
初
の

目
的
を
達
成
し
た
の
で
す
。

次
世
代
へ
、

美
濃
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る

平
成
30
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
、「
適

切
な
仕
組
み
と
ク
オ
リ
テ
ィ
が
な
け
れ
ば
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
継
続
は
難
し
い
が
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

続
け
て
き
て
お
り
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
」
と
い
う
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
評
価
通
り
運
営

は
実
行
委
員
を
は
じ
め
、
中
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
全
て

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
中
高
校
生
の
子
ど
も
達
は
、

多
く
の
来
場
者
が
あ
か
り
と
町
並
み
の
光
景
に
魅
了
さ
れ

る
姿
を
見
て
、自
分
の
住
む
町
に
誇
り
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

そ
の
思
い
が
美
濃
の
遺
伝
子
と
な
り
次
世
代
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

課
題
は
委
員
会
の
人
手
不
足
で
す
。
規
模
が
大
き
く
な

り
委
員
の
負
担
も
増
え
ま
し
た
。
当
初
の
思
い
も
受
け
継

ぎ
つ
つ
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
地
域
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
美
濃
和
紙

あ
か
り
ア
ー
ト
展
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

模
索
し
な
が
ら
進
化
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

多くの人を魅了するうだつの上がる町並みと和紙のあかり

中学生ボランティアの積極的な活動はいつも来場者に驚かれている
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「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

」
と
は

四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
成
育
医

療
を
担
う
香
川
小
児
病
院
と
成
人
医
療
を
担
う
善
通
寺
病

院
と
い
う
役
割
が
異
な
る
２
病
院
の
統
合
に
よ
っ
て
２
０

１
３
年
５
月
に
誕
生
し
た
。
機
能
が
異
な
る
２
病
院
を
統

合
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
す
こ
と
で
診
療
機
能
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運
営
が
可
能
な
病
院
づ
く

り
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
医
療
的
な
機
能
の
高
度
化

を
図
る
一
方
で
、
病
院
の
方
針
と
し
て
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア

ー
ト
」
を
全
面
的
に
導
入
し
た
。
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

と
い
う
言
葉
は
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
空
間
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

等
）
に
導
入
さ
れ
た
「
ア
ー
ト
作
品
」
や
「
部
分
的
な
装

飾
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、も
っ
と
広
義
で
根
源
的
な
「
も

の
づ
く
り
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
患
者
や
そ
の
ご
家

族
、医
療
従
事
者
の
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

患
者
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
医
療
空
間
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
、
と
い
う
「
問
い
」
を
、
患
者
、
医
療
従

事
者
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
地
域
住
民
等
、
病
院
に
関
わ
る

◆◆◆

人
々
と
共
有
し
な
が
ら
「
対
話
」
を
通
じ
て
「
参
加
型
の

病
院
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

み
ん
な
で
描
い
た
壁
画
の
「
効
果
」

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
至
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
過
去

の
事
例
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
、
当
院
の
前
身
で
あ
る
香

川
小
児
病
院
の
児
童
思
春
期
病
棟
の
壁
画
制
作
で
あ
る
。

当
時
、
病
棟
は
全
体
的
に
薄
暗
く
、
通
路
に
は
入
院
患
者

の
描
い
た
絵
な
ど
が
、壁
の
高
い
位
置
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

何
よ
り
目
立
っ
て
い
た
の
は
子
ど
も
の
目
線
の
高
さ
に
あ

る
、無
数
に
貼
ら
れ
た
ハ
ー
ト
形
や
丸
型
の
木
片
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
木
片
は
入
院
患
者
が
入
院
中
の
ス
ト
レ
ス
に
よ

っ
て
壁
に
も
の
を
投
げ
つ
け
た
り
、
殴
る
な
ど
し
て
つ
い

た
傷
を
隠
す
も
の
だ
っ
た
。

「
ア
ー
ト
の
力
で
病
棟
を
明
る
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
院
長
の
要
望
で
壁
画
制
作
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
際
、

気
を
つ
け
た
点
が
あ
る
。
一
人
の
作
家
に
壁
画
制
作
を
依

頼
す
る
の
で
は
な
く
、
作
家
に
は
色
や
形
の
監
修
を
お
願

◆◆◆

い
し
な
が
ら
仲
間
と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
患

者
、
医
療
従
事
者
、
近
隣
の
デ
ザ
イ
ン
科
の
高
校
生
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
そ
の
場
に
関
わ
る
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ

に
は
壁
画
を
「
人
ご
と
」
に
し
た
く
な
い
、
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
っ
た
。
私
自
身
の
経
験
か
ら
、
芸
術
（
表
現
）

に
は
心
の
痛
み
を
軽
減
す
る
力
が
あ
る
こ
と
、
表
現
を
通

じ
て
繋
が
る
関
係
に
は
お
互
い
の
命
を
尊
重
し
合
い
、
励

ま
し
合
う
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、

参
加
者
の
個
性
を
活
か
し
つ
つ
、
最
終
的
に
美
し
く
力
の

あ
る
壁
画
に
ま
と
め
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間
と
工
夫
、

労
力
を
要
し
た
。
作
家
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関

係
者
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
。
モ
チ
ー
フ

に
は
親
近
感
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
地
元
善
通
寺
市

の
木
で
あ
る
楠
を
選
ん
だ
。
壁
画
が
完
成
し
た
時
、
一
人

の
看
護
師
が
「
こ
れ
ま
で
病
院
が
古
い
と
い
う
こ
と
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
こ

う
し
て
壁
画
を
描
い
た
こ
と
で
、
古
く
て
も
い
い
。
当
院

に
は
こ
ん
な
素
敵
な
壁
画
が
あ
る
、
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
自
慢
で
き
ま
す
」
と
、
声
を

か
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、
壁
画
を
描
い
た
こ
と
で
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
や
、
別
の
病
棟
の
看
護
師
や
医
師
、
ご
家
族
の

訪
問
も
多
く
な
り
、
閉
鎖
的
だ
っ
た
病
棟
に
、
文
字
通
り

風
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
の
成
果
だ

っ
た
の
は
、
壁
画
を
描
い
て
以
来
、
患
者
が
壁
を
傷
つ
け

る
行
為
が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
後
に
院
長
か
ら
「
あ
の

時
に
壁
画
の
効
果
を
体
験
し
た
こ
と
が
新
病
院
に
ホ
ス
ピ

タ
ル
ア
ー
ト
を
導
入
す
る
決
め
手
に
な
っ
た
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
そ
の
時
に
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
病
院
と
い
う

場
所
に
ア
ー
ト
を
導
入
す
る
目
的
が
見
え
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
共
に
壁
画
を
描
い
た
こ
と
に
よ
る
職
員
の

香
川
県
善
通
寺
市

―
壁
画
を
描
い
て
患
者
や
医
療
従
事
者
の
思
い
を
形
に
―

ア
ー
ト
の
力
で
参
加
型
病
院
づ
く
り

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

森
　
合
音

四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

代
表
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特�集

帰
属
意
識
の
促
進
、
患
者
さ
ん
の
精
神
的
な
ケ
ア
、
そ
し

て
、
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
の
在
り
方
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア

ー
ト
が
も
た
ら
す
多
元
的
な
効
果
を
、
関
わ
っ
た
人
々
が

体
験
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

常
に
「
痛
み
」
か
ら
始
ま
る

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト

最
初
の
壁
画
が
完
成
し
た
後
も
様
々
な
部
署
か
ら
の
要

望
で
、
院
内
で
の
ア
ー
ト
活
動
は
継
続
さ
れ
、
新
病
院
建

設
に
際
し
て
急
遽
全
面
的
に
ア
ー
ト
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
も
常
に

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、
医
療
現
場

か
ら
の
「
痛
み
」
の
表
現
が
な
さ
れ
た
時
で
あ
る
。

例
え
ば
、
建
設
時
、
暗
く
て
威
圧
感
の
あ
る
外
観
に
は

し
た
く
な
い
、
と
い
う
幹
部
の
思
い
に
対
し
て
、
多
く
の

人
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
描

い
た
ハ
ー
ト
を
外
壁
に
転
写
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ

◆◆◆

た
。
ま
た
、
旧
病
院
の
よ
う
に
様
々
な
掲
示
物
が
通
路
全

体
に
不
規
則
に
貼
ら
れ
て
い
る
状
態
を
変
え
た
い
、
と
い

う
「
痛
み
」
に
対
し
て
は
、
現
場
の
職
員
の
要
望
を
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
掲
示
板
の
位
置
と
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
を

綿
密
に
行
っ
た
。
新
病
院
開
院
後
は
、
霊
安
室
か
ら
駐
車

場
へ
の
地
下
通
路
が
暗
い
と
い
う
現
状
に
対
し
て
、
医
療

従
事
者
全
員
参
加
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
、
鎮
魂
の
祈
り
と
と
も
に
通
路
に
青
い
花
を
描
い
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
患
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
補
助
的
な
サ
イ
ン
の
考
案

を
若
手
事
務
職
員
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
、

現
場
検
証
、
デ
ザ
イ
ン
、
施
工
ま
で
一
貫
し
て
実
施
し
た
。

病
院
の
日
常
の
中
で
ま
ず
初
め
に
表
現
さ
れ
る
の
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
現
状
に
対
す
る
不
満
「
痛
み
」
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
痛
み
の
奥
に
は
実
は
、「
こ
う
だ
っ

た
ら
い
い
の
に
」
と
い
う
「
希
望
」
が
隠
れ
て
い
る
。
ア

ー
ト
に
で
き
る
の
は
、
そ
の
痛
み
の
正
体
を
し
っ
か
り
と

見
抜
き
、
そ
の
背
後
に
あ
る
希
望
を
か
た
ち
に
し
て
表
出

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
立
場
を
超
え
て

本
音
で
発
言
で
き
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
と
、
ア
ー
ト
が
持
つ

柔
軟
で
創
造
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に

は
常
に
活
発
な
対
話
が
発
生
す
る
。
そ
の
改
善
へ
の
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
が
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

」
で
あ
る
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

」
が

医
療
現
場
に
も
た
ら
す
も
の

ど
ん
な
病
院
に
も
改
善
の
種
は
あ
る
。
そ
れ
は
痛
み
と

い
う
形
で
表
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
患
者
が
痛
み
を
的

確
に
表
現
す
る
こ
と
が
治
療
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
よ
う

に
、
医
療
従
事
者
も
痛
み
を
表
現
し
や
す
い
余
白
を
病
院

の
中
に
作
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ホ
ス
ピ
タ
ル

ア
ー
ト
は
そ
ん
な
医
療
従
事
者
の
痛
み
に
寄
り
添
い
共
に

受
け
止
め
る
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、
痛
み
が

表
出
さ
れ
た
そ
の
時
、
そ
こ
か
ら
対
話
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
痛
み
に
は
向
上
し
た
い
と
い
う
希
望

の
種
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
場
所

で
こ
そ
ア
ー
ト
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
持

つ
想
像
力
、
そ
し
て
柔
軟
性
と
創
造
性
が

力
を
発
揮
す
る
。
発
想
の
転
換
に
よ
る
問

題
解
決
は
ア
ー
ト
導
入
の
醍
醐
味
で
あ

る
。
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
が
病
院
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
絶
え
間
な
い
改
善
の
た
め

の
場
（
余
白
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
病
院
と
し
て
改
善
を
「
あ
き

ら
め
な
い
」
と
い
う
運
営
姿
勢
の
表
明
で

も
あ
る
。

◆◆◆

病院外観

外壁に転写するハートを描く

香川小児病院壁画
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事
業
の
取
り
組
み
の
経
緯

富
山
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
立
山
町

に
は
国
際
山
岳
観
光
地
の
立
山
黒
部
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
が
あ
り
、
外
国
人
観
光
客
は

年
々
増
加
し
て
、
旅
行
形
態
も
団
体
か
ら

個
人
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。

平
成
29
年
の
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
へ
の
訪
日
客

数
は
、
過
去
最
高
26
万
３
千
人
を
超
え
た
。

国
別
の
割
合
で
は
台
湾
か
ら
が
約
半
数
を

占
め
て
、
加
え
て
香
港
や
韓
国
、
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
来
訪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
立
山
町
の
観
光
資
源
は
「
雪
の

大
谷
」「
黒
部
ダ
ム
」
等
、
山
岳
地
帯
に

あ
る
が
、
平
坦
地
に
は
目
立
っ
た
観
光
資

源
が
な
く
、
多
く
の
観
光
客
が
素
通
り
す

る
た
め
、
誘
客
の
機
会
損
失
が
生
じ
て
い

る
。
平
坦
地
に
も
立
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
生

か
し
た
天
然
水
や
立
山
米
、
ラ･

フ
ラ
ン

ス
、
４
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
越

中
瀬
戸
焼
」
等
、
多
様
な
観
光
資
源
が
存

在
す
る
。と
こ
ろ
が
町
内
事
業
者
が
生
産
・

製
造
し
た
土
産
品
が
な
く
、
地
域
の
魅
力

が
十
分
に
観
光
客
に
紹
介
で
き
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
町
内
の
土
産
品
を
取
り
扱
う

事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
て
い

る
「
立
山
町
特
産
品
協
会
」
が
、
旅
行
消

費
が
旺
盛
な
外
国
人
観
光
客
を
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
町
を
代
表
す
る
土
産
品
の
開

発
を
目
指
し
て
平
成
29
年
度
に
「
お
土
産

づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち

上
げ
た
。
日
本
語
に
堪
能
な
台
湾
人･

米

国
人
の
国
際
交
流
員
も
参
画
し
て
検
討
会

や
セ
ミ
ナ
ー
を
重
ね
た
上
で
、
平
成
30
年

度
は
県
外
出
身
者
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
頂

い
た
一
般
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
検

討
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー

で
海
外
や
県
外
の
観
光
客
に
好
ま
れ
、
地

域
の
魅
力
が
十
分
伝
わ
る
お
土
産
を
作

り
、
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
な
ど
で
販
売
す
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

と
と
も
に
平
坦
地
へ
の
誘
客
、
交
流
人
口

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
全
体
に
賑

わ
い
の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

事
業
の
内
容

○
土
産
品
開
発
に
係
る
地
域
住
民
参
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
新
商
品
開
発

新
し
い
お
土
産
品
と
し
て
食
品
１
種

類
、
食
品
以
外
１
種
類
の
商
品
開
発
を
目

指
し
、
合
同
会
議
（
商
品
検
討
会
）
を
開

催
し
た
。
合
同
会
議
で
は
食
品
部
門
の
専

門
家
を
講
師
と
し
て
招
き
、
国
際
交
流
員

か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し
て
、
町
内
産
の

米
、
味
噌
、
柚
子
等
を
使
用
し
た
五
平
餅

（
商
品
名
「
立
山
三
平
も
ち
」）
を
開
発
し

た
ほ
か
、
観
光
客
が
購
入
し
た
お
土
産
等

を
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
エ
コ
バ
ッ
グ

（
立
山
町
観
光
宣
伝
隊
長
「
ら
い
じ
い
」

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
富
山
県
立
山
町
）

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の

�
外
国
人
観
光
客
の
ハ
ー
ト
を
ゲ
ッ
ト
！

―
町
民
と
海
外
女
子
が
と
も
に
創
る
、

�

お
土
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

川
畠
　
隆

立
山
町
特
産
品
協
会　

事
務
局

地
方
創
生
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、

若
者
や
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業
」

と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
住
民
と
共
に
実
施
す
る
、
自
治
体
・
地
域
・

集
落
の
消
滅
可
能
性
の
危
機
打
開
等
に
向
け
た
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
30
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
富
山
県
立
山
町
の
取
り
組
み
を
同
町

特
産
品
協
会
事
務
局
の
川
畠
隆
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
課
）
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の
図
柄
入
り
）、
ぬ
い
ぐ
る
み
（「
ら
い
じ

い
」
を
モ
チ
ー
フ
）
も
開
発
し
た
。

○
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
外
国
人
観
光
客
対
象
の 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査

８
月
８
～
12
日
に
か
け
て
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
の
立
山
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て

「
立
山
。山
の
日
ウ
ィ
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
、

特
産
品
協
会
か
ら
も
出
店
し
て
町
の
特
産

品
を
販
売
し
た
。
登
山
や
散
策
に
訪
れ
る

観
光
客
へ
柚
子
、
米
な
ど
を
活
用
し
た
加

工
品
の
販
売
を
し
て
観
光
客
の
反
応
を
調

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
は
自
国
へ
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
た

り
、
自
国
の
友
人
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り

す
る
よ
り
も
、
日
本
特
有
の
も
の
を
旅
行

先
の
そ
の
場
で
食
べ
る
傾
向
が
強
い
た

め
、
少
量
で
小
分
け
に
な
っ
た
も
の
の
方

が
反
応
が
良
い
と
い
う
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

○
全
国
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
へ
の
参
加

９
月
３
日
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ

れ
た
「
Ａ
・
Ｄ
・
Ｏ
北
陸
合
同
商
談
会
」

に
参
加
し
た
。
こ
れ
は
全
国
の
百
貨
店
が

加
盟
す
る
団
体
「
Ａ
・
Ｄ
・
Ｏ
」
が
北
陸

の
逸
品
を
探
す
百
貨
店
と
販
路
拡
大
を
探

る
北
陸
の
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
よ
う

と
開
い
た
も
の
で
、
北
陸
三
県
か
ら
69
社

が
出
展
し
、
全
国
か
ら
20
社
62
人
の
バ
イ

ヤ
ー
が
来
場
し
た
。

こ
の
商
談
会
に
参
加
し
て
、
多
く
の
百

貨
店
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー

の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
な
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
く
こ
と
が
で
き
て
、
既
存
の

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
及
び
今
後
の

新
商
品
開
発
の
参
考
と
な
っ
た
。

○
特
産
品
フ
ェ
ア
の
開
催

特
産
品
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

度
に
初
め
て
実
施
し
た
が
、
平
成
30
年
度

は
本
補
助
金
を
活
用
し
て
開
発
し
た
立
山

三
平
も
ち
・
エ
コ
バ
ッ
グ
・
ぬ
い
ぐ
る
み

の
反
応
を
確
か
め
る
べ
く
試
食
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、
物
を
販

売
す
る
だ
け
で
な
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
生
産
者
と
来
場
者
が
対
話
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
増
や
し
た
。
来
場
者

は
約
５
０
０
人
で
、平
成
29
年
度
対
比
１
・

５
倍
と
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
後
の
お
土
産
品

づ
く
り
に
活
か
せ
る
様
々
な
意
見
を
頂
く

と
共
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
携
わ
っ
て
み

た
い
と
い
う
一
般
の
方
も
多
数
見
受
け
ら

れ
た
。
人
口
流
出
や
少
子
高
齢
化
に
伴
い

当
協
会
で
も
会
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
こ
の
フ
ェ
ア
を
通
し
て
協
力
し
て
頂

け
る
方
々
を
募
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

実
際
に
検
討
会
に
参
加
し
て
頂
い
た
一

般
の
方
に
フ
ェ
ア
の
チ
ラ
シ
制
作
を
し
て

頂
い
た
こ
と
や
、
協
会
員
の
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
開
発
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
こ
と
な

ど
、
一
般
の
方
々
の
力
の
大
き
さ
を
強
く

感
じ
た
。
今
回
協
力
し
た
い
と
回
答
し
て

頂
い
た
方
々
と
も
力
を
合
わ
せ
て
今
後
の

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
方
向
性
・
展
望

特
産
品
フ
ェ
ア
は
今
回
で
２
回
目
の
開

催
で
あ
り
、
開
催
場
所
は
町
内
の
中
心
部

で
あ
っ
た
た
め
２
回
と
も
町
内
と
そ
の
近

隣
の
市
町
村
か
ら
の
来
場
が
ほ
と
ん
ど
を

占
め
て
い
た
。

次
年
度
以
降
は
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
玄

関
口
で
あ
る
立
山
駅
周
辺
で
特
産
品
フ
ェ

ア
を
実
施
し
、
実
際
の
観
光
客
に
町
の
特

産
品
や
新
商
品
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
開
催
期

間
は
集
客
が
多
く
見
込
め
る
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
の
９
月
中
旬
～
下
旬
を
検
討
し
て
い
る
。

新
商
品
と
し
て
開
発
し
た「
三
平
も
ち
」

は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
は
ほ
ぼ
完
成

し
た
も
の
の
、
お
土
産
と
し
て
販
売
す
る

場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
真
空
パ
ッ
ク

で
販
売
す
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
お
土
産
と
し
て
販
売
で
き
る
よ
う
に

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。「
エ
コ
バ
ッ

グ
」
に
つ
い
て
は
、
当
協
会
が
発
注
・
購

入
し
、
協
会
員
は
協
会
か
ら
購
入
し
自
社

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
予
定
と

な
っ
た
。「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
に
つ
い
て
は
、

価
格
面
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
販
売
可
能

な
単
価
に
て
製
造
で
き
る
よ
う
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

今
後
は
、新
商
品
の
開
発
は
も
と
よ
り
、

今
回
の
経
験
を
生
か
し
協
会
員
の
既
存
商

品
も
改
良
し
て
い
き
、
多
く
の
観
光
客
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
お
土
産
品
作
り
を
継
続

し
、
地
域
全
体
に
賑
わ
い
の
好
循
環
を
生

み
出
し
て
い
き
た
い
。

特産品フェア　当日風景

新開発商品（立山三平もち）　※イメージ

商品開発まで携わって頂いた
講師による講習会

協力して頂いた一般の方と製作したチラシ
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調
査
に
つ
い
て

本
研
究
で
は
、「
地
域
特
性
」「
主
体
の

多
様
性
」「
機
能
の
多
様
性
」
の
３
つ
の

視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
調
査
し

た
。
市
域
全
体
に
わ
た
る
大
規
模
な
事
例

と
し
て
、
富
山
県
富
山
市
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
、
市
内
の
一
定
の
エ
リ
ア

を
対
象
と
す
る
中
規
模
な
事
例
と
し
て
鳥

取
県
米
子
市
の
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創

出
、
福
岡
県
福
岡
市
天
神
地
区
の
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
宮
崎
県
日
南
市
の
外

部
人
材
を
登
用
し
た
油
津
商
店
街
再
生
、

町
会
単
位
の
小
規
模
な
事
例
と
し
て
静
岡

県
伊
豆
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
職
住
一

体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
及
び
広
島
県

福
山
市
の
民
間
事
業
者
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果
の
分
析

そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
つ
い
て
３
つ
の
視

点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う

な
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

（
１
）
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
い
る

富
山
市
は
市
域
面
積
が
広
大
と
い
う
特

性
か
ら
、
中
心
市
街
地
に
都
市
機
能
を
集

約
、
居
住
誘
導
区
域
を
交
通
機
関
で
結
ぶ

串
と
団
子
の
構
造
を
整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い

る
。
福
山
市
で
は
住
民
の
意
識
に
古
く
か

ら
根
付
い
て
い
た
互
助
の
精
神
を
活
か
し

た
民
間
主
導
の
地
域
福
祉
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
塾
に
よ
り
、
地
域
の
持
続
性
が
確
保

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
２
）
多
様
な
主
体
が
運
営
し
て
い
る

米
子
市
で
は
に
ぎ
わ
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
と
い
う
エ
リ
ア
の
中
で
個
人
事
業
を
営

む
多
様
な
住
民
な
ど
の
協
働
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
主
体
と
な

り
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

て
い
る
。
福
岡
市
天
神
地
区
で
は
非
常
に

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
お
り
、
地

域
の
課
題
も
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、
民

間
事
業
者
同
士
が
連
携
し
て
自
ら
の
手
で

主
体
的
に
地
域
を
運
営
し
、
エ
リ
ア
価
値

向
上
を
目
指
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。

（
３
）
多
様
な
機
能
を
融
合
さ
せ
て
い
る

伊
豆
市
で
は
「
職
」
と
「
住
」
が
一
体

と
な
っ
た
拠
点
を
作
る
こ
と
で
、
居
住
者

が
仕
事
を
し
な
が
ら
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
や
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
多
様
性
が
生
み
出
さ
れ
て
い

た
。
日
南
市
で
は
商
店
街
活
性
化
の
た
め

の
企
業
誘
致
の
進
展
に
伴
い
商
業
目
的
以

外
の
空
き
地
や
空
き
家
、
空
き
店
舗
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
商
業
機
能
の
み

に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
人
が
訪
れ
る
ま

ち
づ
く
り
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

考
察

調
査
し
た
事
例
に
は
共
通
す
る
発
想
が

２
点
あ
る
。

（
１
）
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る

１
つ
目
は
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
発
想
を
転
換
す

る
こ
と
で
課
題
に
対
し
て
様
々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
中
か
ら
、

ヒ
ン
ト
が
生
ま
れ
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値
が
創
造

さ
れ
る
と
考
え
る
。

こ
の
点
で
特
徴
的
な
の
は
伊
豆
市
、
富

山
市
、
米
子
市
で
あ
る
。
伊
豆
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
人
口

減
少
と
い
う
ピ
ン
チ
を
一
人
ひ
と
り
が
使

え
る
空
間
が
増
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

住
居
だ
け
で
な
く
職
場
も
同
一
の
空
間
で

提
供
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
生
ま
れ

た
移
住
促
進
の
た
め
の
拠
点
で
あ
る
。
こ

う
し
た
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
て
い
た
市

民
も
入
居
し
、
人
口
流
出
の
抑
制
に
も
寄

与
し
て
い
る
。
富
山
市
の
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
は
、
過
疎
化
が
進
む
周
辺
地
域

を
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
の
魅
力
を
高
め
、
地
価
を
維
持
す
る
こ

と
で
税
収
を
確
保
し
、
そ
れ
を
周
辺
地
域

や
過
疎
地
域
の
施
策
の
充
実
と
い
う
形
で

日本では、古くから村落共同体としてコミュニティが形成され、時代の流れと共に発展してきた。中世以後、そ
うしたコミュニティが緩やかにつながりながら、市（いち）、宿、浦、泊、津、境内、門前とよばれるような「まち」
の機能を有した場所を構成し、人々の生活や経済活動の中心となり現在の社会の基礎を形作ってきた。近代以後に
なると「まち」に住む人口も増え、規模がさらに拡大した。そして、住民の生活をより豊かにし、経済活動をより
効率的に行うため、計画的に作られた「まち」が発展し「都市」も生まれた。しかし、現在の社会においては、こ
のような流れの中で成立してきた「まち」が人口減少により衰退しつつある。こうした中で、住民の生活を支え続
けていくために、「まち」がいかにあるべきかが今、問われている。
そこで本研究では、日本の社会を形成している「まち」が今後も持続し、住民の生活を支え続けていくために何

が必要か、これからのまちづくりのあるべき姿を考察した。

持続可能なまちへ、地域の特性を活かし多様な主体が運営 自
主
研
究―これからのまちづくりのあるべき姿を考察―

富
山
県
富
山
市
、
鳥
取
県
米
子
市
、
福
岡
県
福
岡
市
、

宮
崎
県
日
南
市
、
静
岡
県
伊
豆
市
、
広
島
県
福
山
市
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還
元
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
米
子
市

で
は
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
で
生
じ
た
空

き
店
舗
を
複
数
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
拠

点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
内

に
複
数
の
賑
わ
い
の
拠
点
が
創
出
さ
れ
て

い
る
。

発
想
の
転
換
に
よ
り
新
た
な
価
値
を
創

造
し
、ま
ち
が
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

カ
ネ
、
ヒ
ト
、
情
報
な
ど
の
資
源
が
地
域

の
内
外
で
円
滑
に
循
環
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
源
の
循
環
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
れ
ば
、
社
会
が
変
化
し
て
い

く
中
で
も
ま
ち
は
柔
軟
に
対
応
し
持
続
す

る
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
多
様
な
主
体
間
で
想
い
を
共
有
す
る

２
つ
目
は
、
住
民
や
事
業
者
、
行
政
な

ど
ま
ち
に
関
わ
る
多
様
な
主
体

の
間
で
未
来
へ
の
想
い
を
共
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る

こ
と
や
自
ら
行
動
で
示
す
こ
と

で
、
他
者
に
向
け
て
ま
ち
へ
の

想
い
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
に
共
感
や
納
得
が
生

ま
れ
る
こ
と
で
、
多
様
な
主
体

を
生
み
、
共
に
ま
ち
の
未
来
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
特
徴
的
な

の
は
福
山
市
、
福
岡
市
、
日
南

市
で
あ
る
。
福
山
市
の
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
地
域
に
根
付
い
て
い

た
互
助
の
文
化
を
活
か
し
住
民
に
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
の
支
え

合
い
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
未

来
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い

る
。
福
岡
市
で
は
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
い
る
中
で
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性
を
共
有
す
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
多
様
な

主
体
が
共
に
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
日
南
市
で
は
、

商
店
街
の
再
生
に
向
け
て
未
来
の
姿
を
描

き
そ
の
実
現
に
向
け
て
動
く
こ
と
で
、
住

民
に
も
そ
の
想
い
が
伝
わ
り
、
住
民
の
主

体
性
を
引
き
出
し
て
い
る
。

未
来
へ
の
想
い
を
共
有
す
る
た
め
に

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
た
上
で
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
場
合
と
、
多
様
な
思
い

を
受
け
入
れ
、
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
関
係
者
が
ま
ち
の
未
来
を

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
と
め

以
上
を
踏
ま
え
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
」

を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
た
い
。

○
地
域
内
に
お
い
て
、
ま
ち
の
未
来
へ
の

想
い
が
住
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
の
関

係
者
の
間
で
共
有
さ
れ
、
一
体
的
か
つ

主
体
的
に
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

○
地
域
内
外
の
多
様
な
社
会
的
課
題
を
発

想
の
転
換
に
よ
り
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
、
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。

複
雑
に
変
化
し
て
い
く
社
会
に
対
応
し

て
、
以
上
２
つ
の
要
素
を
満
た
し
取
り
組

む
ま
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
社
会

の
中
で
も
社
会
基
盤
の
安
定
的
な
維
持
が

可
能
な
ま
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

深
谷 

弘
明
（
埼
玉
県
加
須
市
か
ら
出
向
）

熊
谷 

信
彦
（
秋
田
県
大
仙
市
か
ら
出
向
）

東
出 

幸
太
（
北
海
道
岩
見
沢
市
か
ら
出
向
）

須
藤 

宇
道
（
新
潟
県
上
越
市
か
ら
出
向
）

松
浦 

正
之
（
当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

熊
谷 

公
汰
（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
か
ら
出
向
）油津商店街再生の第一歩となった「ABURATSU COFFEE」（日南市）

職住一体のコミュニティ「ドットツリープロジェクト修善寺」（伊豆市）

調査の様子（福山市）
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物
排
出
量
の
減
少
な
ど
、
環
境
問
題
に
対

し
て
カ
フ
ェ
で
で
き
る
身
近
な
こ
と
を
実

践
し
、
小
さ
な
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ

と
で
環
境
に
対
す
る
意
識
が
町
内
全
体
に

浸
透
す
る
よ
う
に
、
多
様
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
な
お
、
同
町
は
日
本
で
初
め
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
宣
言
を

行
い
、
ご
み
の
収
集
や
焼
却
を
廃
止
し
、

町
内
で
唯
一
の
ご
み
収
集
場
に
ご
み
を
持

ち
寄
り
、
40
以
上
の
徹
底
し
た
分
別
に
よ

る
ご
み
の
削
減
や
再
利
用
、
再
資
源
化
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、ご
み
だ
け
で
な
く
、

農
業
や
林
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
文
化
等
の

こ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
特
徴

は
、
起
業
家
を

支
援
す
る
際

に
、
行
政
や
企

業
が
連
携
し
て

地
域
住
民
と
交

流
す
る
場
や
機

会
を
提
供
し
て

い
る
点
で
あ

る
。
起
業
家
、

地
域
住
民
、
行

政
、企
業
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
実

現
し
た
い
こ
と

を
共
有
す
る
仕

組
み
が
構
築
さ

れ
て
お
り
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
起

業
に
今
後
一
層

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

上
勝
町
を
五
感
で
伝
え
る�

�

～
カ
フ
ェ
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

カ
フ
ェ
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
で
は
、
地
域
産

食
材
を
使
用
し
た
料
理
を
提
供
す
る
ほ
か
、

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
つ
ま
も
の
」
を
料

理
の
演
出
や
箸
置
き
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
利
用
者
に
上
勝
町
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
仕
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。
店
主

の
松
本
卓
也
氏
は
カ
フ
ェ
の
経
営
の
ほ
か
、

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
の

廃
止
、
食
料
品
の
量
り
売
り
に
よ
る
廃
棄

地
域
の
人
材
不
足
を�

解
決
す
る
た
め
に�

�

～
上
勝
町
役
場
の
取
り
組
み

上
勝
町
役
場
で
は
、
起
業
家
を
地
域
に

呼
び
込
む
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
人
や
仕
事

を
意
味
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

を
促
進
し
て
い
る
。
株
式
会
社
い
ろ
ど
り

内
に
上
勝
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
務
局

（
以
下
「
事
務
局
」）
を
設
置
し
、
起
業
希

望
者
を
対
象
に
集
合
研
修
や
事
業
相
談
を

実
施
、
町
内
で
の
起
業
を
後
押
し
し
、
応

援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
起
業

後
の
事
業
発
展
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
務
局
の
事
業
の
一
つ
に
、
同
町
で
の

起
業
プ
ラ
ン
を
募
集
す
る
「
上
勝
チ
ャ
レ

ン
ジ
ゲ
ー
ト
」
が
あ
る
。
起
業
希
望
者
が

思
い
描
く
起
業
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
一
般

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
な
く
、

起
業
希
望
者
と
地
域
住
民
の
交
流
の
深
化

に
重
点
を
置
き
、
起
業
家
と
地
域
住
民
が

一
緒
に
な
っ
て
具
体
策
を
考
え
る
場
を
提

供
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
活
用
し
、
隊
員
の
任
期
中
に
、
資

金
調
達
や
税
務
・
経
理
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
デ
ザ
イ
ン
、
雇
用
関
係
な
ど
起
業
に

必
要
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た
勉
強

会
を
事
務
局
が
開
催
し
て
い
る
。

国
内
調
査
報
告

徳
島
県
上
勝
町

―地域資源の活用や地域課題解決につながる事業を展開―
地域住民と起業家の連携でコミュニティを再生

日本の農山村地域は、人口減少や高齢化の進展、存続が危ぶまれる集落の発生、生活交通をはじめ
とした公共サービスの低下など様々な困難に直面している。特に、中山間地域は地形的条件などから
人口流出が著しく、地域経済が衰退し、より生活維持が困難になるという悪循環が生じている。地域
の強みを活かした施策を実施している自治体も多いが、行政主導の取り組みは限界を迎えつつあり、
地域住民や企業、起業家など様々な関係者との連携を深める必要性が高まっている。そこで、条件不
利地域にありながら、地域資源を活用した事業や地域の課題解決につながる事業を展開する起業家が
近年増加している徳島県上勝町の取り組みを調査した。

カフェポールスターでの調査の様子

2019・6 月号地域づくり 本編 20



い
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
同

質
性
を
求
め
る
意
識
を
緩
和
す
る
こ
と

で
、
新
規
人
材
の
参
入
を
促
進
し
新
規
事

業
の
創
出
が
容
易
な
地
域
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
住
民
や
起
業
家
の
努
力
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
実
現
さ
れ
た
同

町
で
、
地
域
づ
く
り
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
た
め
の
今
後
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
注

目
し
た
い
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

国
内
調
査
グ
ル
ー
プ

森
永
美
香
（
熊
本
県
菊
池
市
か
ら
出
向
）

鈴
木
悠
介
（
千
葉
県
い
す
み
市
か
ら
出
向
）

倉
永
亜
希
（
宮
崎
県
か
ら
出
向
）

見
た
こ
と
に
よ
り
、
起
業
家
の
受
け
入
れ

に
寛
容
な
地
域
風
土
を
醸
成
し
た
こ
と
で

あ
る
。
小
さ
な
成
功
体
験
が
起
業
を
後
押

し
す
る
の
と
同
様
に
、
受
け
入
れ
側
の
地

域
住
民
に
も
な
に
か
し
ら
の
成
功
体
験
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
２
つ
目
は
、
行
政

や
企
業
、
地
域
住
民
、
起
業
家
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
関
係

者
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
の

重
要
性
を
認
識
し
活
動
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
上
勝
町
全
体
で
起
業
家
を
支
援
す

る
体
制
は
、
起
業
家
に
と
っ
て
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
３
つ
目
は
、

既
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
生
さ
れ
た
上
勝

町
で
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
多
様
性

を
生
み
出
す
仕
掛
け
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

条
件
不
利
地
域
に
自
発
的
に
行
動
で
き
る

起
業
家
を
呼
び
込
む
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
２
つ
の
点
を
意
識
し
て
い
る
。

１
つ
目
は
、
田
舎
で
の
起
業
に
お
け
る

成
功
基
準
は
、
金
銭
を
稼
ぐ
こ
と
で
は
な

く
、
自
ら
が
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実

現
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
後

押
し
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
２
つ

目
は
、
田
舎
で
は
人
口
減
少
に
伴
い
喫
茶

店
や
食
堂
、
居
酒
屋
な
ど
が
閉
店
し
た
結

果
、
起
業
家
が
抱
え
る
悩
み
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
所
や
地
元
住
民
と
会
話
が
で

き
る
空
間
が
減
少
し
、
こ
う
し
た
空
間
の

構
築
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
２
点
を
意
識
し
、
田
舎
で
の
起
業

を
考
え
る
人
々
が
日
替
わ
り
で
模
擬
起
業

で
き
る
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
「
い
ち
じ
ゅ
の

か
げ
」
を
運
営
し
た
。
模
擬
起
業
の
中

で
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
起
業
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、

日
替
わ
り
で
運
営
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
で
き
、
集
客
の
コ
ツ
や
運
営

の
悩
み
な
ど
を
共
有
で
き
た
。
シ
ェ
ア

カ
フ
ェ
を
通
じ
、
町
内
外
問
わ
ず
に
起

業
を
決
め
た
人
も
多
い
と
い
う
。
現
在

シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
は
、
上
勝
開
拓
団
の
拠

点
と
な
っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
大
勢
の

宿
泊
客
が
訪
れ
る
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。

最
後
に

上
勝
町
で
の
起
業
家
増
加
の
要
因
を

整
理
す
る
と
、
１
つ
目
は
、
地
域
住
民

が
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
を
間
近
に

す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
環
境
負
荷
を
軽

減
し
、
持
続
可
能
な
地
方
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

上
勝
町
を
日
本
一
楽
し
い
町
へ�

�
～
株
式
会
社�

上
勝
開
拓
団

株
式
会
社
上
勝
開
拓
団
は
、
地
域
で
開

催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
や
、
移

住
Ｐ
Ｒ
動
画
を
は
じ
め
と
す
る
映
像
に
よ

る
情
報
発
信
な
ど
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
か
ら
の
宿
泊
施
設
が
ほ
し
い
と

い
う
声
に
応
え
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

ホ
テ
ル
の
レ
ベ
ル
に
近
い
豪
華
で
快
適
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
「
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
」
の
運
営
を

始
め
、
通
年
で
町
外
か
ら
の
宿
泊
者
を
受

け
入
れ
、
新
た
な
交
流
を
生
み
出
し
て
い

る
。
地
元
の
祭
り
や
消
防
団
の
活
動
、
茶

摘
み
の
手
伝
い
な
ど
地
域
住
民
が
助
け
を

必
要
と
し
て
い
る
も
の
に
積
極
的
に
携
わ

り
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
信
頼
関
係
を

深
め
て
い
る
。
代
表
の
仁
木
啓
介
氏
は
移

住
者
で
あ
る
た
め
、
上
勝
開
拓
団
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
宿
泊
施
設

の
利
用
を
き
っ
か
け
に
移
住
を
希
望
す
る

人
と
地
域
住
民
と
の
仲
介
役
に
な
り
、
移

住
者
の
獲
得
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン
代
表

理
事
の
大
西
正
泰
氏
は
町
役
場
と
協
力

し
、
起
業
家
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

株式会社上勝開拓団代表の
仁木啓介氏

一般社団法人ソシオデザイン代表理事の
大西正泰氏

上勝町が作成した移住定住者向けのパンフレット
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や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

現
在
も
女
性
の
起
業
支
援
や
復
興
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
事
業
な
ど
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
幅
広
い
復
興
支
援
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
関
し
て

は
、
仮
設
住
宅
や
復
興
公
営
住
宅
の
集
会

所
を
訪
れ
、
絵
葉
書
教
室
な
ど
の
サ
ロ
ン

活
動
を
開
催
し
、
同
じ
住
宅
に
住
む
者
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
る
場
を
提
供
し
て
き

た
。
ま
た
、
得
意
な
趣
味
や
特
技
を
有
す

る
住
民
が
講
師
を
務
め
て
講
座
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
「
石
巻
に
恋
し
ち
ゃ

っ
た
」
と
い
う
事
業
を
実
施
し
、
住
民
同

士
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
き
た
。

や
っ
ぺ
す
が
活
動
す
る
中
で
心
掛
け
て
き

た
こ
と
は
、
住
民
の
「
自
立
」
で
あ
る
。

震
災
後
、
被
災
地
に
は
多
く
の
支
援
が
寄

せ
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
償
で
あ

っ
た
た
め
住
民
の
支
援
慣
れ
を
危
惧
し
た
。

震
災
以
前
に
当
た
り
前
で
あ
っ
た
こ
と
を

当
た
り
前
に
戻
す
こ
と
を
意
識
し
支
援
活

動
を
続
け
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
視
点
は
、

や
っ
ぺ
す
の
メ
ン
バ
ー
自
身
も
被
災
者
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
考
え
ら
れ
る
。

多
賀
城
市
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
／
地
域
支
援
員
）

多
賀
城
市
は
、
市
域
の
約
３
分
の
１
が

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
被

害
の
大
き
か
っ
た
地
域
で
は
人
口
流
出
が

生
じ
、
自
治
会
・
町
内
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
は
、
震
災
以
前
の
よ
う
に
実
施
で

き
な
く
な
っ
た
。
多
賀
城
市
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
地
域
活
動
の
活

石
巻
市�

（
復
興
政
策
部
地
域
協
働
課
）

石
巻
市
は
、
津
波
に
よ
り
甚
大
な
住
家

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
住
民
の
多
く
は

住
ま
い
を
失
っ
た
こ
と
か
ら
、
仮
設
住
宅

や
復
興
公
営
住
宅
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
分
断
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、石
巻
市
は
、

不
安
を
抱
え
た
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
予

定
者
に
対
し
て
、
顔
合
わ
せ
の
機
会
を
作

る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
入
居
決
定
後
の

事
前
説
明
会
で
、
両
隣
に
住
む
人
同
士
が

お
互
い
を
知
り
、
実
際
に
住
み
始
め
る
前

に
入
居
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
入
居
後
の
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

工
夫
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
説
明
会

に
は
町
内
会
長
も
同
席
し
、
地
域
の
状
況

を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。
復
興
公
営
住
宅

に
住
み
始
め
て
か
ら
は
、
既
存
の
町
内
会

や
近
隣
住
民
と
の
関
わ
り
を
作
っ
て
も
ら

う
た
め
、交
流
会
開
催
を
支
援
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
石
巻
市
は
、住
民
に
寄
り
添
い
、

分
断
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に

力
を
入
れ
て
き
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
復
興
支
援�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
通
称
：
や
っ
ぺ
す
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
以
下
「
や
っ
ぺ
す
」）
は
、
震
災

直
後
か
ら
地
元
住
民
の
生
活
支
援
を
行
っ

て
き
た
団
体
で
あ
る
。
通
称
の
「
や
っ
ぺ

す
」
と
は
石
巻
地
方
の
方
言
で
「
一
緒
に

一
般
社
団
法
人�

み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」）
は
発
災
１

週
間
後
の
平
成
23
年
３
月
18
日
に
、
地
元

の
中
間
支
援
組
織
を
母
体
と
し
て
、
県
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
地
域
活
動
団
体
と

被
災
者
支
援
を
行
う
県
外
の
団
体
を
円
滑

に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
た
。
平

成
24
年
度
か
ら
は
、
宮
城
県
か
ら
の
受
託

事
業
と
し
て
復
興
支
援
に
関
わ
る
人
材
育

成
に
取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構

築
を
図
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
宮
城

県
が
同
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
復
興
応
援

隊
」
事
業
の
研
修
サ
ポ
ー
ト
や
担
い
手
同

士
の
情
報
共
有
の
場
づ
く
り
な
ど
、
後
方

支
援
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
平
成
27
年

度
か
ら
は
、
一
般
社
団
法
人
化
を
契
機
と

し
て
、「
住
民
主
体
の
地
域
社
会
の
実
現
」

を
目
標
に
掲
げ
、
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
促
進
事
業
な
ど
へ
活
動
の
幅
を

広
げ
た
。
そ
の
主
な
取
り
組
み
は
復
興
公

営
住
宅
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
自
治

会
交
流
会
の
実
施
・
運
営
な
ど
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
が
顔
を
合
わ
す
場
を
作
っ
た
こ

と
で
、住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

国
内
調
査
報
告

宮
城
県

―被災地域のコミュニティ形成支援―
復興から地方創生へ

近年、日本では大規模な自然災害が多発しており、人的被害に加えて甚大な住家被害がもたらされ
ている。住家を失った被災者は避難所に一時的に避難した後、仮設住宅や復興公営住宅などに移り住
むことになるため、多くの場合、それまで築いてきたコミュニティは分断され、住まいが変わるたび
に新たなコミュニティの中で生活することを余儀なくされる。このため、被災者の生活の復興過程で
は地域コミュニティの再構築が大きな課題と考えられる。そこで、私たちは、東日本大震災において
住家全壊被害が最多であった宮城県内の４つの団体を調査先として選定し、それぞれの団体が震災後
の地域コミュニティ再構築にどのような役割を担い、どう携わってきたのかを調査した。
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ま
た
、
現
在
は
高
齢
化
等
が
深
刻
で
な
い

地
域
で
も
、
将
来
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
が
必
要
と
な
る
可
能
性
は
高
い
。

そ
う
し
た
地
域
で
も
同
様
に
、
行
政
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
土
台
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
住
民
同
士
の
関
係
性
づ
く
り
を
通
じ

て
、
自
立
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

国
内
調
査
グ
ル
ー
プ

畑　

直
宏
（
滋
賀
県
か
ら
出
向
）

道
添　

瞳
（
鹿
児
島
市
か
ら
出
向
）

新　

大
毅
（
京
都
府
井
手
町
か
ら
出
向
）

で
住
民
同
士
に
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
行

政
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
上
で
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
地
域
団
体
、
地
域
支
援
員
な
ど
が
役

割
を
分
担
し
つ
つ
連
携
を
強
化
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
き
め
細
や
か
な
支
援
に
あ

た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
回
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
対

象
と
し
た
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
は
被
災
地
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
と

気
付
か
さ
れ
た
。
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど

に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
が
必
要

な
地
域
は
全
国
各
地
に
存
在
し
て
い
る
。

繋
が
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
地
域
支
援
員

が
地
域
に
密
着
す
る
こ
と
で
、
住
民
か
ら

は
、
課
題
や
要
望
を
相
談
し
や
す
く
な
っ

た
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

ま
と
め

仮
設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
に
は
、
年

齢
や
性
別
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
環

境
な
ど
が
異
な
る
者
が
同
時
に
入
居
す
る

た
め
、
ま
ず
は
行
政
主
導
で
住
民
同
士
が

顔
を
合
わ
せ
る
場
を
提
供
し
、
関
係
の
構

築
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
後

は
、
行
政
が
継
続
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
早
い
段
階

性
化
を
目
的
に
、
平
成
24
年
８
月
に
地
域

支
援
員
２
人
を
配
置
し
た
。
地
域
支
援
員

は
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
区
を
中
心
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
、
地
域
情
報
の
収

集
と
発
信
、
住
民
自
治
活
動
の
支
援
や
課

題
の
掘
り
起
こ
し
、
住
民
同
士
や
住
民
と

行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
自
治
会
の
定
例
会
合
や
避
難

訓
練
、
夏
祭
り
な
ど
に
参
加
し
、
自
治
会

活
動
の
状
況
の
把
握
、
助
言
、
他
地
区
の

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
市
内
４

カ
所
に
あ
る
災
害
公
営
住
宅
で
は
、
入
居

者
交
流
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
顔
の
見

え
る
関
係
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

震
災
後
、
市

職
員
が
地
域
に

出
向
い
て
住
民

と
対
話
を
し
、

課
題
を
聞
き
取

る
と
い
う
時
間

は
確
保
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ

で
、
地
域
支
援

員
が
ま
ち
歩
き

に
よ
る
情
報
収

集
及
び
分
析
を

行
い
、
住
民
同

士
、
住
民
と
行

政
、
住
民
と
外

部
支
援
者
を
つ

な
ぐ
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
、

的
確
か
つ
迅
速

な
課
題
解
決
に

石巻市での事前説明会の様子

自治会のお茶会に参加する多賀城市の地域支援員（右手前）

みやぎ連携復興センターでの取材風景
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る
。
筆
者
が
訪
れ
た
際
も
、
会
員
間
で
積

極
的
に
交
流
が
図
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

ク
ラ
ブ
が
目
指
す
「
住
民
の
皆
様
の
心
の

ふ
る
さ
と
に
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
場
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
根
付
く�

ま
ち
づ
く
り

今
回
の
調
査
を
通
じ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
は
住
民
の
心
に
深

く
根
付
い
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
核
と
し
て
ク

ラ
ブ
が
存
在
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
ス
ポ

ー
ツ
文
化
が
根
付
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
問

題
に
直
面
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
と

っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
醸
成
や
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
心

の
拠
り
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
昨

今
の
脆
弱
化
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
に
対
す
る
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

移
住
・
交
流
推
進
課

 

元
副
参
事　

●
松
元 

聖
哉

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ク
ラ

ブ
は
こ
の
助
成
を
活
用
し
、
運
営
の
た
め

に
経
常
的
に
掛
か
る
経
費
や
広
告
宣
伝

費
、
施
設
整
備
費
に
充
て
、
会
員
に
対
し

満
足
い
く
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提
供
し
て
い

る
。赤

ち
ゃ
ん
か
ら
１
０
０
歳
ま
で�

す
べ
て
の
方
に
愛
さ
れ
る�

ク
ラ
ブ
づ
く
り

Ｅ
Ｓ
Ｖ
．
Ｍ
ｕ
ｎ
ｉｃ
ｈ
（
以
下
「
Ｅ

Ｓ
Ｖ
」）
は
、
設
立
95
年
目
を
迎
え
る
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
を
代
表
す
る
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。
会
員
数
８
０
０
０
人
を
数
え
る

巨
大
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
住
民
の
健
康
維
持

や
住
民
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｖ

で
は
「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
す

べ
て
の
方
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」

と
い
う
経
営
方
針
の
も
と
、
妊
婦
や
赤
ち

ゃ
ん
向
け
、
青
少
年
向
け
や
高
齢
者
向
け

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
ど
の
年
代
・
志
向

の
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
特
徴

は
、
会
員
に
よ
り
よ
い
環
境
を
提
供
す
る

た
め
、
施
設
を
積
極
的
に
整
備
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
談
話
室
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
等
の
付
帯
施
設
も

充
実
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
を
単
に
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
た
め
だ
け
の
施
設
と
せ
ず
、
会

員
間
で
の
交
流
の
場
や
家
族
や
友
人
で
訪

れ
た
際
に
そ
こ
で
一
日
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
空
間
と
し
て
提
供
し
て
い

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
に
お
け
る�

ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
方
向
性

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
司

る
教
育
・
文
化
局
ス
ポ
ー
ツ
課
は
、
２
０

０
８
年
に
公
布
さ
れ
た
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
要
綱
」
を
基
本
と
し
て
、

全
て
の
住
民
が
自
発
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行

え
る
環
境
を
整
え
る
べ
く
政
策
を
展
開
し

て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ク
ラ
ブ

へ
の
支
援
で
あ
る
。
市
内
に
は
７
１
１
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
会
員
数
は
58
万
５
０
９
７

人
を
数
え
る
。
全
市
民
の
お
よ
そ
39
％
が

ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
や

ハ
ン
ブ
ル
ク
と
い
っ
た
他
都
市
に
比
べ
て

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
関

連
予
算
額
の
お
よ
そ
６
割
を
ク
ラ
ブ
へ
の

助
成
に
充
て
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
の
育
成
こ

そ
が
、
住
民
が
自
発
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
の
創
出
に
は
必
要
不
可
欠
と
認

識
し
て
い
る
。
他
都
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
へ

の
助
成
に
重
点
を
置
い
て
い
る
が
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
主
体
は
あ
く

ま
で
も
地
域
住
民
と
位
置
付
け
、
住
民
が

好
き
な
時
間
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
対
し
積
極
的
に
投
資
し
て
い

る
。
行
政
が
ク
ラ
ブ
に
行
っ
て
い
る
支
援

策
は
、
ク
ラ
ブ
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

阻
害
し
な
い
よ
う
あ
え
て
財
政
支
援
に
限

ミュンヘン市 教育・文化局
スポーツ課 ミハエル・アスベク氏

海
外
調
査
報
告

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市

―スポーツ文化が根付くまち、ミュンヘン―

総合型地域スポーツクラブを核とした
地域コミュニティの形成

ミュンヘン市は、ドイツ南部のバイエルン州に属する人口約 146 万人の都市である。1972 年の夏
季オリンピック、1974 年及び 2006 年の FIFA ワールドカップの開催地として、また、2020 年の
UEFA EURO 2020 の開催を控え、市民のスポーツに対する関心はますます高まりをみせている。

そのミュンヘン市のスポーツ振興施策及び住民が自発的にスポーツを「する」仕組みとして機能して
いる「総合型地域スポーツクラブ（以下「クラブ」）」の取り組みを調査した。
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に
、
空
港
や
市
役
所
な
ど
公
的
機
関
の
半

数
以
上
に
、
立
っ
た
ま
ま
仕
事
が
で
き
る

上
下
昇
降
デ
ス
ク
の
導
入
も
制
度
化
さ
れ

て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
効
果
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
も
見
て
と
れ
る
。
心
地
良
い
空
間

は
、
人
の
心
の
垣
根
も
低
く
し
、
一
層
交

流
や
相
互
理
解
を
深
め
て
い
る
。
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
市
の
都
市
計
画
担
当
者
は
「
公

園
も
図
書
館
も
、
話
し
た
い
人
や
遊
び
た

い
人
ば
か
り
が
集
ま
る
空
間
で
は
な
い
」

と
話
し
て
い
た
。
大
事
な
の
は
、
そ
の
空

間
で
個
人
が
癒
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
物

思
い
に
ふ
け
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
や
、

一
人
で
も
居
や
す
い
空
間
づ
く
り
も
併
行

し
て
進
め
て
い
る
と
い
う
。

日
本
国
内
で
も
、
中
高
年
の
引
き
こ
も

り
や
孤
独
死
、
虐
待
な
ど
が
話
題
と
な
っ

て
い
る
。
ま
ず
、
住
民
の
日
常
生
活
の
一

部
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
引
き
出
す

環
境
づ
く
り
や
、
他
者
理
解
を
通
じ
た
自

身
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
も
重
要
な
の
だ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
課

元
副
参
事　

●
片
桐 

研
二

優
先
す
る
国
民
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
平
日
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
地

域
の
集
ま
り
や
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
家

族
と
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い

る
。
訪
れ
た
際
に
は
、
公
園
で
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
方
々
や
、
隣
接
す
る
教

会
ホ
ー
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る

若
者
が
多
数
見
ら
れ
、
世
代
や
職
域
に
関

係
な
く
多
様
な
主
体
が
存
在
す
る
場
が
各

所
に
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
は
、「
他
者
」

に
対
し
て
、
同
じ
社
会
構
成
員
と
し
て
理

解
し
て
い
く
た
め
「
対
話
」
を
繰
り
返
し
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
で
い
る
。
出
来
な
い
こ
と
を
出
来
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
上
手
に
理
解
し

合
え
る
よ
う
に
、
幼
少
期
に
お
け
る
教
育

の
場
か
ら
、
他
者
を
理
解
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
の
効
用

「
デ
ザ
イ
ン
」
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
認
知
は
日
本
国
内
で
も

広
が
り
、
人
気
も
高
ま
る
一
方
だ
が
、
視

察
の
際
も
家
具
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、
人

が
存
在
す
る
空
間
全
て
の
デ
ザ
イ
ン
に
、

心
を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
な
配
慮
が
見
て
と

れ
た
。実
際
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る「
場

の
空
気
感
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

例
え
ば
、
一
カ
所
に
長
居
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
ま
た

健
康
的
な
労
働
環
境
を
確
保
す
る
た
め

デ
ン
マ
ー
ク
の
特
徴

北
欧
諸
国
は
高
負
担
高
福
祉
の
国
が
多

い
。政
治
や
社
会
へ
の
参
画
意
識
も
高
く
、

デ
ン
マ
ー
ク
国
政
選
挙
に
お
い
て
も
、
そ

の
投
票
率
は
80

−

90
％
で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
私
が
現
地
視
察
を
通
じ
感
じ
た

の
は
、
高
負
担
高
福
祉
だ
か
ら
社
会
へ
の

参
画
意
識
が
高
い
と
い
う
よ
り
も
、
高
い

社
会
へ
の
参
画
意
識
の
下
に
、
福
祉
制
度

や
税
制
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
が
順
守
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
特
に
デ
ン
マ
ー

ク
で
は
、
自
分
だ
け
が
贅
沢
を
し
た
り
自

慢
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
恥
ず
べ
き
こ
と
と
い
う
認
識
が
あ

る
。
そ
れ
よ
り
も
全
体
最
適
を
目
指
す
た

め
に
、
自
身
の
行
動
が
、
社
会
に
ど
の
よ

う
な
効
果
を
与
え
る
の
か
を
考
え
る
こ
と

が
美
徳
と
さ
れ
て
い
る
。

理
解
を
深
め
る
た
め
の�

対
話
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
幼
い
頃
か
ら
自
分

の
考
え
を
表
現
す
る
練
習
を
行
っ
て
い

る
。
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
社
会
や
政
治

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
は
っ
き
り
と
意

見
を
持
ち
、
時
に
は
政
治
的
な
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
日
常
的
で
あ
る
と
い
う
。

考
え
を
発
言
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
く
聞

き
、
質
問
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
積
む
と

い
う
。
一
方
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
最
大
限

海
外
調
査
報
告

デ
ン
マ
ー
ク

―自分と社会との関わりを構築している事例を調査・デンマーク―
コミュニティ形成に向けた対話とデザイン

デンマークは、幸福度が高い国として知られている。日々の暮らし方や働き方などにおいて、相互理
解を図る意識が高く、意図的に癒しの時間を確保していることが、幸福を感じる源泉となっているよう
である。こうした中で、どのようにコミュニティが形成されて個人の能動性が引き出されているのか、
成熟社会における「自分と社会との関わりを構築している事例」に関する調査結果を報告する。

日本でも話題の「ランドリーカフ
ェ（laundromatcafe）」。テラス席、
歩道、自転車用レーン、車道の全
てが空間としての一体性を持つ。
自転車と車道が完全分離され、人
が立ち止まり会話するスペースが
確保されている
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・
州
事
業
「
ボ
ッ
テ
ー
ガ
・
ス
コ
ー
ラ
」
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

実
際
の
工
房
で
開
催
さ
れ
、
現
場
の
生

き
た
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
州
の
職

人
育
成
事
業
「
ボ
ッ
テ
ー
ガ
・
ス
コ
ー
ラ
」

を
企
画
し
て
い
る
。

き
め
細
や
か
な
支
援
体
制

手
工
業
や
家
族
経
営
な
ど
が
多
い
小
規

模
企
業
で
は
、
販
路
拡
大
、
技
術
革
新
な

ど
へ
の
対
応
が
難
し
い
。
コ
ン
フ
ァ
ル
テ

ィ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
（
及
び
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
は
、
財

務
・
税
務
会
計
の
支
援
や
専
門
ア
ド
バ
イ

ス
、
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
を
通
じ
て
経
営
改

革
を
支
援
し
、Ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
は
人
材
育
成
、

商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
見
本
市
の
開
催

を
行
い
、
販
路
拡
大
を
現
場
で
支
援
し
て

い
る
。
こ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制
に

よ
り
、
多
く
の
小
規
模
企
業
が
地
域
資
源

で
あ
る
歴
史
、
文
化
、
芸
術
を
背
景
と
し

た
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て

い
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

移
住
・
交
流
推
進
課

 

元
副
参
事　

●
熊
谷 

信
彦

中
小
企
業
連
盟
）
と
い
う
団
体
が
あ
る
。

目
的
や
機
能
は
コ
ン
フ
ァ
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ナ

ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
地
域
に
よ
り
棲
み

分
け
ら
れ
て
い
る
。

現
場
の
支
援

Ａｒ
ｔ
ｅ
ｘ
（
ト
ス
カ
ー
ナ
芸
術
伝
統
工

芸
品
セ
ン
タ
ー
）
は
１
９
８
７
年
に
中
小

企
業
の
輸
出
促
進
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、

現
在
で
は
ト
ス
カ
ー
ナ
州
よ
り
芸
術
、
伝

統
工
芸
、
食
品
な
ど
の
職
人
育
成
の
技
術

指
導
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
コ

ン
フ
ァ
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
と
Ｃ
Ｎ
Ａ
が
50

％
ず
つ
出
資
し
て
い
る
株
式
会
社
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
輸
出
支
援
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
支
援
、
職
人
育
成
、
商
品
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
・
見
本
市
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
相
手
国
ご
と
、
商

材
ご
と
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
持
ち
、
商
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
見

本
市
な
ど
の
際
の
マ
ッ
チ
ン
グ
効
率
を
向

上
さ
せ
て
い
る
。
特
色
あ
る
事
業
は
以
下

の
通
り
。

・
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

伝
統
工
芸
を
観
光
に
絡
め
振
興
す
る
取

り
組
み
。
工
房
で
製
作
さ
れ
た
商
品
を
観

光
客
に
直
接
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
約
３
０
０
の
工
房
が
所
属
し
、
１

０
０
通
り
の
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

・
学
生
に
よ
る
商
品
デ
ザ
イ
ン

芸
術
学
校
の
学
生
が
若
者
な
ら
で
は
の

斬
新
な
商
品
デ
ザ
イ
ン
を
発
案
し
、
中
小

企
業
・
工
房
に
提
供
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
し
て
い
る
。

経
営
の
支
援

コ
ン
フ
ァ
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
（
小
企

業
・
職
人
連
盟
）
は
１
９
４
６
年
に
手
工

業
の
中
小
企
業
の
支
援
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
イ
タ
リ
ア
全

土
で
約
52
万
の
企
業
や
経
営
者
が
会
員
と

な
っ
て
い
る
。
国

−

州

−

県
の
単
位
で
組

織
さ
れ
、
組
織
数
は
イ
タ
リ
ア
全
土
で
１

２
０
０
に
も
及
ぶ
。
法
人
の
職
員
数
は
１

万
７
０
０
人
で
あ
る
。

コ
ン
フ
ァ
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ナ
ー
ト
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
支
部
で
は
、
業
種
別
に
、
自
動

車
修
理
、
食
品
、
通
信
、
芸
術
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
建
設
、
運
輸
な
ど
12
分
類
さ
れ
、

例
え
ば
自
動
車
修
理
で
あ
れ
ば
板
金
塗

装
、
電
装
品
、
機
械
、
タ
イ
ヤ
等
々
と
、

さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
、
計
44
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
者
が
置
か

れ
以
下
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

・
銀
行
借
入
支
援

・
財
務
・
税
務
会
計
の
支
援

・
給
与
支
払
支
援

・
起
業
家
及
び
従
業
員
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
輸
出
支
援

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援

・
企
業
へ
の
情
報
提
供
、
州
へ
の
働
き
か
け

こ
れ
ら
の
他
に
女
性
や
若
者
の
起
業
支

援
、
退
職
者
・
高
齢
者
の
利
益
保
護
の
た

め
の
支
援
も
あ
る
。

類
似
団
体
に
Ｃ
Ｎ
Ａ
（
全
国
手
工
業
・

海
外
調
査
報
告

イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
州

―小規模企業への支援体制～イタリア・トスカーナ州―
経営改革、人材育成、販路拡大などを支援

イタリア共和国は手工業や家族経営など、従業員数 10 人未満の小規模企業が多いことで知られてお
り、その割合は全企業の約 95％に及ぶ。中でもトスカーナ州は、さらに割合が大きく約 97％にも上る。
フィレンツェ市をはじめにトスカーナ州の諸都市には芸術的・歴史的遺跡の数が多いこともあり、地域
の歴史、文化、芸術を背景とした事業を継続する小規模企業が数多く存在している。そこで、トスカー
ナ州における小規模企業への支援体制を調査した。

Confartigianato Imprese Firenze
視察の様子

株マップ .com
（http://jp.kabumap.com/）
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広報室
だより

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
第
６
回
ふ
る

さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
（
※
）」
の
大

賞
受
賞
団
体
（
秋
田
県
）
に
よ
る
受
賞
作

品
の
制
作
過
程
等
の
発
表
後
、
女
性
に
人

気
の
雑
誌
「ａ
ｎ
・ａ
ｎ
」
の
編
集
長
を

経
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ

マ
ガ
ジ
ン「
コ
ロ
カ
ル
」を
創
刊
し
た（
株
）

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
・
コ
ロ
カ
ル
事
業
部
長

兼
編
集
長
の
及
川
卓
也
氏
か
ら
、
各
自
治

体
で
魅
力
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
す

る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
方
法

や
有
効
な
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
展
開
、
写
真

の
価
値
を
高
め
る
デ
ザ
イ
ン
の
在
り
方
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
創
造
セ
ミ

ナ
ー
」
は
、
平
成
30
年
度
の
同
賞
の
表
彰

式
も
兼
ね
て
お
り
、
表
彰
式
に
は
大
賞
を

受
賞
し
た
秋
田
県
よ
り
広
報
広
聴
課
の
窪

田
真
理
氏
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
田
県
「
県
勢
情
報
誌
」
の 

制
作
秘
話

大
賞
受
賞
作
品
「
県
勢
情
報
誌“

O
ne 

and O
nly JA

PA
N

 A
K

IT
A

”

」
の
制

作
秘
話
を
窪
田
氏
に
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
に

は
、秋
田
の
「
美
し
く
」「
き
れ
い
な
」「
素

晴
ら
し
い
」
光
景
と
「
良
好
な
関
係
＝
絆
」

を
結
ぶ
こ
と
で
、
秋
田
を
訪
れ
た
人
が
そ

の
体
験
を
「
唯
一
無
二
」
な
も
の
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
①
質
の
高
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写

真
を
用
い
る
こ
と
②
文
字
量
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
③
Ａ
５
判
で
持
ち
運
び
し
や
す

い
サ
イ
ズ
に
す
る
こ
と
④「
秋
田
犬
」
で

秋
田
を
表
現
す
る
こ
と
⑤
効
率
的
に
７
カ

国
語
版
を
作
る
こ
と
、
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

制
作
さ
れ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
で
季
節
感
を
出
す

こ
と
や
、
外
国
人
の
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
、
日
本
語
版
を
右
綴
じ
、
外
国

語
版
は
左
綴
じ
に
し
て
各
言
語
に
合
っ
た

レ
イ
ア
ウ
ト
に
仕
上
げ
る
な
ど
、
秋
田
の

美
、
日
本
の
美
が
華
や
か
に
表
現
さ
れ
た

１
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
に
こ
そ
、 

可
能
性
が
あ
る
！

及
川
氏
か
ら
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

視
点
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
変
化
す
る
メ

デ
ィ
ア
の
役
割
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
展
開

等
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の

違
い
を
確
認
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
特
性

を
把
握
し
た
上
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計

画
・
コ
ン
セ
プ
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
設
計
や
、

地
域
の
魅
力
発
見
・
発
信
の
た
め
、
そ
の

地
域
独
自
・
固
有
の
価
値
や
魅
力
を
現
代

風
の
目
線
で
見
つ
け
、
整
理
・
言
語
化
す

る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
、
そ
の
地
域
の
人
は
現

地
の
人
・
場
所
と
の
距
離
が
近
い
の
で
、

外
部
メ
デ
ィ
ア
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
発

信
で
き
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
多
く
の
質
問
が

講
師
に
寄
せ
ら
れ
、
魅
力
的
な
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
の
た
め
の
大
変
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

※
「
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
」

独
自
の
セ
ン
ス
で
地
域
の
情
報
を
発
信

し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成
25

年
度
創
設
。
平
成
30
年
度
は
、
増
加
す
る

外
国
人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
７

カ
国
語
に
対
応
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
た
秋
田
県
が
大
賞
を
受
賞
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

●
白
石 

恭
平
（
山
口
県
か
ら
出
向
）マガジンハウス 及川 卓也 氏

左：秋田県 窪田 真理 氏、右：ふるさとパンフレット大賞審
査員 当センター常務理事 岩崎 正敏

今
回
の
「
広
報
室
だ
よ
り
」
は
、
平
成
31
年
３
月
18
日
に
開
催
し
た
「
平
成
30
年
度
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
創
造
セ
ミ
ナ
ー
」
の
模
様
を
お
届
け
し
ま
す
。

―
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
創
造
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
―

魅
力
的
な
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
を
学
ぶ
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能
登
町
は
、
平
成
17
年
３
月
１
日
に
、
能
都
町
・
柳
田
村
・
内

浦
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
能
登
半
島
の
北
東
部
に
位
置

し
、
富
山
湾
に
面
し
て
お
り
、
海
岸
線
の
大
半
は
能
登
半
島
国
定

公
園
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
よ
く
観
ら
れ
る
冬
の
日
本

海
の
映
像
の
よ
う
な
外
浦
の
豪
壮
な
海
食
景
観
と
は
違
い
、
日
本

百
景
に
も
数
え
ら
れ
る
「
九
十
九
湾
」
な
ど
内
浦
の
柔
和
な
景
観

を
有
し
、
山
・
川
・
海
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
大
変
恵
ま
れ
て
い

る
町
で
す
。

能
登
地
域
は
、
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
神
へ
の
信

仰
心
が
篤
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
祭
礼
は
各
地
区
で
盛
ん
に
行

わ
れ
、
能
登
地
域
の
「
キ
リ
コ
祭
り
」
は
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
キ
リ
コ
祭
り
の
中
で
も
当
町
の
「
あ
ば
れ
祭
」
は

特
に
勇
壮
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
稲
作
を
守
る
田
の
神
様

に
感
謝
す
る
民
俗
行
事
「
奥
能
登
の
ア
エ
ノ
コ
ト
」
や
伝
統
行
事

「
能
登
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
」
の
２
例
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。能
登
地
域
の
里
山
里
海
の
恵
み
を
活
か
し
、

自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
は
世
界
農
業
遺
産
と
し
て
も
登
録
さ
れ

て
お
り
、
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
里
山
里
海
の
恵
み
を
活
か
し
た
私
ど
も
能
登
町
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産
業
と
し
て
、
農
業
で

は
、
稲
作
を
は
じ
め
、
赤
崎
い
ち
ご
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
能
登
牛

が
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漁
業
で
は
、
沖
合
イ
カ
釣
り
漁
業

と
定
置
網
漁
業
が
全
国
的
に
も
有
名
で
、
イ
カ
の
水
揚
げ
が
全
国

有
数
を
誇
り
、
定
置
網
漁
で
捕
ら
れ
る
鰤
（
ぶ
り
）
は
「
宇
出
津

港
の
と
寒
ぶ
り
」
と
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
特
産
品
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
人
気
の

品
で
あ
り
、
全
国
に
能
登
町
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

イ
カ
で
有
名
な
小
木
港
を
有
す
る
小
木
地
区
で
は
、
海
洋
深
層

水
施
設
を
有
し
、
海
洋
深
層
水
の
塩
な
ど
深
層
水
を
活
用
し
た

様
々
な
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
恵
ま
れ
た
海
洋
環
境

の
も
と
、
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
石
川
県
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
、
金
沢
大
学
臨
海
実
験
施
設
、
能
登
海
洋
水
産
セ
ン
タ
ー

な
ど
海
に
関
係
す
る
施
設
も
多
く
、
子
ど
も
達
が
身
近
な
海
を
学

べ
る
恵
ま
れ
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
町
内
の
小
学
校
で
は
、
里

海
の
生
き
物
や
海
洋
環
境
、
漁
業
や
水
産
業
な
ど
、
海
に
関
す
る

様
々
な
テ
ー
マ
を
学
ぶ
画
期
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
里
海
科
」
が

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
交
流
人
口
拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
日
本
百
景
の

「
九
十
九
湾
」
や
「
恋
路
海
岸
」、国
指
定
史
跡
「
縄
文
真
脇
遺
跡
」

な
ど
景
観
・
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
誘
客
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
家
民
宿
群
「
春
蘭
の
里
」
に
よ
る
農
村
体
験
な
ど
を
活
か

し
た
修
学
旅
行
の
誘
致
や
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
等
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

各
種
大
会
の
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
町
に
多
く
の
交
流
人

口
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
ど
の
自
治
体
の
課
題
で
も
あ
る
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
問
題
等
に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
27
年
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
移
住
・
定
住
促
進
の
た

め
、
定
住
促
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

町
と
民
間
組
織
で
構
成
し
、希
望
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
、

移
住
定
住
人
口
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
能

登
」
の
名
は
知
名
度
が
高
く
、
全
国
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
充
実
し
た
移
住
・
定
住
支
援
策
の
効
果
に
よ
り
、
団
塊
の

世
代
や
子
育
て
世
代
な
ど
３
年
間
で
約
１
３
０
人
の
方
に
移
住
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
は
交
通
の
便
も
悪
く
能
登
へ
訪
れ
る
に
は
、
か
な
り
の
時

間
を
要
し
ま
し
た
が
、「
の
と
里
山
空
港
」
の
開
港
、
北
陸
新
幹

線
の
金
沢
開
業
に
伴
い
能
登
へ
訪
れ
る
観
光
客
も
増
加
す
る
な
ど

新
し
い
人
の
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
町
の
基
本
目
標

で
あ
る
「
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
未
来
（
あ
す
）
へ
つ

な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
勇
往
邁
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
読
者
の
皆
様
も
能
登
町
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

 石川県能登町長 持木　一茂

人をつなぎ、地域をつなぎ、
未
あ

来
す

へつなぐまちづくり

2019・6 月号地域づくり 本編 28



ＣＯＮＴＥＮＴＳ̎̌̍ -̕ 6
 1 巻頭エッセー／中山間地域等集落の活性化の実現を目指して 三反園　訓（鹿児島県知事）

特　集 アート・音楽で地域を盛り上げる

表
紙

海う
み
ん
ち
ゅ人

の
祭
り
糸
満
ハ
ー
レ
ー

（
沖
縄
県
糸
満
市
）

沖
縄
本
島
の
最
南
端
に
位
置
す
る
糸
満
市
は
空
港
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、漁
業
が
盛
ん
な
海
人
（
漁
師
）

の
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、
沖
縄
の
中
で
も
独
特
の
時

間
が
流
れ
て
い
ま
す
。
旧
正
月
を
祝
い
、
旧
暦
５
月
４

日
の
「
糸
満
ハ
ー
レ
ー
」
で
は
、海
の
恵
み
に
感
謝
し
、

大
漁
と
航
海
安
全
、
家
内
繁
盛
を
海
神
に
祈
願
し
、
月

の
満
ち
欠
け
と
と
も
に
生
き
る
糸
満
に
は
古
き
良
き
風

習
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
ハ
ー
レ
ー
鐘
が
鳴
る
と
梅
雨
が
明
け
る
と

い
わ
れ
、港
を
見
下
ろ
す
サ
ン
テ
ィ
ン
モ
ー
（
山
巓
毛
）

か
ら
行
事
の
１
週
間
前
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
糸
満

ハ
ー
レ
ー
の
幕
明
け
を
知
ら
せ
ま
す
。
全
長
８
㍍
の
舟

に
漕
ぎ
手
が
10
人
、
鐘
打
ち
・
舵
取
り
が
各
１
人
ず
つ

計
12
人
（
御
願
バ
ー
レ
ー
は
13
人
）
で
構
成
さ
れ
、
参

加
す
る
糸
満
の
三
村
（
西
村
・
中
村
・
新
島
）
が
「
御

願
バ
ー
レ
ー
」「
青
年
団
・
中
学
生
バ
ー
レ
ー
」「
ク
ン

ヌ
カ
セ
ー
（
転
覆
競
漕
）」「
ア
ガ
イ
ス
ー
ブ
」
を
競
漕

し
ま
す
。
レ
ー
ス
中
に
自
ら
舟
を
転
覆
さ
せ
る
ク
ン
ヌ

カ
セ
ー
は
糸
満
ハ
ー
レ
ー
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
糸
満
市
商
工
観
光
課

（
０
９
８
‐ 

８
４
０
‐
８
１
３
５
）

（
写
真
提
供
＝
糸
満
市
商
工
観
光
課
）

自ら舟を転覆させるクンヌカセー
（転覆競漕）

レギュラーリポート

 2�  「美術はささやかな、でも大切な起点だった」 北川フラム（アートフロント
ギャラリー代表）

 6 北海道留萌市 地域が一丸となって生まれた日本初の音楽合宿 中出靖彦

 8 千葉県柏市 「音楽の街」で賑わい創出 横山左千江

 10 福井県鯖江市 芸術が社会に貢献できることとは何か 片木孝治

 12 岐阜県美濃市 うだつの町並み×和紙のあかりでまちづくり 田代智亜紀

 14 香川県善通寺市 アートの力で参加型病院づくり 森　合音

基調論文

“ がんばる地域 ” 応援事業　富山県立山町
立山黒部アルペンルートの
外国人観光客のハートをゲット！ 川畠　隆

自主研究　富山県富山市、鳥取県米子市、福岡県福岡市、
宮崎県日南市、 静岡県伊豆市、広島県福山市
持続可能なまちへ、 
地域の特性を活かし多様な主体が運営 
国内調査報告　徳島県上勝町
地域住民と起業家の連携でコミュニティを再生
国内調査報告　宮城県
復興から地方創生へ
海外調査報告　ドイツ・ミュンヘン市
総合型地域スポーツクラブを核とした
地域コミュニティの形成

16

18

20

22

24

海外調査報告　デンマーク 
コミュニティ形成に向けた対話とデザイン
海外調査報告　イタリア・トスカーナ州
経営改革、人材育成、販路拡大などを支援
広報室だより
魅力的な観光パンフレットづくりを学ぶ
ट௕のࢥい
人をつなぎ、地域をつなぎ、未

あ

来
す

へつなぐまちづくり
持木一茂（ 石川県能登町長）

25

26

27

28

●北海道滝川市 アートによるまちづくりの挑戦 矢口和久
●青森県八戸市 過疎地域でアートのまちづくり 高橋麻衣
●山形県長井市 音楽とカルチャーのフェスティバル「ぼくらの文楽」 船山裕紀
●石川県珠洲市 半島の最先端から人・時代の流れを変える 長江健太
●和歌山県 12 の市町をつなぐ鉄道とアートの出会い 廣本直子
●兵庫県豊岡市 アーティストが滞在し地域と交流 田口幹也
●岡山県 障がい者・高齢者の表現活動を通して地域文化を創出 田野智子
●瀬戸内地域（岡山県・香川県） 芸術祭開催による地域活性化 常金志信
●大分県別府市 創造力を地域活性の資源として！ 山出淳也

【特集編では基調論文、全14事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

表3 手前みそですが… 【高知県香美市】

香美市

高
知
県

244

█龍
りゅう
河
が
洞
どう

国指定文化財で日本三大鍾乳洞の一つ。美しく幻想的な洞内には弥生時代の穴居生活の
跡が見られ、洞窟体験の冒険コースが人気

進
化
す
る
自
然
共
生
文
化
都
市

　

香
美
市

█
轟と

ど
ろ

の
滝た

き

３
段
そ
れ
ぞ
れ
に
滝
壺
が
あ
り
、
平
家
伝
説
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
合
計
段
差
82
ｍ
。
日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て

お
り
、
秋
に
は
紅
葉
が
美
し
い

█
土と

佐さ

打う
ち

刃は

物も
の

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
。
日
本
刀

の
製
法
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
切
れ

味
、
耐
久
性
、
刃
の
粘
り
と
も
に
他

に
類
を
見
な
い
一
級
品

█三
さん
嶺
れい
（みうね）

日本二百名山の一つ。頂上付近の尾根
筋一体は国の天然記念物のミヤマクマ
ザサとコメツツジの群落に覆われている

█フラフ
端午の節句に欠かせないフラフ。職人
の手で色鮮やかに描かれています。こ
いのぼりとともに初夏の青空にはため
く様は圧巻

█鏡
かがみ
野
の
公
こう
園
えん

日本さくら名所100選に選ばれている。
このほかにも市内には桜の名所がいく
つも点在している

█やなせたかし記念館・
アンパンマンミュージアム
やなせたかしさんの絵画作品や絵本原
画を常設展示する美術館。アンパンマ
ンの街を再現したジオラマの展示もあ
る。併設の「詩とメルヘン絵本館」には、
やなせさんのアンパンマン以外の作品
を展示している

香美市は高知県の東北部に位置し、面
積は約538平方㌔と広く、その 約９

割が森林で、剣山国定公園、奥物部県立
自然公園、龍河洞県立自然公園に指定さ
れています。１級河川の物部川は高知県
でも有数のアメゴ、アユの釣り場となっ
ており、自然豊かなまちです。

主な産業は製造業で、生姜の加工業が
盛んです。また、農業も盛んで、水稲を
中心に全国的にも知名度の高い「やっこ
ねぎ」や春菊、大葉、にら、青ねぎ、ししとう、オクラなどの産地を形成しており、
高知県の柑橘類を代表するゆず玉の出荷量は日本一です。

香美市はアンパンマンの作者やなせたかしさんの故郷で、市内にはアンパンマンの
キャラクターの描かれたバスやＪＲの特急列車が走っています。

高齢化、自然減による人口減少が進んでいますが、転入者が多く、2018年には転
入超過数が210人と四国一多い市となっています。

█
い
ざ
な
ぎ
流

香
美
市
物
部
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
民
間
信
仰
で
、
そ
の
起
源
は
平
安

末
期
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
、
祈
祷
舞
神

楽
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
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地
域
づ
く
り
6
月
号
（
通
巻
３
６
０
号
）
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一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行
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地
域
づ
く
り
6
月
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特
集
編
（
通
巻
３
６
０
号
）　

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る　

令
和
元
年
6
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行
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目 次 グラビア表2

基調論文／北川フラム
「美術はささやかな、でも大切な起点だった」
北海道留萌市／中出靖彦
地域が一丸となって生まれた日本初の音楽合宿
北海道滝川市／矢口和久
アートによるまちづくりの挑戦
青森県八戸市／高橋麻衣
過疎地域でアートのまちづくり
山形県長井市／船山裕紀
音楽とカルチャーのフェスティバル「ぼくらの文楽」
千葉県柏市／横山左千江
「音楽の街」で賑わい創出
石川県珠洲市／長江健太
半島の最先端から人・時代の流れを変える
福井県鯖江市／片木孝治
芸術が社会に貢献できることとは何か

2～5

6～7

8～9

10～11

12～13

14～15

16～17

20～21

22～23

24～25

26～27

28～29

30～31

32～33

18～19

岐阜県美濃市／田代智亜紀
うだつの町並み×和紙のあかりでまちづくり
和歌山県／廣本直子
12の市町をつなぐ鉄道とアートの出会い
兵庫県豊岡市／田口幹也
アーティストが滞在し地域と交流
岡山県／田野智子
障がい者・高齢者の表現活動を通して地域文化を創出
香川県善通寺市／森　合音
アートの力で参加型病院づくり
瀬戸内地域（岡山県・香川県）／常金志信
芸術祭開催による地域活性化
大分県別府市／山出淳也
創造力を地域活性の資源として！

アート・音楽で
地域を盛り上げる
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特 集

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
の

情
報
発
信
で
あ
る
。
文
化
芸
術
、

と
り
わ
け
現
代
ア
ー
ト
の
主
な
観

客
は
若
年
層
女
性
個
人
客
と
な
る

が
、
こ
れ
ま
で
別
府
が
得
意
と
し

て
き
た
層
は
温
泉
客
を
中
心
と
し

た
中
高
年
男
性
団
体
客
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
我
々
の
情
報
発
信

は
新
た
な
顧
客
開
拓
に
つ
な
が
る

と
い
う
わ
け
だ
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド

調
査
（
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
）

に
よ
る
と
、
２
０
０
８
年
に
は
34

位
だ
っ
た
別
府
の
ブ
ラ
ン
ド
力

は
、
別
府
で
初
め
て
芸
術
祭
を
開

催
し
て
以
降
、
急
上
昇
し
２
０
１

６
年
に
は
10
位
ま
で
順
位
を
上
げ

た
。

（
５
）
こ
の
10
年
で
活
動
エ
リ
ア

は
別
府
市
だ
け
で
な
く
大
分
県
内

各
地
へ
と
広
が
り
、
各
地
の
特
産

品
や
加
工
品
の
知
識
や
生
産
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
蓄
積
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
３
年
に

は
大
分
県
品
を
主
原
料
に
し
た
商

品
に
特
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｏ
ｉ

ｔ
ａ 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
」
を
立
ち
上
げ

た
。
２
０
１
７
年
夏
に
は
、
大
分

銀
行
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
地
域

商
社
「
Ｏ
ｉ
ｔ
ａ 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ

（
株
）」
に
事
業
譲
渡
し
、
職
員
を

出
向
さ
せ
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
長

を
目
指
し
て
い
る
。

（
６
）
行
政
や
地
域
と
の
連
携
に
加
え
、
近
年
は
民
間
企

業
と
関
係
す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。
現
在
、
県
内
の
中

小
企
業
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
、
課
題
解
決
や
高
付
加
価
値
型
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
市
場
の
拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
２
年
間
で
１
１
０
社
以
上
か
ら
相
談
を
受
け
、
約
40

社
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
進
行
し
て
い
る
が
、
商
品
の
リ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
か
ら
、
農
業
法
人
や
福
祉
法
人
の
課
題
解
決
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
ホ
テ
ル
の
建
設
、
建
設
業
界
へ
の
入
職

者
増
加
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
、

業
種
・
内
容
と
も
に
多
岐
に
わ
た
る
。

地
域
に
お
け
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ハ
ブ
と
し
て

必
ず
し
も
資
金
提
供
元
で
は
な
い
が
、
こ
の
６
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
を
国
の
管
轄
省
庁
に
当
て
は
め
て
考
え
る
と
、

（
１
）
は
文
科
省
、（
２
）
は
総
務
省
、（
３
）
は
厚
労
省
、（
４
）

は
観
光
庁
、（
５
）
は
農
水
省
、（
６
） 

は
経
産
省
と
な
る
。

我
々
の
活
動
は
文
化
芸
術
の
振
興
と
い
う
一
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
縦
割
り
に
横
串
を
指
す
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ハ
ブ
と
し
て
、

地
域
全
体
で
の
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
た
め
の
土
壌

づ
く
り
に
近
い
。
一
つ
の
事
業
は
新
し
い
シ
ー
ズ
と
な
り
、

ウ
ォ
ン
ツ
＝
需
要
と
し
て
顕
在
化
し
、
ニ
ー
ズ
へ
と
成
長

す
る
。
我
々
は
そ
の
サ
イ
ク
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ

と
で
、
次
代
の
市
民
活
動
を
喚
起
し
た
い
。
そ
れ
が
新
た

な
可
能
性
を
持
っ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
我
々
を
飲

み
込
み
、
世
代
や
活
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
我
々
が
夢
見
る
こ
の
地
域
の
未
来
は
、
す

ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

◆◆◆

BEPPU PROJECT の事業を 6 つのカテゴリーに分類したイメージ
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大分県別府市ʢQ��ô��ʣ
多くの市民やアートファンが訪れた「アニッシ
ュ・カプーアＩＮ別府」

14

兵庫県豊岡市ʢQ��ô��ʣ
高校生のための演劇ワークショップを
行う平田オリザ氏

10

岡山県ʢQ��ô��ʣ
まちのすきまカフェ2018
岡山市内の寺にある水墓の歴史をオリジナルの影絵劇
にし、ガムラン音楽とともに披露

11

福井県鯖江市ʢQ��ô��ʣ
地域内の空き家屋（元養鶏場）を
活用したアートギャラリー

7

香川県善通寺市ʢQ��ô��ʣ
霊安室からの地下通路に � �
青い花を描く医療従事者

12
瀬戸内地域（岡山県・香川県）ʢQ��ô��ʣ

2019年4月26日華々しいオープニング
13

岐阜県美濃市ʢQ��ô��ʣ
美濃和紙あかりアート展は、作品を多くの人に
観てもらえる、出展者にとってもまたとない機会

8
和歌山県ʢQ��ô��ʣ

駅舎アートを列車で鑑賞する人々
9

●8●11
●13
●10

●14

●12
●6

●7

●9

©igaki photo studio
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特 集
始
ま
り
は
「
大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

４
月
26
日
か
ら
、瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
（
以
下
瀬
戸
芸
）

の
第
４
回
展
が
始
ま
っ
た
。
春
・
夏
・
秋
と
３
回
に
分
け
、

延
べ
１
０
７
日
。
備
讃
瀬
戸
の
12
の
島
（
直
島
・
豊
島
・

女
木
島
・
男
木
島
・
小
豆
島
・
大
島
・
犬
島
・
沙
弥
島
・

本
島
・
高
見
島
・
粟
島
・
伊
吹
島
）
と
高
松
港
、
宇
野
港

周
辺
が
会
場
だ
。

今
年
に
な
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

ト
ラ
ベ
ラ
ー
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
な
ど
世
界
の

旅
行
誌
で
、世
界
で
行
く
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

人
口
が
激
減
し
地
域
力
が
衰
退
し
た
島
々
が
と
て
も
元
気

に
な
っ
て
い
る
。
会
期
中
の
ホ
テ
ル
が
と
れ
な
い
な
ど
、

嬉
し
い
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

現
代
美
術
は
難
解
な
も
の
の
代
名
詞
だ
し
、
離
島
の
衰
退

は
振
興
策
が
制
定
さ
れ
る
ほ
ど
手
が
付
け
ら
れ
な
い
状
態

だ
と
言
わ
れ
て
き
た
の
に
、
だ
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
瀬
戸
芸
が
始
ま
る
10
年
前
の

２
０
０
０
年
に
新
潟
県
の
６
市
町
村
で
第
１
回
が
開
催

さ
れ
た
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
」
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
話

の
成
り
立
ち
が
分
か
り
や
す
い
か
ら
だ
。

４
つ
の
地
域
再
生
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

場
所
は
長
野
県
と
接
す
る
世
界
有
数
の
豪
雪
地
帯
、

新
潟
県
中
越
地
方
の
十
日
町
市
を
中
心
と
す
る
６
市
町

村
、
７
６
０
平
方
㌔
、
人
口
約
８
万
人
の
地
域
。
こ
こ

は
寒
冷
地
用
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
有
名
な
米
ど
こ
ろ
で
、

農
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
地
域
だ
。

明
治
維
新
前
は
日
本
の
人
口
の
６
％
を
抱
え
、
豪
雪

と
地
す
べ
り
と
泥
田
の
な
か
で
稲
作
を
し
、
冬
に
は
男

は
出
稼
ぎ
、
女
は
絹
織
物
の
内
職
で
出
機
３
０
０
０
軒

と
い
わ
れ
た
地
域
。
近
代
に
な
る
と
、
徴
兵
や
、
労
働

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

「
美
術
は
さ
さ
や
か
な
、
で
も
大
切
な
起
点
だ
っ
た
」

―
地
域
再
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻
有 

大
地
の
芸
術
祭
」
―

筆者プロフィール

北川 フラム氏
（きたがわ・ふらむ）

1946 年新潟県高田市（現上越市）生まれ。東京芸術大学美
術学部卒業。アートフロントギャラリー代表。主なプロデュー
スとして、「アントニオ・ガウディ展」（1978-79）、アパルト
ヘイトに反対する動きを草の根的に展開した「アパルトヘイト
否！国際美術展」（1988-90）、米軍基地跡地を文化の街に変え
た「ファーレ立川アートプロジェクト」（1994）等。
地域づくりの実践として、「大地の芸術祭 越後妻有アートト

リエンナーレ」（2000 ～）、「瀬戸内国際芸術祭」（2010 ～）等
で総合ディレクターをつとめる。2003年フランス芸術文化勲章
シュヴァリエ。2006 年度芸術選奨文部科学大臣賞。2016 年紫
綬褒章受章。2017年度朝日賞受賞。2018年度文化功労章受章。

北
川
　
フ
ラ
ム

ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

代
表

©Mao Yamamoto
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者
と
し
て
都
市
に
若
者
を
奪
わ
れ
て
き
た
。
戦
後
も
試
練

が
度
重
な
り
、
農
業
は
米
国
と
の
貿
易
の
な
か
で
切
り
捨

て
ら
れ
、
つ
い
に
は
減
反
、
最
後
は
金
を
出
す
か
ら
中
心

部
に
移
住
し
ろ
と
迫
ら
れ
て
き
た
。
地
域
は
人
口
減
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
平
成
の
大
合
併
の
際
、

新
潟
県
が
合
併
施
策
と
し
て
掲
げ
た
の
が
「
ニ
ュ
ー
に
い

が
た
里り

創そ
う

プ
ラ
ン
」
だ
っ
た
。
や
が
て
合
併
す
る
13
あ
る

広
域
行
政
圏
の
ひ
と
つ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は

「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
」
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
れ
は
次
の
４
つ
か
ら
な
る
。

・
写
真
と
言
葉
に
よ
る「
越
後
妻
有
８
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」

・
地
域
を
花
で
つ
な
ぐ
「
花
の
道
」

・
各
市
町
村
の
特
色
を
活
か
し
た
拠
点
施
設
・
ス
テ
ー
ジ

づ
く
り
「
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
」

・
３
年
に
１
度
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

こ
の
４
つ
は
里
創
プ
ラ
ン
と
い
う
地
域
再
生
の
た
め
の

大
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

○  

写
真
と
言
葉
に
よ
る

﹁
越
後
妻
有
８
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
﹂

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
は
、
そ
こ
で
採
れ
る
植
物
、
動
物
と

気
候
に
あ
わ
せ
た
料
理
法
（
例
え
ば
発
酵
食
品
）
に
よ
っ

て
、
四
季
に
あ
わ
せ
た
独
特
の
料
理
や
食
べ
方
、
そ
し
て

儀
式
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
に

は
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
写
真
が
多
く
出
さ
れ

た
。
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト
は
料
理
法
だ
っ
た
。

芸
術
祭
に
来
ら
れ
た
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
事

前
に
は
、
越
後
妻
有
で
は
「
里
山
を
巡
り
た
い
」、
瀬
戸

芸
で
は
「
島
に
渡
り
た
い
」、
そ
し
て
共
に
「
現
代
美
術

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
見
た
い
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
挙

げ
て
い
る
が
、
帰
る
と
き
に
は
、「
そ
の
土
地
の
人
と
話

せ
て
よ
か
っ
た
」「
地
元
の
食
事
を
食
べ
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」「
祭
り
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
風
に
変

わ
っ
て
く
る
。

ち
な
み
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
ベ
ス
ト
３
は
、
１
位
は

「
棚
田
の
な
か
に
あ
る
茅
葺
の
家
の
前
で
山
菜
か
ご
を
背

負
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
」
の
写
真
だ
っ
た
。
今
は
中
心
部
に

住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん
を
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
茅
葺

の
小
さ
な
家
の
前
で
撮
っ
た
も
の
だ
。
２
位
は
豪
雪
の
中

の
電
信
柱
か
ら
雪
を
落
と
し
て
い
る
人
。
３
位
は
豪
雪
地

で
よ
く
見
か
け
る
背
の
高
い
煙
突
状
の
消
火
栓
に
２
㍍
ほ

ど
の
雪
が
乗
っ
て
い
る
面
白
い
造
型
の
写
真
だ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
写
真
が
表
わ
し
て
い
る

の
は
、
過
疎
地
、
棚
田
、
お
年

寄
り
、
冬
の
過
酷
な
労
働
、
集

落
の
知
恵
な
ど
、
ま
さ
に
地
域

の
厳
し
い
現
実
で
あ
り
、
自
然

の
厳
し
さ
を
そ
の
ま
ま
引
き
受

け
て
い
る
生
活
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
の

特
色
で
あ
り
、
工
夫
で
あ
り
、

真
実
の
姿
だ
っ
た
。芸
術
祭
は
、

こ
れ
ら
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
再
発
見
し
、
掘
り
起
し
、
作

品
化
す
る
作
業
に
よ
っ
て
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

○
地
域
を
花
で
つ
な
ぐ
﹁
花
の
道
﹂

も
と
も
と
こ
の
芸
術
祭
は
、
平
成
の
大
合
併
の
際
に
、

近
代
化
と
そ
の
効
率
第
一
の
価
値
観
の
中
で
田
舎
が
切
り

捨
て
ら
れ
、
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
現
状
に
対
す
る
一
連

の
活
性
化
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成

の
大
合
併
そ
の
も
の
が
効
率
化
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
も

の
だ
っ
た
が
、
こ
の
地
域
で
言
え
ば
、
６
市
町
村
を
繋
げ

る
も
の
と
し
て
、
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た

の
だ
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
、
土
地
を
往
来
す
る
旅
人
へ

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
路
傍
に
花
を
植
え
る
傾
向

が
あ
っ
た
（
径み

ち

庭に
わ

）。
さ
ら
に
、
雪
深
い
土
地
の
人
々
が

も
つ
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
は
格
別
で
あ
る
。
こ
の
２
つ

の
特
色
を
活
か
し
た
事
業
と
し
て
考
え
た
の
が「
花
の
道
」

で
あ
っ
た
。
旧
６
市
町
村
を
つ
な
ぐ
道
の
脇
や
様
々
な
場

所
に
、
植
物
好
き
の
お
年
寄
り
た
ち
に
花
を
植
え
て
も
ら

う
の
だ
。

○  

各
市
町
村
の
特
色
を
活
か
し
た
拠
点
施
設
・
ス
テ
ー
ジ

づ
く
り
﹁
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
﹂

合
併
の
際
に
や
り
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
そ
れ
ま
で

の
箱
も
の
行
政
だ
っ
た
。
確
か
に
人
口
の
少
な
い
街
に

７
０
０
人
収
容
の
ホ
ー
ル
の
使
い
道
は
あ
る
の
か
、
似
た

よ
う
な
施
設
が
数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
場
所
に
も
あ

る
の
だ
か
ら
。
ほ
か
に
も
、
ホ
ー
ル
、
体
育
館
な
ど
、
補

助
事
業
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
。
し
か
し
、
公

共
事
業
の
土
木
・
建
築
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
カ
ン
フ
ル
剤

に
は
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
拠
点
に
し
、そ
の
連
合
、増
幅
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
っ

て
魅
力
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
。
旧
十
日
町
市
は
「
市
」

星峠の棚田
旧松代町にある、先人たちが切り拓いた圧巻の
棚田。星峠集落で活動を続ける日本大学芸術学
部と、私たちが手掛ける「棚田バンク」で耕せ
なくなった棚田を少しずつ引き受けている

越後妻有 8 万人のステキ発見
「お婆さんとの出合い」
Photo：Shinichi Kubota
審査員に大岡信（詩人）、真野響子（女優）らを
迎えた写真と言葉のコンテストには、3 千点を越
える応募があった

特 集
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を
ヒ
ン
ト
に
「
楽
市
楽
座
」
的
な
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
の
よ

う
な
場
を
原
広
司
が
設
計
し
た
。
こ
の
施
設
は
何
度
か
の

変
遷
を
経
て
、
今
は
「
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館　

キ

ナ
ー
レ
」
と
し
て
大
地
の
芸
術
祭
の
中
心
会
場
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
の
第
７
回
展
に
は
、「
２
０
１
８
年
の
〈
方

丈
記
私
記
〉
～
建
築
家
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
四
畳
半

の
宇
宙
」
と
い
う
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
将
来
の
中
心
市
街

地
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
動
き
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
旧
松
代
町
に
は
農
業
を
起
点
と
す
べ
く
「
ま
つ

だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー　

農
舞
台
」
と
い
う
施

設
が
誕
生
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
、
高
野
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
中
心
に
周
辺
の
里

山
を
含
め
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
や
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
棚
田
の
担
い
手
と
し
て
移
住
・
就
農

し
、
プ
レ
ー
す
る
「
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
」
の
活
動
な
ど
の
芽

が
生
ま
れ
て
い
る
。建
築
は
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ｄ
Ｖ（
建

築
家
集
団
）
に
よ
る
も
の
だ
。

旧
松
之
山
町
に
は
「
里
山
科
学
館　

森
の
学
校
キ
ョ
ロ

ロ
」
が
で
き
た
。
こ
こ
は
地
域
の
小
中
学
校
の
理
科
の
拠

点
と
も
な
り
、
地
域
の
学
力
が
格
段
に
あ
が
っ
た
。
専
門

学
芸
員
３
人
と
い
う
贅
沢
さ
で
、「
住
民
全
員
が
科
学
者
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
活
動
し
て
い
る
（
顧
問
は
宇
宙
物
理

学
の
池
内
了
氏
）。
里
山
で
農
業
を
や
っ
て
き
た
人
た
ち

は
、
四
季
の
変
化
、
動
物
、
植
物
に
関
す
る
生
き
た
知
恵

を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
総
合
が
地
域
づ
く
り
に
活
か
さ
れ

て
い
る
。建
築
は
公
募
で
選
ば
れ
た
手
塚
貴
晴
・
由
比
チ
ー

ム
で
、
審
査
員
は
妹
島
和
世
、
青
木
淳
、
小
島
一
浩
と
い

う
、
気
合
の
入
っ
た
設
計
コ
ン
ペ
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
越
後
妻
有
で
は
、
建
築
に
意
を
払
っ
て

や
っ
て
き
た
。ス
テ
キ
発
見
も
、ス
テ
ー
ジ
事
業
で
も
、「
場
」

の
も
つ
力
を
大
切
に
考
え
た
。新
築
は
合
併
施
策
の
ス
テ
ー

ジ
事
業
で
建
設
さ
れ
た
施
設
の
み
で
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん

ど
既
存
建
物
の
改
修
で
あ
る
。
旧
真
田
小
学
校
は
絵
本
作

家
・
田
島
征
三
の
「
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
」（
改
修
設

計
：
山
岸
綾
）、
旧
東
川
小
学
校
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル

タ
ン
ス
キ
ー
の
「
最
後
の
教
室
」（
改
修
設
計：今
村
創
平
）、

旧
三
省
小
学
校
は
宿
泊
施
設
「
三
省
ハ
ウ
ス
」（
改
修
設
計：

中
村
祥
二
）、
旧
清
津
峡
小
学
校
は
「
越
後
妻
有
清
津
倉

庫
美
術
館
」（
改
修
設
計
：
山
本
想
太
郎
）、
旧
奴
奈
川
小

学
校
は
「
奴
奈
川
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
改
修
設
計
：
山
岸
綾
）、

旧
上
郷
中
学
校
は
「
上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
」（
改
修
設
計
：
豊

田
恒
行
）
に
な
る
な
ど
、
廃
校
・
空
き
家
に
手
を
入
れ
て

作
品
化
し
て
い
る
。
学
校
や
空

き
家
は
、
人
々
の
記
憶
が
残
り
、

な
お
か
つ
共
同
体
の
精
神
の
拠

り
所
だ
っ
た
場
で
あ
る
。
現
在

で
は
廃
校
11
校
、
空
き
家
25
軒

も
の
作
品
・
拠
点
施
設
が
地
域

に
根
付
い
て
い
る
。

美
術
は
実
に
狭
い
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
る
。
ま
だ
小
中
学
校
の
授

業
に
残
さ
れ
て
い
る
の
が
不
思

議
な
く
ら
い
、
美
術
は
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
現

代
美
術
の
市
場
と
し
て
も
弱
い
。
越
後
妻
有
で
は
、
そ
の

か
弱
い
美
術
を
、
可
能
な
限
り
隣
接
領
域
と
つ
な
が
る
よ

う
に
や
っ
て
き
た
。
料
理
、写
真
、ス
ポ
ー
ツ
、ピ
ク
ニ
ッ

ク
、
商
品
デ
ザ
イ
ン
、
ツ
ア
ー
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
お
芝

居
、い
け
ば
な
…
も
ろ
も
ろ
で
あ
る
。
美
術
は
こ
の
と
き
、

分
節
化
さ
れ
た
諸
ジ
ャ
ン
ル
に
浸
透
し
、
つ
な
が
る
関
係

性
を
持
ち
得
る
こ
と
に
気
づ
く
。

○
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

こ
の
地
域
に
と
っ
て
活
性
化
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
問
い
が
出
発
点
だ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
住
む
、
私
よ
り
上
の
世
代
の
人
た
ち
、
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
の
大
変
な
時
期
を
生
き
て
き
た
人
た
ち

に
は
、
何
か
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
、
地
方
で
農

業
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が
社
会
の
中
心
か
ら
み
て
周
回
遅

れ
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
た
。

こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
生
き
て
き
て
、
私
た
ち
を
育
て
て
く

れ
た
人
た
ち
が
隅
に
追
い
や
ら
れ
、
た
だ
「
福
祉
」
の
問

題
と
し
て
棚
上
げ
さ
れ
て
い
る
社
会
と
は
い
か
な
る
も
の

か
？
こ
の
よ
う
な
田
園
や
山
村
は
、
私
た
ち
の
主
食
と
な

る
農
産
物
を
つ
く
り
、
空
気
を
浄
化
し
、
癒
し
を
与
え
る
。

一
方
で
都
市
生
活
の
あ
ま
り
の
均
質
化
、
画
一
化
、
息
苦

し
さ
、
ま
わ
り
は
敵
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
競
争
化
、

こ
れ
も
痛
切
に
感
じ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
田
舎
の
方
が

人
間
に
と
っ
て
良
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
都
市
生
活
者
で
あ
る
私
の
実
感
だ
っ
た
。
田
舎
で
生
き

て
き
た
こ
と
が
誇
り
に
な
り
得
な
い
か
、
地
域
の
元
気
と

は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
誇
り
を
も
つ
こ
と
で
は
な
い
か
、

と
考
え
た
の
だ
。

実
際
、
芸
術
祭
の
準
備
の
４
年
間
は
大
変
だ
っ
た
。
役

に
立
た
な
い
美
術
に
何
故
大
金
を
投
入
す
る
の
か
？
現
代

田島征三「絵本と木の実の美術館」
Photo：Takenori Miyamoto ＋ Hiromi Seno
実在する最後の生徒 3 人を主人公にした空間絵
本。集落との協働で制作され、会期中には小さ
な集落に渋滞が起きるほどの人気となった。在
校生のひとりは芸術祭を機に故郷に戻ることを
決めたという

イリヤ＆エミリア・カバコフ「棚田」ⒸANZAï
稲作の一連の情景を詠んだテキストと、対岸の
棚田にそれぞれの作業をする人々の姿を模った
彫刻。当初作品の設置を拒んだ棚田の持ち主も、
アーティストとサポーターの熱意によって作品
を受入れ、やめようとしていた棚田の耕作を続
け、その後は私たちで耕作を引き受けている
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美
術
な
ん
て
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
？
わ
け
が
分
か
ら
な

い
じ
ゃ
な
い
か
。「
芸
術
は
爆
発
だ
！
」
と
言
っ
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
い
る
で
は
な
い
か
。
花
や
鳥
や
蝶
の
絵

を
眺
め
れ
ば
少
し
は
癒
し
に
は
な
る
が
…
等
々
。
強
引
に

始
め
る
ま
で
は
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
実
際
の
と

こ
ろ
だ
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
人
々
が
誇
り
を
も
つ
た

め
に
こ
そ
、美
術
が
働
け
る
の
で
は
な
い
か
、と
私
は
思
っ

た
の
だ
。

ア
ル
タ
ミ
ラ
、
ラ
ス
コ
ー
の
洞
窟
壁
画
以
来
、
美
術
は

や
む
に
や
ま
れ
な
い
人
間
の
衝
動
だ
っ
た
。
や
っ
と
の
こ

と
で
手
に
入
れ
た
獲
物
、
そ
の
獲
物
の
哀
し
さ
・
無
惨
、

人
間
は
そ
れ
を
描
く
し
か
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
四
季
の

恵
み
、
し
か
し
、
同
時
に
あ
る
自
然
の
無
情
さ
。
そ
こ
で

生
き
て
い
く
こ
と
へ
の
祈
り
。
美
術
は
自
然
と
人
間
の
あ

い
だ
の
関
係
性
を
表
し
続
け
て
き
た
。
そ
れ
は
時
代
が

下
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
っ
た
。
文
明
は
、
ど
う
に
も
な
ら

な
い
自
然
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
私
た
ち
の
前
に
立

ち
は
だ
か
り
、
私
た
ち
を
拘
束
す
る
。
美
術
は
そ
こ
に
対

す
る
怒
り
や
無
念
を
表
し
、
そ
れ
故
の
わ
ず
か
な
希
望
を

見
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
。
美
術
は
忘
れ
去
ら
れ
て

い
く
過
去
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
、
現
代
の
少
数

者
の
心
持
ち
の
発
現
で
あ
っ
た
り
、
未
来
へ
の
不
安
の
表

出
で
あ
っ
た
り
し
た
の
だ
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
こ
の
地
に

入
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
の
地
の
特
徴
を
適
確
に
掴
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
を
こ
の
場
で
表
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ

れ
は
地
域
の
人
た
ち
の
誇
り
に
な
り
得
る
、
と
考
え
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
発
見
、
そ
し
て
学
習
、
交
流
の
中
で

作
品
を
つ
く
り
、
作
品
を
媒
介
に
人
々
が
つ
な
が
り
、
或

い
は
批
判
や
考
え
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
、
そ
れ
が
大

切
な
こ
と
だ
。
そ
の
地
で
作
品
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
も
地
域
の
協
力
が
必
要
だ
。
清
掃
、
一
宿
一
飯
、

材
料
の
調
達
、
土
地
の
使
用
許
可
、
そ
の
一
連
の
活
動
の

中
で
、
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
て
い
た
地
域
に
活

気
が
出
始
め
た
。
こ
の
時
、そ
の
作
品
は
一
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
人
々
の
作
品

に
な
り
始
め
た
の
だ
。「
協
働
」
と
い
う
言
葉
が
こ
こ
に
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
が
口
コ
ミ

で
伝
わ
り
、
人
を
呼
び
込
み
だ
し
た
の
だ
。
ア
ー
ト
は
実

際
そ
こ
に
行
っ
て
み
な
く
て
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

駅
や
バ
ス
停
か
ら
作
品
に
至
る
ま
で
の
光
景
は
、
一
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
大
切
な
空
間
に
な
っ
た
。
開
幕
当
初
、「
あ

ま
り
に
も
広
い
地
域
に
作
品
が
点
在
し
す
ぎ
て
い
る
」「
案

内
が
悪
い
」「
こ
の
暑
い
時
期

に
」
と
い
う
批
判
は
、
１
、２

週
間
後
に
は
「
し
か
し
、
あ
の

爽
や
か
さ
は
」「
汗
を
か
い
て

頑
張
っ
て
歩
い
た
あ
と
の
充
実

感
も
い
い
ね
」「
探
し
訪
ね
る

の
も
面
白
か
っ
た
」「
暑
さ
の

中
の
草
い
き
れ
も
な
か
な
か
」

等
々
の
感
想
に
よ
っ
て
一
変
し

 

た
の
で
あ
る
。
人
が
来
れ
ば
地

元
の
人
も
説
明
を
し
始
め
る
。「
今
も
ア
ー
ト
の
こ
と
な
ん

か
何
も
わ
か
っ
ち
ゃ
な
い
け
ど
」「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
こ
う

や
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
よ
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
自
身
の

生
活
や
農
業
に
つ
い
て
語
り
出
す
。
こ
の
時
、
作
品
は
、

或
い
は
作
品
を
通
し
て
の
関
わ
り
が
、
人
々
の
誇
り
に
な

る
の
だ
。
田
舎
で
の
ア
ー
ト
を
巡
る
旅
は
五
感
全
開
。
ツ

ア
ー
型
芸
術
祭
が
各
地
で
行
わ
れ
出
し
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
ア
ー
ト
は
そ
れ
な
り
の
発
信
力
を
も
っ
て
い

る
。だ
が
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ト
リ
エ
で
創
り
出
す
ア
ー

ト
と
は
、
い
わ
ば
実
験
室
で
の
孤
独
な
作
業
の
よ
う
な
も

の
だ
。
一
方
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
も
、
地
球
環
境
が
壊

滅
的
に
な
っ
て
い
る
現
代
に
生
き
、
人
間
の
存
在
が
危
う

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
現
代
の
効
率
一
辺
倒
、
市

場
優
先
の
格
差
社
会
に
疑
問
を
も
つ
中
で
、
自
分
の
思
考

の
力
、
美
術
の
力
を
現
代
の
矛
盾
の
な
か
で
活
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
。

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
で

爆
発
的
な
広
が
り
に

こ
う
し
て
多
く
の
素
晴
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集

ま
っ
て
き
た
。
こ
の
広
大
で
大
変
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

豪
雪
地
の
お
年
寄
り
だ
け
で
支
え
、
伝
え
て
い
く
の
は
難

し
い
、
と
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
始
め
た
。
そ
れ

は
越
後
妻
有
か
ら
始
ま
り
、
瀬
戸
芸
で
爆
発
的
な
広
が
り

を
持
ち
始
め
た
。
延
べ
１
万
人
に
迫
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
世

界
か
ら
集
ま
り
、
ま
た
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に
帰
っ

て
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
り
、
他
所
の
芸
術
祭
の

手
伝
い
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
大
地
の
芸
術
祭
の
初
発

の
志
、
美
術
と
い
う
さ
さ
や
か
な
、
手
間
の
か
か
る
、
い

わ
ば
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
存
在
が
、
貴
重
な
気
づ
き
へ
と

展
開
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

越後妻有里山現代美術館［キナーレ］
設計：原広司／レアンドロ・エルリッヒ

「Palimpsest: 空の池」Photo：Keizo Kioku
越後妻有の玄関口となる里山現代美術館。第 7
回展には、建物中央にある回廊に囲まれた大き
な池に、視覚的な錯覚を呼び起こすレアンドロ・
エルリッヒの常設作品が加わった

ナウィン・ラワンチャイクン「赤倉の学堂」
Photo ：Gentaro Ishizuka
ラファエロの名画「アテネの学堂」をもとにし
た、赤倉集落の住民全員のポートレート。来訪
者は不安になりながらも細い道を車で走り、山
奥にひっそりとたたずむ集落を探し訪ね、作品
巡りは里山を巡る旅となる
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人
情
港
町
と
音
楽
の
街

留
萌
市
は
、北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
部
に
位
置
し
ま
す
。

古
く
は
、
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
漁
業
の
街
で
す
。
ニ
シ
ン

漁
の
全
盛
期
を
支
え
た
の
が
「
や
ん
衆
」
と
い
う
季
節
労

働
者
で
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
も
て
な
す
た
め
の
「
お
も

て
な
し
文
化
」
と
「
技
芸
文
化
」
が
盛
ん
に
な
り
、
街
に

は
「
沖
上
げ
音
頭
」
や
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
が
響
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
音
楽
文
化
の
中
か
ら
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
の
主

題
歌
を
作
曲
し
た
宮
川
泰
氏
や
「
用
心
棒
」
な
ど
数
々
の

黒
澤
明
監
督
の
音
楽
を
担
当
し
「
若
者
た
ち
」
を
作
曲
し

た
佐
藤
勝
氏
、
さ
ら
に
は
、「
青
春
時
代
」
の
曲
で
お
な

じ
み
の
森
田
公
一
氏
な
ど
著
名
な
音
楽
家
が
数
多
く
生
ま

れ
た
マ
チ
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
31
年
を
境
に
、
ニ
シ
ン

の
姿
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
が
課
題
の
マ
チ
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆

Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
想
い
が
カ
タ
チ
に
な
り 

誕
生
し
た
「
音
楽
合
宿
」

地
元
の
高
校
で
吹
奏
楽
や
マ
ー
チ
ン
グ
の
練
習
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
留
萌
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
メ
ン
バ
ー
が

い
ま
し
た
。
彼
は
、
北
海
道
内
や
全
国
各
地
の
吹
奏
楽
関

係
者
の
声
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
練
習
時
間
の

減
少
や
練
習
場
所
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
「
ど
の
団
体
も
集
中
し
て
思
い
っ
き
り
練
習
で
き
る
合

宿
の
場
所
を
探
し
て
い
る
。
し
か
も
安
価
な
」
と
い
う
声

で
し
た
。
吹
奏
楽
の
合
宿
は
、
一
度
に
大
人
数
が
動
き
ま

す
。
音
楽
ホ
ー
ル
で
練
習
し
た
い
が
、
都
市
部
で
は
使
用

料
が
高
額
な
上
、
連
日
連
夜
の
使
用
は
ほ
ぼ
無
理
で
、
多

く
の
団
体
が
合
宿
を
あ
き
ら
め
て
い
る
状
態
で
し
た
。
そ

ん
な
学
生
の
た
め
に
留
萌
で
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
い
う
熱
い
思
い
で
し
た
。

留
萌
に
は
、
観
光
名
所
は
少
な
く
、
大
き
な
宿
泊
施
設

も
な
い
、
昔
か
ら
「
通
過
型
観
光
都
市
」
と
言
わ
れ
る
街

◆◆◆

で
し
た
。
し
か
し
、
市
内
に
は
古
い
が
合
宿
に
適
し
て
い

る
音
楽
ホ
ー
ル
（
８
０
０
席
）
と
マ
ー
チ
ン
グ
が
出
来
る

体
育
館
（
大
会
規
定
で
30
㍍
×
30
㍍
が
必
要
）
が
１
つ
の

建
物
に
あ
り
ま
す
。大
き
な
宿
泊
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

以
前
は
葬
儀
な
ど
で
大
人
数
が
宿
泊
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
何
カ
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
利
活

用
し
て
学
生
た
ち
の
宿
泊
施
設
に
出
来
る
と
考
え
だ
し
ま

し
た
。

著
名
な
音
楽
家
を
輩
出
し
た
留
萌
市
は
、
老
若
男
女
問

わ
ず
音
楽
が
大
好
き
な
街
で
す
。
63
年
前
、
そ
ん
な
マ
チ

に
留
萌
Ｊ
Ｃ
は
誕
生
し
、
初
め
て
行
っ
た
事
業
が
「
音
楽

大
行
進
」
と
い
う
事
業
で
し
た
。
街
の
宝
「
音
楽
」。
我
々

が
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
音
楽
文
化
に
も
う
一
度
光
を
当

て
よ
う
！ 

音
楽
合
宿
は
生
ま
れ
た

全
国
の
吹
奏
楽
団
体
は
、
今
や
１
万
５
千
団
体
。
そ
の

多
く
が
合
宿
を
望
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
吹
奏
楽
の
合
宿

は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
、
そ
れ
も
連
続
し
て
宿

泊
し
ま
す
。
一
時
的
で
も
そ
の
期
間
、
留
萌
市
の
人
口
を

増
や
せ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
地
域
に
新
た
な
経
済
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
に
音
楽
合
宿
に
、
新
し
い
施
設
は

い
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
既
存
の
市
内
の
施
設
を
利
用
す
れ

ば
で
き
る
し
、
学
生
の
合
宿
だ
か
ら
、
立
派
な
ホ
テ
ル
で

な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
先
生
方
の
希
望
を
叶
え
ら
れ
る

と
留
萌
Ｊ
Ｃ
が
一
手
に
手
配
を
引
き
受
け
る
形
で
始
ま
り

ま
し
た
。

２
０
１
５
年
、
日
本
国
政
府
が
掲
げ
た
「
地
方
創
生
」。

こ
の
政
策
を
拡
大
す
る
目
的
で
、
日
本
青
年
会
議
所
主
催

の
第
１
回
「
地
方
創
生
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ

◆◆◆

北
海
道
留
萌
市

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
生
ま
れ
た

 

日
本
初
の
音
楽
合
宿

中
出
　
靖
彦

一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所　

理
事
長

―
交
流
人
口
で
始
ま
っ
た
事
業
が
移
住
定
住
人
口
の
増
加
へ
―

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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ま
し
た
。
こ
れ
に
「
音
楽
合
宿
事
業
を
全
国
に
広
め
、
各

地
で
困
っ
て
い
る
吹
奏
楽
の
学
生
を
助
け
た
い
」
と
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
奇
跡
が
奇
跡
を
よ
ん
で
内
閣
府
特
命
大
臣
大

賞
（
グ
ラ
ン
プ

リ
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。
そ
の

時
の
審
査
委
員

で
内
閣
府
地
域

活
性
化
伝
道
師

の
政
所
利
子
先

生
か
ら
「
多
目

的
は
無
目
的
で

あ
り
、
こ
の
合

宿
は
吹
奏
楽
に

特
化
し
て
い
る

全
国
で
も
特
殊

な
事
例
で
す
。

さ
ら
に
文
化
と
い
う
地
域
の
タ
カ
ラ
に
着
眼
し
、
地
域
全

体
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。
ど
の
街
で
も
で
き
る
が
、
こ
の

事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
や
は
り
留
萌
の
人
情
あ
る
人
で
す

ね
」
と
の
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

音
楽
合
宿
の
効
果

３
年
目
に
な
る
と
、
音
楽
合
宿
の
効
果
が
様
々
見
え
て

き
ま
し
た
。
①
地
域
資
源
（
普
段
未
使
用
の
大
ホ
ー
ル
や

コ
ミ
セ
ン
、
食
材
な
ど
）
の
利
活
用
②
地
域
活
性
化
（
交

流
人
口
の
増
加
、
移
動
、
食
事
、
住
居
に
関
わ
る
市
内
企

業
へ
新
た
な
経
済
を
生
む
。
２
０
１
７
年
１
千
万
円
を
超

え
る
）
③
青
少
年
健
全
育
成
（
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
心
の
醸
成
な
ど
人
間
力

の
向
上
と
地
域
間
の
学
生
の
交
流
）
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
再
生
（
町
内
会
・
婦
人
部
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と

で
地
域
内
の
繋
が
り
が
復
活
）、
の
４
つ
の
効
果
で
す
。

◆◆◆

こ
の
年
、留
萌
Ｊ
Ｃ
は
「
生
徒
と
い
か
に
向
き
合
う
か
。

そ
し
て
、
大
人
と
し
て
の
姿
を
見
せ
ら
れ
る
か
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
つ
け
出
し
た
の
が
、
ど
の
効
果
も

「
人
」
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
年
の
挑
戦
は
、
３
年
間
続
い
た
北
海
道
か
ら
の
補

助
金
が
切
れ
て
、
本
当
の
意
味
で
の
自
立
自
活
の
年
で
し

た
。
実
績
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
行
政
と
タ
ッ
グ
が
組
ま

れ
、
市
内
の
施
設
使
用
料
は
留
萌
市
が
予
算
化
し
、
留
萌

市
の
第
６
次
総
合
計
画
の
中
に
Ｊ
Ｃ
と
市
民
で
共
に
創
り

上
げ
た
政
策
事
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

交
流
人
口
か
ら
定
住
移
住
人
口
へ

人
情
溢
れ
る
留
萌
人
（
る
も
い
び
と
）
の
お
も
て
な
し

や
、
日
本
海
を
は
じ
め
広
大
な
自
然
を
有
す
る
留
萌
で
の

合
宿
が
、
演
奏
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
心
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

留
萌
人
の
献
身
的
な
奉
仕
が
、
昨
年
、
一
つ
の
形

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
留
萌
に
合
宿
で
訪
れ

た
生
徒
が
、
２
年
連
続
で
４
人
も
市
内
企
業
や
行

政
へ
就
職
し
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
東
京
の
音

楽
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
安
西
裕
司
氏
が

こ
の
活
動
に
共
感
し
、
初
の
「
音
楽
専
門
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
小

さ
な
成
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
留
萌
人
に
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。人
口
減
少
問
題
へ
の
歯
止
め
、

こ
れ
が
地
方
創
生
の
本
当
の
事
業
で
あ
る
な
ら

ば
、
今
後
も
そ
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
諦
め
た
く

は
な
い
。
６
年
目
を
迎
え
、
一
般
社
団
法
人
留
萌

青
年
会
議
所
は
、
日
本
で
「
い
ち
ば
ん
」
の
音
楽

合
宿
の
街
を
市
民
と
共
に
目
指
し
ま
す
。

◆◆◆த੢ढ़࢘ཹ๖ࢢ௕ʢࠨʣͱ஍Ҭ͓͜͠ୂྗڠͷ҆੢༟࢘ୂһʢਅΜதʣ

஍Ҭͷொ಺ձͷํ͕͝൧Λఏͨͬͩͯ͘͞͠ڙͱ͖ͷ෩ܠ

࿅शձ৔ͷཹ๖ࢢจԽηϯλʔେϗʔϧʹͯߍߴੜͱͷू߹ࣸਅ
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理
想
の
田
舎
を
創
る
運
動

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
、
空
知
地
方
に
滝
川
市
が
あ
り
ま

す
。
札
幌
か
ら
北
へ
電
車
で
50
分
、
旭
川
か
ら
は
南
へ
30

分
、
大
雪
山
系
を
源
流
と
す
る
石
狩
川
と
空
知
川
が
合
流

す
る
三
角
地
に
滝
川
市
は
位
置
し
ま
す
。
人
口
４
万
人
、

周
り
の
炭
坑
の
隆
盛
に
支
え
ら
れ
、
商
業
・
交
通
の
要
地

と
し
て
繁
栄
し
た
町
で
し
た
。

河
川
敷
に
作
ら
れ
た
日
本
一
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
飛
行
場

は
滝
川
の
自
慢
で
す
。
し
か
し
、
私
達
は
他
に
特
別
な
物

が
な
い
こ
と
に
こ
そ
、
滝
川
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
工
場
が
な
く
、
交
通
量
が
少
な
く
、
従
っ
て
町
並

み
は
汚
れ
て
い
な
い
し
、
騒
音
も
な
い
。
ま
し
て
や
滝
川

に
公
害
問
題
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
畑
や
丘
陵
が
連

な
り
、
林
が
拡
が
る
美
し
い
田
園
風
景
が
あ
り
ま
す
。
丸

加
高
原
か
ら
見
る
空
知
地
方
の
雄
大
な
眺
望
は
誰
も
が
感

嘆
の
声
を
あ
げ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◆◆◆

し
か
し
、駅
と
駅
前
の
衰
退
は
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
て
、

有
効
な
手
当
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
活
の
た
め
の

職
場
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
人
が
住
む
た
め
の
魅
力
が
乏

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
に
築
か
れ
た
多
く
の
施
設
が

遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
反
省
し
、
歴
史
遺
産
の

保
存
に
お
い
て
も
「
新
し
い
発
想
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。滝

川
の
新
し
い
魅
力
を
創
る
こ
と
で
、
外
か
ら
「
人
が

集
ま
る
滝
川
」
に
し
た
い
。
素
晴
ら
し
い
「
人
」
と
「
芸

術
に
触
れ
る
」
機
会
を
数
多
く
提
供
し
た
い
。
滝
川
の
歴

史
遺
産
と
自
然
環
境
を
利
用
し
た
新
し
い「
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
た
い
。
美
し
い
景
観
の
滝
川
を
創
り
た
い
。
私

達
は
こ
れ
ら
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

活
動
内
容

２
０
０
３
年
２
月
、
私
達
は
「
五
十
嵐
ア
ー
ト
塾
」
を

◆◆◆

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ア
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
太
郎
吉
蔵
」（
略

称
Ａ
．Ｃ
．Ｔ
．） 

は
、
会
員
の
方
の
会
費
や
募
金
な
ど
を

運
営
・
活
動
資
金
と
す
る
非
営
利
の
自
主
・
独
立
し
た
民

間
団
体
で
す
。

○
太
郎
吉
蔵

滝
川
駅
近
く
に
あ
る
「
太
郎
吉
蔵
」
は
、
商
業
地
と
し

て
繁
栄
を
誇
っ
た
頃
の
滝
川
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
建

築
で
す
。
２
０
１
０
年
12
月
に
滝
川
市
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た

１
９
２
６
年
に
、
滝
川
商
工
会
や
北
海
道
商
工
会
の
初

代
会
頭
を
務
め
る
な
ど
滝
川
商
業
界
の
代
表
的
人
物
で
あ

る
五
十
嵐
太
郎
吉
が
五
十
嵐
酒
造
店
の
醸
造
米
の
貯
蔵
倉

庫
と
し
て
建
設
し
ま
し
た
。
美
瑛
軟
石
と
推
定
さ
れ
る
木

骨
石
造
り
約
１
７
０
平
方
㍍
の
建
物
で
、
戦
後
、
醸
造
業

か
ら
撤
退
し
た
後
は
食
料
品
問
屋
、
株
式
会
社
五
十
嵐
商

店
の
倉
庫
と
し
て
１
９
７
０
年
ま
で
使
わ
れ
ま
し
た
。
少

年
五
十
嵐
威
暢
と
そ
の
友
人
達
の
遊
び
場
で
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
貴
重
な
建
造
物
が
取
り
壊
さ
れ
る
歴
史
の
中

で
、
２
０
０
４
年
、
私
達
は
先
ず
、
こ
の
蔵
を
魅
力
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
空
間
と
し
て
再
生
し
、
芸
術

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
五
十
嵐
ア
ー
ト
塾
の
会
場
、
さ
ら
に

は
地
元
を
始
め
、
希
望
の
方
々
に
貸
し
ホ
ー
ル
と
し
て
使

っ
て
い
た
だ
く
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

滝
川
に
点
在
す
る
歴
史
遺
産
は
、
日
常
的
に
使
わ
れ
て

来
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
美
し
い
自
然
に
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る
絵
葉
書
の
よ
う
な
美
し
さ
で
は
な
く
、
北
海
道

で
あ
れ
ば
普
通
の
風
景
で
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活
に
溶

け
込
ん
だ
普
通
の
建
造
物
や
風
景
こ
そ
、
多
く
の
人
が
憧

北
海
道
滝
川
市

―
歴
史
遺
産
を
保
存
し
、
活
用
し
な
が
ら

 

未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
―

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
挑
戦

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

矢
口
　
和
久

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
太
郎
吉
蔵

事
務
局
長
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れ
、
共
感
を
覚
え
る
大
切
な
環
境
で
す
。

こ
の
よ
う
な
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
遺
産
を
保
存
し
、

活
用
し
な
が
ら
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
私
達

の
活
動
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
Ａ
．Ｃ
．Ｔ
．が
行
っ
た
成
功
事
例
を
二
つ
挙
げ

ま
す
。

○  

﹁
た
き
か
わ
紙
袋
ラ
ン
タ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂

http://w
w

w
.lantern-takikaw

a.jp/

豪
雪
地
帯
で
冬
に
人
通
り
も
絶
え
が
ち
な
中
心
市
街
地

商
店
街
を
舞
台
と
し
た
紙
袋
ラ
ン
タ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
紙
袋
に
様
々
な
絵
付
け
や
カ
ッ
ト
を
施
し
ロ
ウ
ソ
ク

を
灯
し
一
夜
を
楽
し
む
た
っ
た
３
時
間
の
お
祭
り
）
を
継

続
し
て
開
催
し
て
き
て
い
る
。
五
十
嵐
威
暢
氏
発
案
。
初

回
か
ら
８
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
、
さ
ら
に
市
内
外
に
広
め
た

い
と
２
０
１
１
年
以
降
現
在
に
至
っ
て
は
市
内
有
志
が
集

い
実
行
委
員
会
形
式
と
な
り
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
好
評

を
得
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
気
軽
に
ア
ー
ト

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
近
隣
や
札
幌
、
釧
路
、
宮
城
県

女
川
町
や
岩
手
県
大
槌
町
な
ど
に
も
広
ま
っ
て
来
て
い

る
。

○  

﹁
太
郎
吉
蔵
デ
ザ
イ
ン
会
議
﹂

http://designconference.jp/2018/

デ
ザ
イ
ン
の
近
未
来
を
真
摯
に
語
り
合
い
ア
ー
ト
を
楽

し
み
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
３
日
間

の
「
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
・
タ
キ
カ
ワ
」
後
の
「
太
郎
吉

蔵
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
新
し

い
シ
ー
ン
が
滝
川
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
五
十
嵐
威
暢
実
行
委
員
長
の
思
い
は
、
予
想
を
上
回

る
勢
い
で
伝
わ
り
１
２
０
名
の
定
員
数
に
達
し
た
。
道
外

か
ら
半
数
残
り
は
東
京
等
道
外
か
ら
の
参
加
。
一
般
参
加

者
に
加
え
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多
数

参
加
。
都
内
で
も
滅
多
に
実
現
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
贅

沢
な
メ
ン
バ
ー
構
成
と
な
る
。
他
に
も
市
内
の
公
園
や
田

園
風
景
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
等
内
容

は
盛
り
沢
山
。
多
く
の
参
加
者
か
ら
絶
賛
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
頼
ら
ず
開
催

費
用
を
参
加
者
で
頭
割
り
で
賄
う
新
方
式
で
行
わ
れ
会
議

の
パ
ネ
リ
ス
ト
含
む
全
員
が
旅
費
及
び
運
営
費
を
個
々
に

負
担
し
た
。（
Ａ
．Ｃ
．Ｔ
． Ｅ
ｉｇ
ｈ
ｔ 

Ｙｅ
ａ
ｒ 

Ｒｅ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ 

２
０
０
０

⊖

２
０
０
７ 

羽
田
麻
子
氏
寄
稿
よ
り
抜
粋
）ଠ࿠٢ଂσβΠϯձٞ

ଠ࿠٢ଂ಺؍　© ञҪ࢘޿

ଠ࿠٢ଂ֎؍　© ञҪ࢘޿
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特 集
過
疎
地
域
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

青
森
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
、
人
口
約
23
万
人
の
八

戸
市
。「
南
郷
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
市
の
面
積

の
約
３
分
の
１
を
占
め
る
南
郷
地
域
を
舞
台
に
２
０
１
１

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ア
ー
ト
で
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

事
業
の
き
っ
か
け
は
、
小
林
眞
市
長
が
、
ア
ー
ト
で
ま

ち
を
活
性
化
す
る
「
ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
政
策
に

掲
げ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
２
０
０

５
年
に
旧
八
戸
市
と
合
併
し
た
旧
南
郷
村
で
し
た
、
人
口

５
１
０
０
人
ほ
ど
の
エ
リ
ア
で
す
。

農
村
地
帯
で
あ
る
南
郷
地
域
は
、
住
ん
で
い
る
方
の
顔

が
見
え
る
よ
う
な
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
築
か
れ
て
お
り
、

そ
の
結
束
力
を
活
か
し
、
村
時
代
だ
っ
た
１
９
９
０
年
か

ら
現
在
ま
で
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
過

◆◆◆

疎
高
齢
化
に
よ
る
、
産
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い

手
不
足
、
学
校
の
統
廃
合
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

移
住
者
を
増
や
す
こ
と
が
直
接
的
な
解
決
方
法
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
南
郷
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ア
ー
ト
と
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
仕
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
住
民
が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
住
ん
で

い
る
方
に
地
域
の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
も
狙

い
と
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
２
０
０
８
年
に
開
館
し
た
南
郷
文
化
ホ
ー
ル

を
活
か
す
こ
と
、
神
楽
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
盛
ん
で
、
身

体
表
現
が
暮
ら
し
の
な
か
に
溶
け
込
ん
で
い
る
環
境
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
こ
と
の

あ
る
職
員
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
企
画
立
案
、
地

域
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
調
整
役
と
し
て
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
経
験
の
あ
る
専
門
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
行
政
と
南
郷
文
化
ホ
ー
ル
の
職
員
が
加
わ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

は
じ
ま
り
は
奇
想
天
外
パ
レ
ー
ド

最
初
の
企
画
は
、
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
の
森
下
真
樹
さ

ん
と
一
緒
に
行
っ
た
、
南
郷
に
馴
染
み
の
あ
る
ジ
ャ
ズ
と

ダ
ン
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
野
外
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。「
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
何
だ
」
と
い
う
反
応
か
ら
始
ま

り
な
が
ら
も
、
自
治
会
や
学
校
、
民
俗
芸
能
団
体
な
ど
に

説
明
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
た
ら
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
日
。
地
元
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
に
あ

わ
せ
て
、
森
下
さ
ん
が
道
を
練
り
歩
く
と
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
も
つ
い
て
き
て
踊
り
だ
し
ま
し
た
。
地
元
の
神
楽

や
虎
舞
の
披
露
も
あ
り
、
最
後
は
小
学
校
の
校
庭
で
、
み

ん
な
で
創
作
盆
踊
り
。
気
づ
け
ば
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、

２
日
間
で
６
０
０
人
ほ
ど
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
出
演
し
て
く
れ
た
地
元
消
防
団
は
、
今
で
も

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
地
域
の
夏
祭
り
は

も
ち
ろ
ん
、
南
郷
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
連
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
田
ん
ぼ
を
使
っ
て
、
地
域
住
民
で
な

く
て
も
参
加
で
き
る
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
る
な
ど
、次
世
代
の
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
の
成
功
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
追
い
風
と
な

り
、
多
く
の
地
域
の
方
に
出
演
者
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ

ポ
ー
ト
と
い
う
形
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ

◆◆◆

青
森
県
八
戸
市

―
地
域
資
源
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
が

 

融
合
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
―

過
疎
地
域
で
ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

高
橋
　
麻
衣

八
戸
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
推
進
室 

芸
術
環
境
創
造
専
門
員
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ま
で
様
々
な
企
画
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
統
廃
合
と
な
る
３
つ
の
小
学
校
で
は
、「
学

校
の
記
憶
を
残
す
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
ダ
ン
サ
ー

と
児
童
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
先
生
、
地
域
の
方
が
出
演
し
、
ダ
ン

ス
映
画
を
製
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
郷
文
化
ホ
ー
ル
を

活
用
し
、
八
戸
の
民
俗
芸
能
「
え
ん
ぶ
り
」
を
地
域
の
方

か
ら
習
っ
て
創
作
し
た
舞
踏
作
品
や
、
地
元
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
新
た
な
ダ
ン

ス
作
品
な
ど
を
上
演
し
、
ホ
ー
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
、
新
た
な
観
客
の
獲
得
に
も
努
め
ま
し
た
。

今
で
は
「
南
郷
ア
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
も
地
域
に
定
着

し
、「
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
や
っ
て
よ
」
と
い
う
う
れ

し
い
リ
ク
エ
ス
ト
ま
で
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

８
年
目
に
生
ま
れ
た
芸
術
祭 

◆◆◆

２
０
１
８
年
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
多
く
の
方

に
見
て
も
ら
う
た
め
に
、「
な
ん
ご
う
小
さ
な
芸
術
祭
」

を
開
催
。
芸
術
祭
で
は
、
演
劇
や
展
示
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
、
ダ
ン
ス
以
外
の
新
た
な
試
み
も
加
え
な
が
ら
も
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
地
域
の
方
と
丁
寧
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

か
つ
て
、
出
稼
ぎ
と
し
て
、
多
く
の
村
民
が
捕
鯨
漁
に

従
事
し
て
い
た
歴
史
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
演
劇
公
演
で

は
、
実
際
に
捕
鯨
漁
に
行
か
れ
た
方
に
、
演
出
兼
脚
本
を

務
め
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
こ

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
元
に
作
品
を
創
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
が
盛
ん
な
地
域
性
を
活
か
し
、
地
元
八

戸
で
演
劇
に
携
わ
る
方
が
出
演
し
ま
し
た
。
公
演
に
は
捕

鯨
漁
に
行
か
れ
た
方
も
来
て
く
だ
さ
り
、
終
演
後
に
互
い

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
う
一
幕
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
高
齢
者
か
ら
聞
き
集
め
た
、
昔
の
暮
ら
し
や

個
人
の
思
い
出
の
お
話
を
カ
ル
タ
に
し
、
そ
の
原
画
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
写
真
を
展
示
し
た
り
、
地
域
の
方
を
講

師
に
招
き
、
南
郷
の
食
文
化
を
体
験
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
り
、
会
期
中
は
南
郷
の
様
々
な
魅
力
を
体
験
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
23
日
間
で
約
８
６
０
０
人
の

来
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら

南
郷
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
９
年
目
を
迎
え
た
中

で
、
今
、
八
戸
市
の
「
ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
状
況

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
八
戸
市
美
術
館
は
、「
ア
ー
ト
の
ま
ち

づ
く
り
」
が
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
南
郷
地
域
だ
け

で
な
く
全
市
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
向
へ
と
舵

を
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
と
き
に
、
南

郷
地
域
に
は
よ
り
自
発
的
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で

鍵
を
握
る
の
が
、
こ
れ
ま
で

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
歩
ん
で

き
た
南
郷
文
化
ホ
ー
ル
や
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
地
域
の
方
々
で
す
。

彼
ら
が
秘
め
て
い
る
、
地
域

で
何
か
や
り
た
い
と
い
う
思

い
に
対
し
て
、
ア
ー
ト
が
カ

ン
フ
ル
剤
と
な
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
併
走
し
続
け
て
い

き
ま
す
。

◆◆◆

ͳΜ͝͏Χϧλͷݪըలࣔ

ౡक஍ҬΛ෣୆ʹͨ͠δϟζͱμϯεͷύϨʔυ

஍ݩফ๷ஂһʹΑΔύϑΥʔϚϯεϢχοτ
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４
０
０
０
年
間
次
の
世
代
に 

バ
ト
ン
を
繋
げ
続
け
て
き
た
場
所

山
形
県
長
井
市
西
根
地
区
は
朝
日
連
峰
の
麓
に
位
置

し
、
山
々
と
田
畑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。

昭
和
52
年
に
行
わ
れ
た
調
査
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
発

掘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
西
根
地
区
に
は
約
４
０
０
０
年
前

と
い
う
太
古
の
昔
よ
り
人
々
が
寄
り
添
い
暮
ら
し
を
営

み
、
根
を
張
り
生
き
続
け
て
き
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
大
き
な
こ
と
を
言
え
ば
「
４
０
０
０
年
も
の

長
い
間
、
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
繋
げ
続
け

て
き
た
場
所
」
と
言
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
き
っ
と
こ
の

場
所
に
は
次
の
世
代
を
信
じ
る
心
、
そ
し
て
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
受
け
入
れ
若
者
に
託
す
心
が
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
の
後
、
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
「
長
者
屋
敷
遺
跡
」
周

◆◆◆

辺
に
資
料
館
や
記
念
公
園
が
整
備
さ
れ
、
連
な
る
山
々
と

共
に
四
季
折
々
の
姿
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
っ
か
け

私
は
同
市
内
の
中
央
部
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
実

は
高
校
生
に
な
る
ま
で
こ
の
場
所
の
存
在
を
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
場
所
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
足
繁
く
通

う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
場
所
を
も
っ
と
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
「
ぼ
く
ら
の
文
楽
」
を
始
め
た
最
初
の
き
っ

か
け
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
私
は
た
だ
漠
然

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

こ
の
思
い
を
頭
の
片
隅
に
留
め
て
暮
ら
し
て
い
く
中
で

大
き
な
き
っ
か
け
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
中
学
時
代

◆◆◆

か
ら
ず
っ
と
続
け
て
き
た
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
山
形
市

に
あ
る
営
業
を
止
め
て
し
ま
っ
た
映
画
館
を
利
用
し
て
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
２
０

０
８
年
の
こ
と
で
す
。
当
時
山
形
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
な
音
楽
シ
ー
ン
は
、
同
世
代
の
友
人
た
ち
が
地
道
に
音

楽
活
動
を
続
け
努
力
し
楽
し
さ
を
伝
え
て
き
た
こ
と
か

ら
、
全
国
的
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
友
人
た
ち
が
手

を
取
り
合
い
１
つ
の
音
楽
フ
ェ
ス
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

映
画
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ｄ
ｏ 

ｉ
ｔ 

２
０
０
８
」
と
言

う
名
の
音
楽
フ
ェ
ス
で
、
２
日
間
共
に
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売

し
、
お
よ
そ
２
６
０
０
人
の
来
場
を
記
録
し
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
主
催
者
の
一
人
と
し
て
成
功
裏
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
た
の
は
本
当
に
嬉
し
く
、
友
人
た
ち
と
過
ご
し

た
多
く
の
時
間
は
何
に
も
代
え
難
く
感
慨
深
い
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
映
画
館
の
周
り
で
お
店
を
営
ん

で
い
る
方
や
、
コ
ン
ビ
ニ
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
に
ま
で

「
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
こ
の
通
り
を
歩
い
た
の

は
見
た
こ
と
が
な
い
！
」「
ぜ
ひ
続
け
て
く
だ
さ
い
！
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
に
驚
き
、
幸
せ
を
感
じ
た
こ
と
は
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
、
自
分
た
ち
が
や

っ
て
い
る
こ
と
は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人

を
少
し
で
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
ん
だ
と
感
じ
、

頭
の
片
隅
に
置
い
て
お
い
た
地
元
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を

思
い
出
し
、
あ
の
場
所
で
音
楽
フ
ェ
ス
を
し
た
い
と
強
く

思
っ
た
の
で
す
。

ぼ
く
ら
の
文
楽
の
５
つ
の
軸

２
０
１
１
年
９
月
、
西
根
地
区
の
古
代
の
丘
で
第
１
回

◆◆◆

山
形
県
長
井
市

―
「
思
い
出
づ
く
り
」
の
場
を
創
出
し
、

 

地
元
へ
の
愛
着
を
育
む
―

船
山
　
裕
紀

ぼ
く
ら
の
文
楽
実
行
委
員
会

音
楽
と
カ
ル
チ
ャ
ー
の

 
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ぼ
く
ら
の
文
楽
」

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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ぼ
く
ら
の
文
楽
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
私
自
身
、
結
婚

や
娘
の
誕
生
な
ど
環
境
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
し
、
仕
事

や
暮
ら
し
を
営
む
上
で
蓄
積
し
て
き
た
経
験
を
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
還
元
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
ご
家
族
も
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
母
子
休
憩
室
や
授
乳
室
な
ど
を
設

け
、
ま
た
、
子
供
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
多
数
行
い

「
子
ど
も
が
参
加
し
や
す
い
フ
ェ
ス
で
あ
る
こ
と
」、
音
楽

ス
テ
ー
ジ
の
進
行
と
並
行
す
る
形
で
レ
ク
チ
ャ
ー
ス
テ
ー

ジ
を
設
け
、
専
門
家
を
お
呼
び
し
て
講
義
を
開
く
「
大
人

に
学
び
の
機
会
が
あ
る
こ
と
」、
地
酒
や
長
井
紬
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
け
ん
玉
な
ど
を
商
品
化
し
「
地
元
の
お
土
産
を

作
る
こ
と
」、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
を
分
解
し
若
年
層
世

帯
の
移
住
・
定
住
目
標
数
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
す
る
「
目
的
を
数
値
化
し
表
示
す
る
こ
と
」、
最
後
に

こ
の
フ
ェ
ス
が
10
年
後
ま
で
続
く
こ
と
を
明
言
す
る
「
終

わ
り
を
明
確
に
し
継
続
の
約
束
を
す
る
こ
と
」
の
５
つ
を

軸
に
ぼ
く
ら
の
文
楽
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
ぼ
く
ら
の
文
楽
「
10
年
計
画
書
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
う
し
て

始
ま
っ
た
ぼ
く
ら
の
文
楽
は
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
ま

す
。
規
模
や
形
を
変
え
な
が
ら
９
年
間
と
い
う
長
い
間
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
１
年
に
１
度
会
場
に
集
う
頼
も
し

い
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
そ
し
て
前
述
の
通
り
、
次

の
世
代
を
信
じ
る
心
、
そ
し
て
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受

け
入
れ
若
者
に
託
す
心
が
西
根
地
区
に
あ
る
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

思
い
出
と
い
う
次
世
代
へ
の
バ
ト
ン

◆◆◆

西
根
地
区
の
草
岡
新
町
と
い
う
お
よ
そ
60
世
帯
で
構
成

さ
れ
る
集
落
に
移
住
し
６
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
こ
に
越

し
て
き
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
数
が
と

て
も
多
い
の
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で

す
が
、
当
地
域
の
人
口
推
移
や
年
齢
別
の
人
口
グ
ラ
フ
を

見
る
と
、
そ
の
言
葉
が
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
住
民
に
話
を
聞
き
、
実
際
に
住
ん
で
み
て

わ
か
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
言
で
言
え
ば
住
民

が
こ
の
地
域
に
帰
属
意
識
、
所
謂
「
思
い
出
」
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

30
代
～
40
代
の
多
く
は
子
供
の
頃
に
こ
の
地
域
で
多
く

の
祭
り
ご
と
や
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
き
た
そ
う
で

す
。
こ
の
小
さ
な
集
落
で
花
火
大
会
を
行
っ
た
り
、
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
お
祭
り
を
復
活
さ
せ
る
と
い
っ
た
若
者

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
彼
ら
は
目
の
当
た
り
に
し
、
子
ど
も
会

を
通
し
て
役
割
を
も
ら
い
体

験
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

彼
ら
が
人
生
の
岐
路
に
立
っ

た
時
、「
思
い
出
」
を
手
繰

り
寄
せ
、
暮
ら
し
の
場
と
し

て
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
域

を
選
び
、
根
を
張
り
、
生
活

を
営
ん
で
い
ま
す
。
今
、
私

た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、
効

率
化
の
波
に
押
し
切
ら
れ
る

こ
と
な
く「
思
い
出
づ
く
り
」

が
出
来
る
場
の
創
出
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
べ
き
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
次
世

代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
で

す
。

༡͕ٔࣨԻָεςʔδ

ମҭؗͰϚϧγΣ

ެຽؗͷ࿨͕ࣨ༡ͼ৔
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「
柏
ら
し
さ
」
を
目
指
す

柏
市
は
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約
42
万
人

の
中
核
市
で
す
。
東
京
か
ら
電
車
で
30
分
と
利
便
性
も
良

く
、
特
に
休
日
は
多
く
の
若
者
が
買
い
物
に
訪
れ
る
い
わ

ゆ
る
商
業
都
市
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

柏
の
音
楽
シ
ー
ン
は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
駅
前

に
集
ま
る
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
対
し
、
２
０

０
５
年
に
一
定
の
規
則
（
通
称
：
柏
ル
ー
ル
）
を
順
守
し

登
録
す
る
こ
と
で
堂
々
と
演
奏
が
で
き
る
制
度
を
整
備
し

た
こ
と
で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
柏
市
第
五
次
総

合
計
画
の
中
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
音
楽
の
街
か
し
わ
の
創

出
」
の
礎
は
、
こ
れ
ら
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

活
動
や
全
国
区
の
知
名
度
を
持
つ
柏
市
立
柏
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
活
躍
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
地
で
「
音
楽
の
街
」
を
掲
げ
精
力
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
自
治
体
が
増
加
す
る
中
、
デ
パ
ー
ト
の
閉

◆◆◆

店
な
ど
明
る
い
話
題
が
減
っ
て
い
る
柏
市
で
は
、
よ
り
柏
ら

し
さ
を
追
求
し
さ
ら
な
る
「
音
楽
の
街
」
の
実
現
と
賑
わ
い

の
創
出
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

レ
ベ
ル
が
高
い
吹
奏
楽

ま
ず
柏
の
音
楽
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
「
吹
奏

楽
」
で
す
。
柏
市
立
柏
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
通
称
：
イ

チ
カ
シ
）
は
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
常
連
校
と
し
て
全
国

で
も
有
名
で
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
出
演
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
演
奏
会
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
今
や
世
界
を
舞
台
に

活
躍
す
る
吹
奏
楽
部
で
す
。
そ
の
他
地
域
の
演
奏
会
や
お

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
年
30
回
以
上
も
参
加
し
て
お
り
、

地
元
で
イ
チ
カ
シ
の
演
奏
に
触
れ
た
市
民
は
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
し
フ
ァ
ン
に
な
る
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
か
し
わ
塾
」
は
、
憧
れ
の
イ
チ
カ
シ
の
先
輩
と
一

緒
に
練
習
で
き
る
と
あ
っ
て
15
年
以
上
続
く
大
人
気
の
講

◆◆◆

座
で
す
。
余
談
で
す
が
、
小
学
校
時
代
受
講
し
た
児
童
が

市
の
職
員
と
な
り
、
現
在
こ
の
講
座
の
担
当
を
し
て
い
ま

す
。
何
だ
か
嬉
し
い
縁
で
す
よ
ね
。

こ
れ
ら
の
成
果
も
あ
っ
て
市
内
の
小
・
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
は
と
も
に
レ
ベ
ル
が
高
く
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
柏
の

吹
奏
楽
は
イ
チ
カ
シ
を
中
心
に
裾
野
を
広
げ
、
今
で
は
市

内
あ
ち
こ
ち
で
高
い
水
準
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
柏
な
ら
で
は
の
文
化
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
役

一
方
で
、
２
０
１
７
年
４
月
、
こ
れ
ま
で
柏
の
音
楽
を

支
え
て
き
た
市
民
団
体
、
事
業
所
、
施
設
、
教
育
機
関
、

公
共
団
体
ら
が
集
結
し
、
連
携
し
て
３
６
５
日
柏
の
音
楽

を
育
て
内
外
に
発
信
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
音
楽
の
街
か
し
わ
実
行
委
員
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

柏
で
は
、
市
内
８
カ
所
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
会
場
と
し

た
フ
ェ
ス
な
ど
の
大
規
模
な
も
の
か
ら
、
飲
食
店
で
行
う

ラ
イ
ブ
の
よ
う
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
も
の
ま

で
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
日
々
溢
れ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
市

民
団
体
や
企
業
あ
る
い
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ら
を
「
柏
の

賑
わ
い
を
演
出
す
る
主
役
」
と
位
置
付
け
、
市
民
主
体
の

活
動
を
で
き
る
だ
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
柏
ら
し
さ
に
繋
が
る
と
考
え
た
の
で
す
。

新
た
な
挑
戦
へ

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

◆◆◆◆◆◆

千
葉
県
柏
市

―
市
民
が
集
ま
る
場
所
で

 
吹
奏
楽
や
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
―

横
山
　
左
千
江

柏
市
教
育
委
員
会
文
化
課　

副
主
幹

「
音
楽
の
街
」
で
賑
わ
い
創
出

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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ン
の
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ（
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
）

を
活
用
し
、
柏
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
か
し
わ
Ｍｕ
ｓ
ｉｃ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
で
行
わ
れ

て
い
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
広
く

発
信
す
る
も
の
で
、
現
在
３
０
０
回
以
上
の
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
順
調
に
視
聴
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
ア

プ
リ
の
認
知
度
に
加
え
、
映
り
込
み
や
出
演
交
渉
な
ど
課

題
も
含
め
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
柏
ゆ
か
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
２
組
を
「
か
し

わ
音
楽
大
使
」
に
任
命
し
ま
し
た
。
音
楽
が
盛
ん
な
柏
の

様
子
を
全
国
各
地
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
に
は
、
地
元
出
身
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野

く
ん
と
パ
ッ
パ
ラ
ー
河
合
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
音
楽
大

使
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
も
か
し

わ
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉｃ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
で
配
信
さ
れ
、
会
場
に
来
ら
れ

な
か
っ
た
多
く
の
方
か
ら
感
謝
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
柏
レ
イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
連
動
し
た

企
画
「
ま
ち
か
ど
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
イ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
柏
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
サ
ッ

カ
ー
と
音
楽
を
結
び
付
け
た
も
の
で
、
駅
前
で
柏
代
表
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
ア
ウ
ェ
イ
チ
ー
ム
の
街
で
活
動
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
「
音
楽
対
決
」
に
よ
り
勝
者
を
決
定

す
る
も
の
で
す
。
ス
タ
ジ
ア
ム
に
向
か
う
両
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
足
を
止
め
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
音
楽
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
層
へ
「
音
楽

の
街
か
し
わ
」
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
が
自
然
に
集
ま
る
場
所
で

現
在
、
人
々
が
興
味
を
持
つ
対
象
は
多
様
化
し
、
興
味

の
な
い
分
野
の
情
報
は
自
分
か
ら
得
よ
う
と
し
な
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
駅
前
広
場
や
商
業
施
設
な
ど
市

民
が
自
然
に
集
ま
る
場
所
で
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
市
・
市
民
団
体
・
企
業
と
共
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
人
が
集
ま
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
多
く
の
市
民
が
い
る
場
所
へ
出
向
く
の

◆◆◆

で
す
。
音
楽
に
興
味
が
有
る
無
し
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
買
い

物
や
食
事
の
つ
い
で
に
音
楽
を
聞
く
、
時
に
は
無
料
配
布

の
シ
ェ
イ
カ
ー
で
演
奏
に
参
加
で
き
る
気
軽
な
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
子
ど
も
達
が

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
っ
た
り
、
青
春
時
代
を

思
い
出
し
胸
が
熱
く
な
っ
て
い
る
大
人
が
い
た
り
と
楽
し

み
方
は
本
当
に
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

芽
生
え
る
柏
へ
の
思
い
、
そ
れ
を
パ
ワ
ー
に

私
た
ち
が
現
場
に
い
て
思
う
こ
と
は
、
音
楽
に
は
人
の

心
を
動
か
す
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
演
奏
を
聞
く
人
、
演
奏
を
す
る
人
、
そ
れ
を
届

け
た
い
と
思
う
人
が
一
丸
と
な
っ
て
音
楽
活
動
に
携
わ

り
、
柏
へ
の
愛
着
を
高
め
て
い
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
作

り
上
げ
る
そ
ん
な
環
境
こ
そ
が
私
達
の
目
指
す
「
音
楽
の

街
」
と
な
る
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
柏
が
好
き
！
」

を
原
動
力
に
今
日
も
私
た
ち
は
挑
戦
を
し
続
け
ま
す
。

◆◆◆

ΠϕϯτࢀՃه೦ͱͯ͠഑෍͍ͯ͠Δख࡞ΓϛχγΣΠΧʔ
͜ΕΛͯͬ࢖Ұॹʹԋ૗͢Δίʔφʔ΋

ӺલಛઃεςʔδͰ։ͨ͠࠵ʮദ dF ਧ૗ָͺʙΓʙʯ
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石
川
県
珠
洲
市
は
能
登
半
島
の
最
先
端
に
位
置
し
ま

す
。
１
９
５
４
年
に
市
制
が
開
始
さ
れ
た
当
時
の
人
口
は

３
万
８
千
人
で
し
た
が
、
現
在
で
は
１
万
４
千
人
ま
で
減

少
し
、本
州
で
最
も
人
口
が
少
な
い
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
人
口
統
計
予
測
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
約
半
分

の
７
千
人
ま
で
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
驚
き
の
予
測
が

出
て
い
ま
す
。

で
は
、
少
子
高
齢
化
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
珠
洲

市
の
生
活
は
、
暗
く
貧
し
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
む

し
ろ
、
全
く
逆
で
す
。
豊
か
な
里
山
里
海
の
資
源
を
享
受

し
、
集
落
な
ど
の
共
同
体
を
ベ
ー
ス
に
し
た
相
互
扶
助
が

あ
り
、
祭
礼
に
な
る
と
赤
の
他
人
で
あ
っ
て
も
自
宅
に
招

き
入
れ
て
も
て
な
す
「
ヨ
バ
レ
」
と
呼
ば
れ
る
文
化
が
今

で
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
豊
潤
な
生
活
文
化
が

根
付
く
珠
洲
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
、

移
住
、
定
住
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
珠
洲
市
内
全
域

を
会
場
と
し
て
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
を
開
催
し

ま
し
た
。

越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
（
新
潟
県
）
や
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
（
岡
山
・
香
川
両
県
）
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
芸

術
祭
を
手
が
け
る
北
川
フ
ラ
ム
氏
を
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
迎
え
、
11
の
国
と
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
39
組
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品
は
岬
め
ぐ
り
の
新
た
な
目
印
と
な

り
、
珠
洲
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
珠
洲
の
魅
力
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
豊
か
な

里
山
里
海
や
黒
瓦
が
輝
く
集
落
、
に
ぎ
や
か
な
祭
礼
な
ど

は
ど
れ
も
魅
力
的
な
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
芸
術
祭
を
通

し
て
、
珠
洲
に
住
む
人
と
そ
の
生
き
方
が
最
大
の
魅
力
な

の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

お
も
て
な
し
の
力

特
に
、
地
域
住
民
の
お
も
て
な
し
は
、
珠
洲
の
魅
力
を

最
も
感
じ
ら
れ
る
場
面
で
し
た
。
芸
術
祭
で
は
、
地
域
住

◆◆◆

民
と
地
域
外
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

協
働
に
よ
っ
て
作
品
が
制
作
さ
れ
、
芸
術
祭
会
期
中
に
は

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
地
域
住
民
と
芸
術

祭
の
関
わ
り
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
来
場
者
の
受
け
付
け

対
応
、
作
品
の
説
明
、
ツ
ア
ー
バ
ス
の
ガ
イ
ド
、
食
堂
の
運

営
、
開
館
前
の
掃
除
、
会
場
周
辺
の
草
刈
、
来
場
者
へ
の

振
舞
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
交
通
誘
導
な
ど
、
例
を
挙
げ
れ
ば

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
作
品
制
作
時
に
も
、
作
品
展
示
会

場
の
掃
除
や
資
料
・
作
品
材
料
の
提
供
、
長
期
滞
在
作
家

へ
の
差
し
入
れ
な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
で
珠
洲
に
住
む
人
々
の

お
も
て
な
し
の
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作
家
と
の

新
た
な
縁
が
で
き
、
作
品
が
撤
去
さ
れ
た
後
に
も
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。

芸
術
祭
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
訪
れ
た
来
場
者

も
、
力
強
い
作
品
の
数
々
を
通
し
て
、
珠
洲
の
美
し
い
自

然
景
観
や
街
並
み
に
目
を
向
け
、
珠
洲
に
住
む
人
々
の
お

も
て
な
し
に
感
動
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の

作
品
を
思
い
浮
か
べ
て
も
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

住
民
の
姿
が
と
も
に
思
い
浮
か
ぶ
と
い
っ
て
も
大
げ
さ
で

は
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
地
域
住
民
が
芸
術
祭
に
関
わ
っ
た

こ
と
で
、「
最
果
て
」
と
い
う
現
代
社
会
で
は
不
利
と
考

え
ら
れ
る
珠
洲
の
魅
力
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
珠
洲
市

半
島
の
最
先
端
か
ら

 

人
・
時
代
の
流
れ
を
変
え
る

長
江
　
健
太

珠
洲
市
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
推
進
室　

主
任
主
事

―
芸
術
祭
を
通
じ
て
人
と
生
き
方
の
魅
力
を
発
信
―

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

͓΋ͯͳ͠ͷҰྫ
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芸
術
祭
が
つ
な
ぐ
新
た
な
縁

芸
術
祭
開
催
当
初
、
地
域
住
民
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
毎
日
20
人
を
超
え
る
市
役
所
職
員
を
動
員
し
な
が

ら
も
、
特
に
平
日
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
が
難
し
く
、
常

に
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
の
運
営
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
地
元
住
民
の
お
も
て
な
し
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
会

期
が
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
珠

洲
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方
々
も
徐
々
に
増
え
て
い

き
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
と
台
風
が
重
な
っ
た
こ
と
で
市
役
所

職
員
の
動
員
が
で
き
な
く
な
っ
た
会
期
最
後
の
週
末
も
、

全
て
の
作
品
受
け
付
け
を
サ
ポ
ー
タ
ー
が
担
う
こ
と
で
無

◆◆◆

事
に
芸
術
祭
の
閉
幕
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
品
制
作
が
始
ま
り
全
て
の
作
品
が
撤
去
さ
れ
る
ま
で

の
期
間
に
、
６
つ
の
国
と
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
海
外
サ
ポ

ー
タ
ー
を
含
め
、
市
内
外
か
ら
７
０
０
人
を
超
え
る
サ
ポ

ー
タ
ー
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
初
開
催
の
芸
術

祭
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
珠
洲
の
持
つ
魅
力
だ
け
が
理
由
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
全
国
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い

る
方
々
が
珠
洲
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
大

き
な
要
因
で
す
。
芸
術
祭
を
媒
体
に
地
域
や
国
境
を
越
え

た
新
し
い
縁
が
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
、
珠
洲
の
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
術
祭
に
よ
っ
て
繋
が
っ
た
新
た
な
縁
は
、
地

域
住
民
の
考
え
や
意
識
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
芸
術

祭
に
関
わ
る
こ
と
で
珠
洲
に
対
す
る
誇
り
が
醸
成
さ
れ
た

り
、
珠
洲
の
新
た
な
一
面
を
発
見
し
た
り
、
人
と
の
出
会

い
が
宝
物
に
な
っ
た
り
と
、
一
言
で
説
明
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
わ
っ
た
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
奥
能
登
国
際
芸
術

祭
２
０
１
７
記
録
集
に
収
録
さ
れ
た
「
地
元
協
働
者
・
サ

ポ
ー
タ
ー
感
想
記
」
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
意
見

は
、
芸
術
祭
全
体
か
ら
す
れ
ば
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
住
民
の
関
わ
り
や
芸
術
祭
の
開
催
が
地
域
住
民
に
与

え
た
も
の
を
端
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
２
０
２
０
と

そ
の
後
に
向
け
て

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
で
は
、
宿
泊
、
飲
食
面

で
の
課
題
は
残
っ
た
も
の
の
、
来
場
者
数

目
標
を
達
成
し
、
市
の
負
担
額
が
経
済
効

果
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
一
定

の
成
功
は
収
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
実
行
委
員
長
で
あ
る
泉
谷

満
寿
裕
市
長
が
考
え
る
「
芸
術
祭
は
単
な

る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
人
・
時
代
の
流

れ
を
変
え
る
運
動
」
と
い
う
観
点
に
立
て

ば
、
３
年
に
１
度
の
開
催
効
果
を
測
定
し

た
だ
け
で
は
、
芸
術
祭
の
成
功
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
芸
術
祭
で
明
ら
か
に
な
っ
た
珠

洲
の
魅
力
と
芸
術
祭
で
生
ま
れ
た
新
た
な

縁
を
、
ど
の
よ
う
に
「
人
・
時
代
の
流
れ

を
変
え
る
運
動
」
へ
と
繋
げ
る
か
を
最
大

の
課
題
と
し
て
、
２
０
２
０
年
秋
に
開
催

す
る
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
２
０
２
０
に
向

け
た
準
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

ดձࣜه೦ࣸਅ

඼આ໌Λ͢Δ஍Ҭॅຽ࡞

඼ड෇Λ͢Δ஍Ҭॅຽ࡞
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は
じ
ま
り
は
地
域
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
る
福
井
県

鯖
江
市
河
和
田
地
区
は
「
う
る
し
の
里
」
と
し
て
国
内
の

業
務
漆
器
シ
ェ
ア
８
割
を
も
つ
越
前
漆
器
の
産
地
で
す
。

２
０
０
４
年
７
月
の
福
井
豪
雨
に
よ
り
地
区
内
の
１
０
０

０
棟
以
上
が
被
災
、
漆
器
産
業
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
災
害
復
興
支
援
活
動
を
き
っ
か

け
に
、
京
都
か
ら
数
回
に
わ
た
る
支
援
活
動
を
実
施
。
そ

の
交
流
を
重
ね
る
中
で
、
災
害
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
地

区
の
未
来
を
考
え
る
相
談
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
問
題
や
、
景
気
低
迷
に
よ

る
伝
統
産
業
の
沈
滞
な
ど
、
地
区
が
抱
え
る
問
題
は
全
国

的
な
「
地
域
課
題
」
そ
の
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
は
「
外

部
の
新
し
い
視
点
で
地
域
再
生
を
図
り
た
い
」
と
い
う
住

民
方
々
の
想
い
を
受
け
て
、
京
都
か
ら
河
和
田
地
区
と
向

き
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

◆◆◆

そ
こ
で
、
災
害
支
援
活
動
を
一
緒
に
行
っ
た
京
都
で
、

芸
術
や
文
化
、
環
境
問
題
や
公
共
政
策
な
ど
を
学
ぶ
大
学

生
数
人
と
、
地
域
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
。
次

世
代
を
担
う
学
生
を
主
体
と
し
た
地
域
連
携
の
体
制
を
考

案
し
ま
し
た
。
活
動
当
初
は
、
豪
雨
災
害
が
温
暖
化
に
よ

る
地
球
規
模
の
気
候
変
動
で
あ
る
と
し
て
、
環
境
啓
発
を

目
的
と
し
た
環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
被
災
に
よ
り
夏

休
み
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
す
る
企
画
と
し

て
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
参
加
学
生
が
大
学

で
学
ん
で
い
る
専
門
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で
活
動
を

試
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
活
動
の
検
証
を
重
ね

て
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
河
和
田
（
漆
器
の
産
地
）
＝
創

造
性
（
ア
ー
ト
）
と
い
う
親
和
性
や
、
自
然
と
の
共
存
に

よ
る
循
環
社
会
を
体
感
で
き
る
河
和
田
で
の
生
活
＝
環
境

問
題
（
日
常
生
活
で
の
意
識
改
善
）
と
い
っ
た
構
成
要
素

を
整
理
す
る
に
至
り
、
河
和
田
（
地
域
＝
社
会
課
題
）
／

ア
ー
ト
（
創
造
＝
も
の
づ
く
り
）
／
キ
ャ
ン
プ
（
生
活
＝

環
境
へ
の
思
考
）
と
い
う
活
動
の
基
本
フ
レ
ー
ム
を
整
え

て
、
豪
雨
１
年
後
の
２
０
０
５
年
夏
に
、
河
和
田
ア
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

芸
術
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
は
何
か

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
る
に
あ
た
り
「
芸
術

が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
」
と
い
う
命
題
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
ー
ト
が
地
域
課
題
や
地
域
活

動
に
迎
合
せ
よ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、参
加
者
（
学
生
）

が
個
々
の
創
造
性
を
具
現
化
す
る
際
に
、
地
域
の
事
象
と

照
ら
し
合
わ
せ
、如
何
な
る
意
味
を
持
つ
活
動
（
作
品
等
）

な
の
か
と
い
う
自
問
を
促
し
、
こ
の
活
動
の
軸
を
つ
く
る

た
め
に
用
意
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
活
動
が
被

災
地
の
復
興
と
い
う
「
負
の
局
面
が
き
っ
か
け
」
で
あ
る

た
め
、
一
般
的
な
芸
術
振
興
を
軸
と
し
た
他
の
地
域
型
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
い
こ
と
を
学
生
た
ち
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
「
ア
ー

ト
」
が
「
芸
術
活
動
か
ら
地
域
活
動
へ
の
展
開
」
で
は
な

く
、
災
害
支
援
を
背
景
に
「
地
域
活
動
か
ら
芸
術
活
動
へ

の
展
開
」
と
し
て
介
入
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
ア
ー
ト
と
い
う
文
脈
」
に
対
す
る
新
た
な
試
み

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
ト
が
地
域
に
介
入
す
る
意
味
を

ア
ー
ト
自
体
が
主
役
・
目
的
（
＝
観
光
資
源
）
と
な
る
の

で
は
な
く
、
地
域
を
主
役
・
目
的
に
ア
ー
ト
が
誘
発
さ
れ

る
創
造
の
場
づ
く
り
（
＝
未
来
人
材
の
育
成
）
と
し
て
構

想
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
本
事
業
の
特
異

性
に
な
り
、
15
年
間
の
継
続
と
共
に
、
結
果
と
し
て
他※

地

域
へ
の
汎
用
モ
デ
ル
と
し
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

※  

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
モ
デ
ル
に
、
２
０
１
２
年

～
現
在
：
京
都
Ⅹ
キ
ャ
ン
プ
与
謝
野
（
京
都
府
与
謝
野

◆◆◆

福
井
県
鯖
江
市

―
ア
ー
ト
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
か
ら

 

学
生
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
―

片
木
　
孝
治

河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ 

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

応
用
芸
術
研
究
所
所
長 

総
務
省 

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

芸
術
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
は
何
か

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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町
）
／
２
０
１
３
～
18
年
：
京
都
Ⅹ
キ
ャ
ン
プ
美
山
（
京

都
府
南
丹
市
）
／
２
０
１
６
年
～
現
在
：
竹
田
Ｔ
キ
ャ

ン
プ
（
福
井
県
坂
井
市
）
で
同
モ
デ
ル
を
運
用
。

学
生
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
関
係
人
口
づ
く
り

こ
の
活
動
に
は
、
毎
年
１
０
０
人
以
上
の
大
学
生
が
参

加
し
ま
す
が
、
大
学
の
単
位
認
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員

が
参
加
費
を
出
し
て
参
加
す
る
「
有
志
の
大
学
生
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
最
大
₇0
日
間

の
現
地
滞
在
活
動
が
あ
り
、そ
の
主
活
動
が
夏
期
休
暇（
８

月
初
旬
～
９
月
中
旬
の
約
40
日
間
）
の
他
、
月
１
回
週
末

訪
問
／
春
期
休
暇
約
10
日
間
と
な
り
、
年
間
で
は
、
平
均

３
５
０
０
人
日
程
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
地
区
内
の
空
き
家
を
活
動
拠
点
に
、
滞

◆◆◆

在
中
は
、
共
同
生
活
を
営
み
な
が
ら
地
域
住
民
や
行
政
と

共
に
各
自
が
提
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
合
せ
を
行

い
、
地
区
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
創
作
活
動
を
実
践

し
ま
す
。
そ
の
滞
在
生
活
の
中
で
、
学
生
た
ち
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
介
し
て
住
民
と
対
話
し
、
信
頼
関
係
を
育
み
、

絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
15
年
間
で
参
加
学

生
の
所
属
大
学
累
積
数
は
50
大
学
、
累
積
参
加
者
の
実
数

は
９
０
０
人
（
累
積
総
数
は
１
５
３
６
人
）、
参
加
者
か

ら
河
和
田
へ
の
移
住
者
が
24
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
活
動
を
15
年
間
通
し
た
こ
と
で
、
地
区
や

行
政
、
学
生 

に
も
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
地
区
内
で
は
、

高
齢
化
が
進
む
自
治
会
に
様
々
な
学
生
が
積
極
的
に
参
加

す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
他
、
移
住
し
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が

起
業
、
河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
得
た
人
脈
を
活
か
し

て
地
区
の
方
々
と
連
携
し
た
地
域
体
験
型
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
の
企
画
運
営
や
、
沈
滞
す
る
地
場
産
業

の
再
活
性
化
を
始
め
て
い
ま
す
。
鯖
江
市
で
は
「
学
生
と

の
連
携
事
業
」
と
し
て
市
の
政
策
に
も
取
り
入
れ
、
学
生

が
活
躍
す
る
当
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
様
々
な
事
業
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
河
和
田
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
へ

の
目
的
限
定
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
設
定
す
る
な

ど
活
動
の
継
続
に
向
け
た
様
々
な
政
策
も
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

学
生
（
未
来
人
材
＝
関
係
人
口
）
が
、
地
域
に
長
期
滞

在
（
キ
ャ
ン
プ
）
し
て
地
域
愛
を
育
み
、
真
剣
な
姿
勢
で

地
域
課
題
に
対
し
て
創
造
力
（
ア
ー
ト
）
を
発
揮
す
る
。

今
後
は
、
そ
ん
な
現
役
学
生
と
30
代
を
迎
え
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
地
域
内
外
の
各
年
代
層
が
、

自
分
事
と
し
て
地
域
と
関
わ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

ֶੜ͕׆ಈڌ఺ͱ͍ͯ͠Δۭ͖ՈͩͬͨݹຽՈͱֶੜͷू߹ࣸਅ

·ͪͳ͔ͷຽՈͷนʹΞʔτΛඳ͍͍ͯΔֶੜ

ʮ஍৔ۀ࢈΁ͷఋࢠೖΓʯՏ࿨ా͸͏Δ͠ͷཬͱͯ͠ɺӽલ࣫ثͷ఻౷࢜ܳ޻
͕ੲͳ͕Βͷࣄ࢓ΛӦ·Ε͍ͯ·͢ɻͦͷٕज़Λֶͼͳ͕Β஍৔ۀ࢈΁ͷݙߩ
Λ͑ߟΔϓϩδΣΫτ

ʮϓϩδΣΫτଧ߹ͤ෩ܠʯՏ࿨ాΞʔτΩϟϯϓͰ͸ɺશͯͷϓϩδΣΫτʹ
͓͍ͯ஍Ҭॅຽͱͷ࿈͕ܞඞਢͷ৚݅ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻॅຽ͸ֶੜͷओମੑΛ
ଚॏ͠ͳ͕Βɺֶੜ͸ॅຽͷҙݟΛॏཁͳखֻ͔Γͱͯ͠׆ಈʹऔΓ૊Έ·͢
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令
和
元
年
に
第
26
回
の
開
催
と
な
る
美
濃
和
紙
あ
か
り

ア
ー
ト
展
は
、
美
濃
和
紙
に
よ
る
あ
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
の

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
全
国
よ
り
作
品
を
公
募
、
そ

の
全
て
（
例
年
約
４
０
０
点
）
を
「
う
だ
つ
の
上
が
る
町

並
み
」
に
展
示
し
、部
門
別
の
賞
を
会
場
で
審
査
し
ま
す
。

同
時
に
美
濃
に
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
を
、
町
並
み
に
照

ら
さ
れ
た
柔
ら
か
い
和
紙
の
あ
か
り
で
魅
了
し
ま
す
。

時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
い
た
古
い
町
並
み

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
が
始
ま
っ
た
平
成
６
年
当

時
は
、
景
気
も
低
迷
し
、
市
の
中
心
街
「
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
」
も
魅
力
あ
る
店
舗
も
少
な
く
、
活
気
の
な
い

状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
美
濃
な
ら
で
は
の
新
た
な
発
信

で
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
賑
や
か
で

生
き
生
き
と
し
た
魅
力
あ
る
町
並
み
に
変
え
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
美
濃
の
存
在
を
発
信
し
続

け
ら
れ
る
、
今
ま
で
に
な
い
人
を
惹
き
つ
け
る
新
し
い
事

◆◆◆

業
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

ま
ず
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
美
濃
和
紙
の
新
た
な
魅
力

の
ア
ピ
ー
ル
で
し
た
。
１
３
０
０
年
の
伝
統
を
も
つ
美
濃

和
紙
と
、
か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
た
和
紙
商
家
の
軒
が

連
な
る「
う
だ
つ
の
町
並
み
」。こ
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
、

美
濃
な
ら
で
は
の
光
景
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
活
性

化
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
。

暗
い
町
並
み
を
逆
手
に
と
っ
て

「
和
紙
は
光
に
通
し
た
時
が
一
番
美
し
い
」
と
、
和
紙

職
人
さ
ん
が
時
折
口
に
し
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、
古
来

よ
り
和
紙
は
提
灯
や
障
子
紙
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
、
町
並
み
に
和
紙
の
行
灯
を
並
べ
、
夜
の
幻
想
的

な
あ
か
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
案
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
だ
行
灯
を
並
べ
る
だ
け
で
は
、
一
過
性
で

広
が
り
の
な
い
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、

行
灯
を
あ
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
変
え
、
ア
ー
ト
と
い
う
切

◆◆◆

り
口
で
作
品
を
公

募
制
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
内

的
資
源
で
あ
る

「
美
濃
和
紙
」
と

「
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
」、
外

的
資
源
と
し
て
の

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
、
こ
の
２
つ
の

組
み
合
わ
せ
で
イ

ベ
ン
ト
に
広
が
り

を
持
た
せ
持
続
で
き
る
も
の
と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
生

ま
れ
た
の
が
「
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
」。
私
は
こ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
す
で
に
イ
ベ
ン
ト
の
半
分
以
上
の
成

功
を
導
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
原
則
直
接
の
搬
入
。
応
募
作
品
は
事
前
審
査

す
る
こ
と
な
く
全
て
展
示
。
そ
れ
に
よ
っ
て
美
濃
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
当
時
は
と
に
か
く
多

く
の
人
に
美
濃
を
知
っ
て
も
ら
う
、
訪
れ
て
も
ら
う
、
と

い
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
で
し
た
。
そ
の
よ
う
に
始
ま
っ

た
第
１
回
の
開
催
で
は
、
集
ま
っ
た
作
品
は
82
点
。
展
示

も
１
つ
の
通
り
だ
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
思
っ

て
い
た
以
上
に
反
響
が
大
き
く
、
次
の
年
に
は
１
５
５
点

が
集
ま
り
、
展
示
会
場
も
町
並
み
全
て
を
使
っ
て
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
は
快
進
撃
を
続
け
ま
す
。
時
代
背
景
と
し
て

は
「
ア
ー
バ
ン
ツ
ー
リ
ヅ
ム
」「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
な
ど
が

ト
レ
ン
ド
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
観
光
の
楽
し
み
方
も
変

わ
っ
て
き
た
頃
で
し
た
。
歴
史
的
建
造
物
の
作
り
出
す
空

間
を
舞
台
と
し
て
楽
し
む
、
そ
の
よ
う
な
旅
の
楽
し
み
方

岐
阜
県
美
濃
市

う
だ
つ
の
町
並
み
×

 

和
紙
の
あ
か
り
で
ま
ち
づ
く
り

田
代
　
智
亜
紀

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
実
行
委
員
長

―
美
濃
和
紙
の
新
し
い
魅
力
発
信
で
ブ
ラ
ン
ド
化
構
築
―

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

ຖճ࿨ࢴͷ৽͍͠ັྗΛ΋ͬͨ࡞඼ͱग़ձ͑Δ
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に
美
濃
の
町
は
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

全
国
へ
拡
大
、
世
界
に
も

応
募
作
品
も
来
場
者
も
増
え
続
け
、
あ
る
程
度
認
知
さ

れ
始
め
る
と
外
部
の 

評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
14
年
に
「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」「
岐
阜

県
民
栄
誉
賞
」、
平
成
20
年
に
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
財
団
伝

統
文
化
大
賞
」
な
ど
を
受
賞
し
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
評
価

を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト

展
は
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

も
う
１
つ
の
転
機
は
、
平
成
1₇
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
知

◆◆◆

万
博
で
す
。
こ
の
会
場
内
の
日
本
庭
園
に
作
品
を
ア
ク
リ

ル
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
屋
外
で
３
カ
月
間
展
示
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
に
入
れ
る
と
和
紙
の
良
さ
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み

る
と
ア
ク
リ
ル
に
映
り
込
む
作
品
は
今
ま
で
に
な
い
光
景

を
生
み
出
し
、
万
博
の
会
場
で
は
多
く
の
人
に
和
紙
の
あ

か
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
展
示
方
法
で
長
期
の
屋
外
展
示
が
可
能
に
な
り
、

作
品
を
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
貸
し
出
す
と
い
う
新
し
い
展

開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
今
ま
で
２
日
間
の

み
開
催
の
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
が
、
そ
れ
以
降
も

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
今

で
は
年
間
お
よ
そ
10
カ
所
の
イ
ベ
ン
ト
に
作
品
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
評
判
は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら

も
要
望
が
あ
り
、
韓
国
や
イ
タ
リ
ア
、
台
湾
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
展
し
て
き
ま
し
た
。

美
濃
市
で
も
平
成
1₇
年
に
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
館

が
開
館
。
翌
年
に
は
優
秀
作
品
を
町
並
み
で
１
カ
月
間
展

示
す
る
「
あ
か
り
の
町
並
み
～
美
濃
～
」
が
ス
タ
ー
ト
。

年
間
を
通
し
て
作
品
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
は
ハ
ー
ド
面
と

ソ
フ
ト
面
で
も
広
が
り
を
み
せ
、
交
流
人
口
の
増
加
、
美

濃
の
新
し
い
魅
力
の
発
信
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
当
初
の

目
的
を
達
成
し
た
の
で
す
。

次
世
代
へ
、

美
濃
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る

平
成
30
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
、「
適

切
な
仕
組
み
と
ク
オ
リ
テ
ィ
が
な
け
れ
ば
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
継
続
は
難
し
い
が
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

続
け
て
き
て
お
り
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
」
と
い
う
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
評
価
通
り
運
営

は
実
行
委
員
を
は
じ
め
、
中
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
全
て

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
中
高
校
生
の
子
ど
も
達
は
、

多
く
の
来
場
者
が
あ
か
り
と
町
並
み
の
光
景
に
魅
了
さ
れ

る
姿
を
見
て
、自
分
の
住
む
町
に
誇
り
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

そ
の
思
い
が
美
濃
の
遺
伝
子
と
な
り
次
世
代
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

課
題
は
委
員
会
の
人
手
不
足
で
す
。
規
模
が
大
き
く
な

り
委
員
の
負
担
も
増
え
ま
し
た
。
当
初
の
思
い
も
受
け
継

ぎ
つ
つ
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
地
域
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
美
濃
和
紙

あ
か
り
ア
ー
ト
展
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

模
索
し
な
が
ら
進
化
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

ଟ͘ͷਓΛັྃ͢Δ͏ͩͭͷ্͕ΔொฒΈͱ࿨ࢴͷ͔͋Γ

தֶੜϘϥϯςΟΞͷੵۃతͳ׆ಈ͸͍ͭ΋དྷ৔ऀʹ͔ڻΕ͍ͯΔ
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Ｊ
Ｒ
き
の
く
に
線
は
紀
伊
半
島
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描

く
よ
う
に
和
歌
山
県
の
海
沿
い
を
走
る
鉄
道
で
す
。
こ
の

き
の
く
に
線
の
御
坊
駅
か
ら
本
州
最
南
端
の
串
本
駅
を
経

て
新
宮
駅
ま
で
、
全
長
１
４
６
㌔
の
区
間
を
エ
リ
ア
と
す

る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
」
は

２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
共
に
、
駅
舎
と
鉄
道
を
使
っ
た
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
ち
の
仲
間
た
ち
と
行
う
。
２
０
１
４
年

そ
の
構
想
が
動
き
出
し
た
と
き
、
地
域
の
人
も
、
関
わ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
、
主
催
者
代
表
で
あ
る
私
自
身
も
、
本

当
に
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
半
信
半
疑
で
進
め
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
19
の
駅
舎
が
ア

ー
ト
作
品
と
な
り
、
臨
時
ア
ー
ト
列
車
「
紀
の
国
ト
レ
イ

ナ
ー
ト
号
」
は
溢
れ
る
ば
か
り
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
、

平
時
は
１
日
数
人
降
り
る
か
ど
う
か
と
い
う
無
人
駅
に
３

０
０
人
以
上
の
鑑
賞
客
が
溢
れ
、
こ
ん
な
風
景
は
50
年
ぶ

り
と
駅
近
隣
の
お
年
寄
り
が
涙
し
て
く
だ
さ
る
シ
ー
ン
も

あ
り
ま
し
た
。
全
国
の
Ｊ
Ｒ
時
刻
表
に
「
紀
の
国
ト
レ
イ

ナ
ー
ト
号
」
の
時
刻
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
乗
客

の
約
30
％
が
県
外
か
ら
の
誘
客
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

車
社
会
で
普
段
は
電
車
に
は
乗
ら
な
い
と
い
う
地
元
の
方

が
親
子
で
乗
車
さ
れ
て
い
た
り
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
は
地

域
の
み
な
さ
ん
が
待
ち
受
け
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
や
み
か
ん
を

振
る
舞
っ
た
り
と
、
初
め
て
会
う
人
同
士
が
車
窓
か
ら
手

を
触
り
合
っ
て
、
別
れ
て
、
ま
た
出
会
っ
て
、
そ
ん
な
温
か

い
感
動
に
溢
れ
る
初
年
度
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

初
年
度
が
無
事
盛
況
に
終
わ
る
こ
ろ
、
主
婦
や
農
家
、

会
社
員
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
志
が
集
ま
り
で
き
た
実
行
委
員

会
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
お
互
い
の
立
場
を
思
い
や
り
つ
つ
企

画
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
い
う
確
か
な
関
係
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
以
来
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
規
定
の
範
囲
内
で
、
居
合
わ

せ
る
人
が
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
企
画
を
試
行
錯
誤
で
毎
年

生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
臨
時
列
車
の
中
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
車
内
を
植
物
園
に
し
た
ボ
タ

ニ
カ
ル
列
車
、
南
紀
白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
か

ら
乗
り
込
ん
で
き
た
ペ
ン
ギ
ン
が
車
内
を
ペ
タ
ペ
タ
歩
い

た
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
列
車
を
一
時
停
車
さ
せ
、
ト
ン

ネ
ル
の
壁
に
映
画
を
映
写
し
車
内
か
ら
鑑
賞
し
た
り
、
託

児
も
で
き
る
保
育
園
列
車
を
走
ら
せ
た
り
等
々
。
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
ラ
イ
ブ
や
地
ビ
ー
ル
カ
フ
ェ
、
途
中
駅
か
ら
次
々
乗
り

込
ん
で
く
る
地
域
の
食
の
車
内
販
売
は
毎
年
の
定
番
企
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

始
ま
り
は

始
ま
り
は
、
偶
然
の
出
会
い
か
ら
で
し
た
。
２
０
１
２

年
、
当
初
私
た
ち
は
田
辺
市
で
、
移
転
建
て
替
え
の
た
め

空
き
施
設
と
な
っ
た
旧
市
立
図
書
館
を
市
か
ら
一
時
的
に

借
り
「
ア
ー
ト
田
辺
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。そ
の
建
物
が
雨
漏
り
で
使
用
で
き
な
く
な
り
、

今
後
ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
Ｊ
Ｒ
を
退
職
さ

れ
た
元
職
員
さ
ん
と
お
話
す
る
機
会
が
あ
り
、
駅
舎
に
展

示
す
る
こ
と
が
可
能
と
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
駅
舎
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
人
ず
つ
入
り
ア
ー
ト
空
間
化
し
、
そ

れ
を
電
車
で
見
て
回
れ
た
ら
、
新
大
阪
か
ら
作
品
ま
で
直

通
の
画
期
的
な
企
画
が
で
き
そ
う
、
と
想
像
し
ま
し
た
。

実
際
は
無
人
駅
の
駅
舎
ア
ー
ト
を
観
る
に
は
各
駅
停
車
が

２
時
間
に
１
本
と
い
う
ダ
イ
ヤ
で
次
々
見
て
回
る
状
況
で

は
な
い
こ
と
に
す
ぐ
気
づ
い
た
の
で
す
が
。
そ
ん
な
中
、

当
時
の
支
社
長
の
「
臨
時
列
車
を
出
す
と
い
う
こ
と
も
可

能
」
と
の
お
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
、
繋
が
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
も
沸
き
立
ち
ま
し
た
。
力
の
こ
も
っ
た
企
画
が
次
々
と

届
き
、
そ
の
企
画
を
持
っ
て
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
支
社
と
連
絡
を

◆◆◆

和
歌
山
県

―
駅
舎
と
鉄
道
を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

「
紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
」
―

廣
本
　
直
子

紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
総
合
プ
ロ
デ
ィ
ユ
ー
サ
ー

øù
の
市
町
を
つ
な
ぐ

 

鉄
道
と
ア
ー
ト
の
出
会
い

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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取
り
合
う
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

₁₂
の
市
町
と

開
催
エ
リ
ア
の
沿
線
に
は
12
の
市
町
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
和
歌
山
県
に
は
観
光
振
興
課
、
そ
し
て
12
の
市
町
に

は
紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
の
担
当
と
な
る
課
が
あ
り
、
担

当
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
企
画
の
実
現
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
教
育
機
関
に
繋
い
で
い
た
だ
き
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
学
校
の
授
業
の
中
で
駅
舎
に
設
置
す
る
作
品
を
共

同
制
作
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
の
定
番

と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
少
子
化
が
進
む
中
、
美
術
の

先
生
が
不
在
の
学
校
も
少
な
く
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

来
訪
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
紀
伊
半
島
車
窓
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
計
画

５
年
目
と
な
る
２
０
１
８
年
は
毎
年
満
員
と
な
る
「
紀

◆◆◆◆◆◆

の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
号
」
を
あ
え
て
お
休
み
し
、
駅
か
ら

ま
ち
に
ひ
ろ
が
る
「
ロ
ー
カ
ル
ダ
イ
ブ
」
を
テ
ー
マ
と
し

ま
し
た
。
駅
を
降
り
て
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
特
別
な

ツ
ア
ー
を
組
み
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
お
客
さ
ま
を
ご

案
内
し
ま
し
た
。

紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
中
で
、
各
地
域

の
課
題
や
希
望
を
聞
き
取
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
実
行
委

員
会
で
一
緒
に
企
画
を
た
て
て
い
く
と
い
う
動
き
が
既
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
民
間
と
公
と
企
業
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が
入
り
混
じ
り
、
市
町
村
を
境

な
く
繋
ぐ
鉄
道
を
軸
に
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
走
る
列
車
の
車
窓
か
ら
風
景
の
中
に
ア
ー
ト
を
鑑

賞
す
る
「
紀
伊
半
島
車
窓
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
壮
大
で
、
だ
れ
も
見
た
こ
と
が
な
い
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
関
わ
る
人
が

共
に
動
く
時
間
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

ア
ー
ト
に
よ
る
表
現
行
為
が
、
よ
り
よ
く
生
き
る
人
々

の
日
常
を
豊
か
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
願
い
こ
れ
か
ら
も
仲
間

た
ち
と
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

201� ೥ύϯϑϨοτɺ
ྟ࣌Ξʔτྻं಺ͷϘλχΧϧྻंͷ༷ࢠ

ΞʔςΟετӺ௕ଷ๧ࣜ
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平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
劇
団
の
拠
点
が
豊
岡
に

「
日
本
を
代
表
す
る
劇
作
家
の
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
が
主

宰
す
る
劇
団
『
青
年
団
』
の
拠
点
を
現
在
の
東
京
か
ら
兵

庫
県
豊
岡
市
に
移
転
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
」
と
半
ば
ス
ク
ー
プ
の
よ
う
な
形
で
２
０
１
７
年
８
月

28
日
付
の
神
戸
新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
多
く
の

反
響
が
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
館
長
に
就
任
し
て
３
年
目
の
夏
、

日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
随
分
と
遠
い
地

点
に
到
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
付
い
た
出

来
事
で
し
た
。

「
新
し
い
情
報
発
信
拠
点
を
つ
く
り
、
豊
岡
、
城
崎
に

新
た
な
人
の
流
れ
が
で
き
れ
ば
、
ま
ち
全
体
が
潤
う
だ
ろ

う
」と
２
０
１
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
で
す
が
、

開
館
２
年
目
か
ら
は
、
文
化
芸
術
で
地
方
創
生
を
目
指
す

豊
岡
市
の
戦
略
拠
点
と
し
て
、
よ
り
明
確
な
目
的
を
掲
げ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
初
年
度

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
館
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
平
田

◆◆◆

オ
リ
ザ
氏
が
、
当
館
の
芸
術
監
督
と
豊
岡
市
の
芸
術
文
化

参
与
に
就
任
。
さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
（
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
）
に
よ
る
管
理
運
営
を
市
の
直
営
に
、
ま
た
専
門
職
員

の
常
勤
化
等
、
現
在
の
体
制
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

壮
大
な
稽
古
場
、城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
舞
台
芸
術
に
特
化
し
た
滞
在
型
の
制
作
活

動
拠
点
で
、
１
つ
の
ホ
ー
ル
と
６
つ
の
ス
タ
ジ
オ
、
そ
し

て
22
人
が
宿
泊
可
能
な
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
募
に
よ
り
選
考
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

最
大
で
３
カ
月
間
本
施
設
に
滞
在
し
、
24
時
間
自
由
に
制

作
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
間
の
施
設
利
用
料

は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
在
費
が
免
除
さ
れ
る
代
わ

り
に
、
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
公
開
稽
古
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
小
中
学
校
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
な
ど
の
無
料

の
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
滞
在
期
間
中
に
必
ず
１
回
は

開
催
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
記
の
よ
う
な
条
件
と
、
城
崎
温
泉
と
い
う
日
本
屈
指

の
温
泉
街
の
魅
力
に
よ
り
、
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
わ
ず
か
数
年

◆◆◆

の
間
で
世
界
中
の
舞
台
芸
術
関
係
者
の
憧
れ
の
場
所
と
な

り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
の
滞
在
制
作
へ
の
公
募
に
は

20
カ
国
68
の
劇
団
・
カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら
応
募
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
地
方
に
あ
る
人
口
８
万
人
の
小
さ
な
ま
ち
で
す

が
、
豊
岡
市
は
ア
ー
ト
の
分
野
で
世
界
と
直
接
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
小
さ
な
世
界
都
市
」

豊
岡
市
の
地
方
創
生
戦
略
を
一
言
で
言
う
と
「
小
さ
な

世
界
都
市
」
の
実
現
で
す
。
人
口
規
模
は
小
さ
く
て
も
、

ロ
ー
カ
ル
で
あ
る
こ
と
、地
域
固
有
で
あ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

世
界
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
尊
重
さ
れ
る
町
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
、世
界
に
通
用
す
る
自
分
た
ち
の
「
ロ
ー
カ
ル
」

を
磨
く
必
要
が
あ
る
。
自
分
た
ち
で
物
事
を
決
め
、
新
し

い
価
値
を
作
っ
て
い
く
力
。
そ
の
よ
う
な
力
を
ア
ー
ト
か

ら
学
び
た
い
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
力
が
発
揮
で
き
る
土

壌
を
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
醸
成
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
動
き
は
新
た
な
展
開
も
呼
び
込
み
ま
す
。そ
れ
が
、

「
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
結
び
つ
け
て
、
芸
術
家
や
観
光
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
を
目
指
す
」
専
門
職
大
学
の
設
置

構
想
で
す
。
平
田
オ
リ
ザ
氏
を
学
長
候
補
と
し
、
現
在
、

国
公
立
大
学
と
し
て
初
め
て
演
劇
を
本
格
的
に
学
び
、
こ

れ
を
基
礎
に
観
光
・
芸
術
分
野
で
事
業
を
創
造
す
る
高
等

教
育
機
関
と
な
る
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学
（
仮
称
）

が
県
の
主
導
の
も
と
２
０
２
１
年
の
開
校
を
目
指
し
て
準

備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
専
門
職
大
学
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
、
卒
業
ま
で
の
４
年
間
で
６
０
０
時
間
の

必
修
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
観
光
地
や
宿
泊
施
設
、
文
化
施
設
で
の
実
習
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
最
先
端
の
観
光
と
ア
ー
ト
の
現
場
を
学

◆◆◆

兵
庫
県
豊
岡
市

―
制
作
拠
点
と
し
て
も
機
能
・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
―

田
口
　
幹
也

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

館
長

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
地
域
と
交
流

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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ぶ
場
と
し
て
、
豊
岡
国
際
演
劇
祭
（
仮
称
）
の
開
催
が
決

定
し
ま
し
た
。
こ
の
国
際
演
劇
祭
は
、
生
徒
の
学
び
の
場

と
し
て
の
機
能
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
の
課
題
解
決
の
た
め

の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
取
り
組
み
を
受
け
入
れ
て
い
く
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
予
定
で
す
。
民

間
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
活
用
し
、
次
の
時
代

の
観
光
の
あ
り
方
を
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
て
い
く
場
と

も
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
わ
ず
か
５
年
で
、
多
く

の
変
化
を
も
た
ら
す
動
き
が
、
一
気
に
動
き
始
め
て
き
て

い
る
の
で
す
。

文
化
・
芸
術
に
よ
る
地
方
創
生

中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
は
、
あ
る
座
談
会
の
中
で
、「
専

門
職
大
学
の
構
想
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
か
？
」
と
の
質

◆◆◆

問
に
、以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。「
い
い
え
（
笑
）。

時
々
知
ら
な
い
う
ち
に
ス
ル
ー
パ
ス
が
通
っ
て
ゴ
ー
ル
に

入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
意
図
し
た
パ
ス

で
は
な
い
の
に
。
そ
う
い
う
こ
と
が
た
ま
に
あ
っ
て
、
こ

の
大
学
構
想
は
ま
さ
に
そ
れ
で
す
ね
」。

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
構
想
は
、
中
貝
市
長
の
飛
行
機
の
中
で
の

思
い
つ
き
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
近
話
題
と

な
っ
て
い
る
、
ア
ー
ト
的
手
法
を
用
い
た
経
営
的
発
想
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

「
世
界
の
エ
リ
ー
ト
は
な
ぜ
『
美
意
識
』
を
鍛
え
る
の

か
？
」
の
中
で
著
者
の
山
口
周
氏
は
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
世
界
に
『
ア
ー
ト
』
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
技
術
の
進
歩
と
社
会
の
変
化
に
よ
っ

て
大
き
く
時
代
が
変
わ
っ
て
行
く
中
、
今
ま
で
の
方
法
や

価
値
観
で
は
対
処
で
き
な
い
問
題
が
ビ
ジ
ネ
ス
界
だ
け
で

は
な
く
、
地
方
行
政
に
も
山
積
み
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
気
づ
く
と
随
分
と
遠
い
地
点
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
」

と
は
、
ア
ー
ト
的
な
直
感
の
閃
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
と
り

あ
え
ず
の
「
解
」
と
し
な
が
ら
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

最
適
解
を
、
そ
の
時
そ
の
時
の
状
況
を
鑑
み
て
実
行
し
て

い
く
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。

豊
岡
市
の
文
化
・
芸
術
に
よ
る
地
方
創
生
と
は
、
Ｋ
Ｉ

Ａ
Ｃ
を
中
心
に
ア
ー
ト
を
軸
と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
行
政
の
運
営
自
体
に
も
演

劇
的
な
手
法
・
ア
ー
ト
的
な
発
想
法
を
取
り
入
れ
て
き
た

こ
と
と
も
言
え
る
の
で
す
。

と
は
言
え
、
豊
岡
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

舞
台
で
い
う
と
「
幕
が
上
が
る
」
か
ど
う
か
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
す
。
良
い
舞
台
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
良
い
観

客
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
観
客
と
し
て
、

豊
岡
の
挑
戦
を
見
届
け
に
現
地
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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特 集
ア
ー
ト
リ
ン
ク

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
継
続

的
に
派
遣
す
る「
高
松
市
障
が
い
者
ア
ー
ト
リ
ン
ク
事
業
」

は
、
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
は
、
13
カ

所
の
施
設
が
参
加
し
、
陶
芸
、
絵
画
や
美
術
、
ダ
ン
ス
や

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
様
々
な
表
現
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
と
も
に
感
性
を
揺
さ

ぶ
ら
せ
、
創
造
性
を
発
揮
し
て
個
性
豊
か
に
暮
ら
せ
る
成

熟
社
会
を
作
っ
て
い
こ
う
と
の
思
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。

静
ま
り
返
っ
た
部
屋
に
、
紙
の
上
を
す
べ
る
鉛
筆
の
音

が
響
く
緊
張
感
。会
話
を
す
る
よ
う
に
ド
ラ
ム
を
た
た
き
、

高
揚
し
て
い
く
顔
。
粘
土
の
塊
が
、
茶
器
に
変
わ
っ
て
い

く
指
先
の
美
し
い
動
き
。

◆◆◆

施
設
で
の
ア
ー
ト
リ
ン
ク
は
、
ワ
ン
ダ
ー
な
瞬
間
、
新

し
い
出
会
い
の
連
続
で
す
。

ア
ー
ト
リ
ン
ク
に
参
加
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
施

設
の
メ
ン
バ
ー
の
関
わ
り
は
、
教
え
る
・
教
え
ら
れ
る
と

い
う
関
係
で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
フ
ラ
ッ

ト
な
立
場
で
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
施
設
そ
れ
ぞ
れ
に
回

数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、「
自
分
の
内
か
ら
出
る
、
な

ん
だ
か
や
り
た
い
こ
と
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
る
」
と
い

う
安
心
感
や
信
頼
、
そ
し
て
表
現
者
と
し
て
の
自
信
が
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
環
境
の
中
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
一
人
で
考
え
る
世
界
を
超
え
て
、「
繰
り
返
し
描
か
れ

る
絵
や
会
話
」
の
奥
に
潜
む
面
白
さ
の
発
見
や
、「
ど
う

に
も
真
似
し
よ
う
が
な
い
も
の
」
が
立
ち
現
れ
た
り
、
呼

応
す
る
音
や
ダ
ン
ス
の
空
間
が
輝
い
て
見
え
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
瞬
間
こ
そ
が
、
ア
ー
ト
の
持
つ
不
易
な
力
が
、
私

た
ち
に
「
あ
る
が
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
が
社
会
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い
く
と
き
で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
が
社
会
に
多
様
に
関
わ
り
参
画
す
る
と
い
う
考

え
方
（full engagem

ent society

）
が
地
域
に
浸
透
し

て
い
く
と
き
な
の
で
す
。

本
会
は
、
１
９
９
９
年
に
岡
山
で
発
足
し
ま
し
た
。
私

自
身
も
そ
の
４
年
前
か
ら
福
祉
施
設
で
絵
画
講
師
を
し
な

が
ら
、
展
覧
会
の
開
催
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
て
い
ま
し

た
。
福
祉
関
係
者
、
教
育
関
係
者
に
交
じ
り
、
地
域
と
関

り
を
持
と
う
と
し
て
い
た
地
元
の
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。「
彼
ら
に
も
作
品
が
で
き
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
を
見
せ
た
い
」「
障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常

に
接
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
公
共
施
設
や
商
店
街
で
単

日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
き
ま
し
た
。す
る
と
、

私
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
、「
た
っ
た
１
日
だ
け
の

関
わ
り
で
は
な
く
、
も
っ
と
長
期
に
制
作
し
た
い
」
と
い

う
熱
い
意
見
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
か
ら
出
始
め
た
の
で

す
。
２
０
０
４
年
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
ペ
ア
に
な
り
、約
半
年
間
関
わ
り
な
が
ら
制
作
す
る「
ア

ー
ト
リ
ン
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。
一
人

で
は
創
っ
た
こ
と
が
な
い
コ
ト
や
モ
ノ
を
二
人
の
世
界
観

で
作
り
上
げ
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
こ
だ
わ
り
は
様
々
で
す
。
ア
ー
ト
リ
ン
ク
で
は
、
そ
の

個
性
や
こ
だ
わ
り
を
「
そ
の
人
だ
か
ら
こ
そ
の
輝
き
」
と

捉
え
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
内
的
欲
求
を
探
る

旅
の
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
。

「
ア
ー
ト
リ
ン
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
フ
ロ
リ
ダ
州

セ
ン
ト
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
国
際
交
流
事

業
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
セ
ン
ト
ピ
ー
タ
ー
ズ

バ
ー
グ
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
高
松
市
で
も
、
２
０
１
０
年

か
ら
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
伴
い
「
ア
ー
ト
リ
ン
ク
」
を

岡
山
県

―
障
が
い
者
×
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

 

「
ア
ー
ト
リ
ン
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
―

田
野
　
智
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ア
ー
ト
リ
ン
ク
代
表
理
事

障
が
い
者
・
高
齢
者
の

 
表
現
活
動
を
通
し
て
地
域
文
化
を
創
出

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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開
催
し
、
２
０
１
４
年
か
ら
「
高
松
市
障
が
い
者
ア
ー
ト

リ
ン
ク
事
業
」
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
す
き
ま
で

多
様
性
と
い
う
言
葉
が
、
社
会
に
馴
染
ん
で
き
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
生
み
出
す
世
界
観
を
い

か
に
型
に
は
め
ず
に
寛
容
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、「
障
害
」
と
は
人
と
人
と
の
間
、
す
き
ま

に
生
じ
る
も
の
。
と
す
る
と
、「
す
き
ま
」
で
遊
ん
で
み

る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
と
「
ま
ち
の
す
き
ま
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
忘

れ
か
け
て
い
る
「
す
き
ま
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と

で
、
物
理
的
空
間
に
と
ど
ま
ら
ず
潜
在
化
し
て
い
る
機
能

◆◆◆

や
視
点
、
記
憶
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
に
お
け
る
存

在
意
義
や
ま
ち
そ
の
も
の
を
再
定
義
し
て
い
る
の
で
す
。

路
面
電
車
の
中
、
広
場
や
空
き
地
、
ビ
ル
や
寺
社
な
ど
に

文
化
が
街
に
飛
び
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
も

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
か
ら
未
来
を
つ
く
る

私
た
ち
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
モ
ノ
に
お
い
て
成
長
を

遂
げ
る
よ
り
も
、
感
性
や
魂
の
深
さ
に
お
い
て
成
長
を
遂

げ
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
、
人
と

人
、
人
と
地
域
、
人
と
自
然
が
交
歓
し
、
あ
ら
ゆ
る
側
面

の
つ
な
が
り
を
恢
復
さ
せ
る
こ
と
を
活
動
の
テ
ー
マ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
が
ア
ー
ト
で

あ
り
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
こ
と
で
新
し
い
価

値
を
創
造
で
き
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
文
化
の
潮
流

を
感
じ
る
瀬
戸
内
海
の

笠
岡
諸
島
（
岡
山
県
）

◆◆◆

で
、
島
に
継
承
さ
れ
て
い
る
文
化
や
風
景
を
取
り
入
れ
た

展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
滞
在
制
作
・
交
流
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
会
設
立
時
よ
り
継
続
的
に
、
笠
岡
市
の

福
祉
施
設
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
、
次
第
に

高
齢
化
し
て
い
く
施
設
の
障
が
い
者
の
中
に
は
出
身
が
島

と
い
う
人
も
い
て
、
船
で
島
に
渡
り
表
現
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
島
で
出
会
っ
た
も
の
は
、
顔
の
見
え
る
繋

が
り
、
ま
な
ざ
し
が
行
き
交
う
子
育
て
。
子
ど
も
た
ち
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
つ
な
が
る
と
、
そ

こ
に
高
齢
者
も
自
然
に
加
わ
る
。
現
在
の
つ
な
が
り
や
、

島
の
文
化
に
触
発
さ
れ
作
品
が
で
き
て
く
る
と
、
島
の
未

来
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
を
「
笠
岡
諸
島
ア
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
」
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
故
に
創
造
性
の
芽
を
も
つ
人
、
自
由
な
発
想
を

す
る
子
ど
も
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
人
生
の
終
焉

を
生
き
る
高
齢
者
た
ち
は
、
ま
さ
に
「
一
人
ひ
と
り
が
社

会
に
多
様
に
関
わ
り
参
画
す
る
と
い
う
考
え
方
」
を
持
っ

て
い
る
人
で
あ
り
、
そ
の
人
の
存
在
そ
の
も
の
が
「
サ
イ

ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク（
場
所
の
固
有
性
を
活
か
す
）」で
す
。

そ
の
人
た
ち
の
存
在
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
か
か
わ
る
こ
と

で
創
出
で
き
た
魅
力
こ
そ

が
、
地
域
を
生
き
生
き
と

変
え
て
い
く
原
動
力
で
す
。

私
た
ち
は
、
型
に
は
ま
ら

な
い
多
様
な
世
界
観
を
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
柔
ら
か
い
感
受
性
の
高

い
寛
容
な
成
熟
社
会
」
を

創
造
し
て
、
今
後
も
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

͗Μ͍ͤϫʔΫʹ͘ߦͷ͸ߴদ໌೔߳͞ΜʢըՈʣ
൴Βͷ࡞඼͕ࣗ෼ͷ੍࡞ҙཉʹ΋ͳΔͱ͍͏

ౡʹ଺ͨ͠ࡏμϯαʔ͕ɺౡຽͷ࿩͔Β૑ͨ͠࡞μϯε　ޙ࠷͸Ұॹʹགྷͬͨ
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「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

」
と
は

四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
成
育
医

療
を
担
う
香
川
小
児
病
院
と
成
人
医
療
を
担
う
善
通
寺
病

院
と
い
う
役
割
が
異
な
る
２
病
院
の
統
合
に
よ
っ
て
２
０

１
３
年
５
月
に
誕
生
し
た
。
機
能
が
異
な
る
２
病
院
を
統

合
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
す
こ
と
で
診
療
機
能
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運
営
が
可
能
な
病
院
づ
く

り
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
医
療
的
な
機
能
の
高
度
化

を
図
る
一
方
で
、
病
院
の
方
針
と
し
て
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア

ー
ト
」
を
全
面
的
に
導
入
し
た
。
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

と
い
う
言
葉
は
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
空
間
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

等
）
に
導
入
さ
れ
た
「
ア
ー
ト
作
品
」
や
「
部
分
的
な
装

飾
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、も
っ
と
広
義
で
根
源
的
な
「
も

の
づ
く
り
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
患
者
や
そ
の
ご
家

族
、医
療
従
事
者
の
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

患
者
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
医
療
空
間
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
、
と
い
う
「
問
い
」
を
、
患
者
、
医
療
従

事
者
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
地
域
住
民
等
、
病
院
に
関
わ
る

◆◆◆

人
々
と
共
有
し
な
が
ら
「
対
話
」
を
通
じ
て
「
参
加
型
の

病
院
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

み
ん
な
で
描
い
た
壁
画
の
「
効
果
」

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
至
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
過
去

の
事
例
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
、
当
院
の
前
身
で
あ
る
香

川
小
児
病
院
の
児
童
思
春
期
病
棟
の
壁
画
制
作
で
あ
る
。

当
時
、
病
棟
は
全
体
的
に
薄
暗
く
、
通
路
に
は
入
院
患
者

の
描
い
た
絵
な
ど
が
、壁
の
高
い
位
置
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

何
よ
り
目
立
っ
て
い
た
の
は
子
ど
も
の
目
線
の
高
さ
に
あ

る
、無
数
に
貼
ら
れ
た
ハ
ー
ト
形
や
丸
型
の
木
片
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
木
片
は
入
院
患
者
が
入
院
中
の
ス
ト
レ
ス
に
よ

っ
て
壁
に
も
の
を
投
げ
つ
け
た
り
、
殴
る
な
ど
し
て
つ
い

た
傷
を
隠
す
も
の
だ
っ
た
。

「
ア
ー
ト
の
力
で
病
棟
を
明
る
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
院
長
の
要
望
で
壁
画
制
作
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
際
、

気
を
つ
け
た
点
が
あ
る
。
一
人
の
作
家
に
壁
画
制
作
を
依

頼
す
る
の
で
は
な
く
、
作
家
に
は
色
や
形
の
監
修
を
お
願

◆◆◆

い
し
な
が
ら
仲
間
と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
患

者
、
医
療
従
事
者
、
近
隣
の
デ
ザ
イ
ン
科
の
高
校
生
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
そ
の
場
に
関
わ
る
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ

に
は
壁
画
を
「
人
ご
と
」
に
し
た
く
な
い
、
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
っ
た
。
私
自
身
の
経
験
か
ら
、
芸
術
（
表
現
）

に
は
心
の
痛
み
を
軽
減
す
る
力
が
あ
る
こ
と
、
表
現
を
通

じ
て
繋
が
る
関
係
に
は
お
互
い
の
命
を
尊
重
し
合
い
、
励

ま
し
合
う
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、

参
加
者
の
個
性
を
活
か
し
つ
つ
、
最
終
的
に
美
し
く
力
の

あ
る
壁
画
に
ま
と
め
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間
と
工
夫
、

労
力
を
要
し
た
。
作
家
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関

係
者
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
。
モ
チ
ー
フ

に
は
親
近
感
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
地
元
善
通
寺
市

の
木
で
あ
る
楠
を
選
ん
だ
。
壁
画
が
完
成
し
た
時
、
一
人

の
看
護
師
が
「
こ
れ
ま
で
病
院
が
古
い
と
い
う
こ
と
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
こ

う
し
て
壁
画
を
描
い
た
こ
と
で
、
古
く
て
も
い
い
。
当
院

に
は
こ
ん
な
素
敵
な
壁
画
が
あ
る
、
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
自
慢
で
き
ま
す
」
と
、
声
を

か
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、
壁
画
を
描
い
た
こ
と
で
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
や
、
別
の
病
棟
の
看
護
師
や
医
師
、
ご
家
族
の

訪
問
も
多
く
な
り
、
閉
鎖
的
だ
っ
た
病
棟
に
、
文
字
通
り

風
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
の
成
果
だ

っ
た
の
は
、
壁
画
を
描
い
て
以
来
、
患
者
が
壁
を
傷
つ
け

る
行
為
が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
後
に
院
長
か
ら
「
あ
の

時
に
壁
画
の
効
果
を
体
験
し
た
こ
と
が
新
病
院
に
ホ
ス
ピ

タ
ル
ア
ー
ト
を
導
入
す
る
決
め
手
に
な
っ
た
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
そ
の
時
に
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
病
院
と
い
う

場
所
に
ア
ー
ト
を
導
入
す
る
目
的
が
見
え
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
共
に
壁
画
を
描
い
た
こ
と
に
よ
る
職
員
の

香
川
県
善
通
寺
市

―
壁
画
を
描
い
て
患
者
や
医
療
従
事
者
の
思
い
を
形
に
―

ア
ー
ト
の
力
で
参
加
型
病
院
づ
く
り

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

森
　
合
音

四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

代
表
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帰
属
意
識
の
促
進
、
患
者
さ
ん
の
精
神
的
な
ケ
ア
、
そ
し

て
、
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
の
在
り
方
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア

ー
ト
が
も
た
ら
す
多
元
的
な
効
果
を
、
関
わ
っ
た
人
々
が

体
験
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

常
に
「
痛
み
」
か
ら
始
ま
る

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト

最
初
の
壁
画
が
完
成
し
た
後
も
様
々
な
部
署
か
ら
の
要

望
で
、
院
内
で
の
ア
ー
ト
活
動
は
継
続
さ
れ
、
新
病
院
建

設
に
際
し
て
急
遽
全
面
的
に
ア
ー
ト
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
も
常
に

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、
医
療
現
場

か
ら
の
「
痛
み
」
の
表
現
が
な
さ
れ
た
時
で
あ
る
。

例
え
ば
、
建
設
時
、
暗
く
て
威
圧
感
の
あ
る
外
観
に
は

し
た
く
な
い
、
と
い
う
幹
部
の
思
い
に
対
し
て
、
多
く
の

人
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
描

い
た
ハ
ー
ト
を
外
壁
に
転
写
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ

◆◆◆

た
。
ま
た
、
旧
病
院
の
よ
う
に
様
々
な
掲
示
物
が
通
路
全

体
に
不
規
則
に
貼
ら
れ
て
い
る
状
態
を
変
え
た
い
、
と
い

う
「
痛
み
」
に
対
し
て
は
、
現
場
の
職
員
の
要
望
を
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
掲
示
板
の
位
置
と
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
を

綿
密
に
行
っ
た
。
新
病
院
開
院
後
は
、
霊
安
室
か
ら
駐
車

場
へ
の
地
下
通
路
が
暗
い
と
い
う
現
状
に
対
し
て
、
医
療

従
事
者
全
員
参
加
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
、
鎮
魂
の
祈
り
と
と
も
に
通
路
に
青
い
花
を
描
い
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
患
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
補
助
的
な
サ
イ
ン
の
考
案

を
若
手
事
務
職
員
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
、

現
場
検
証
、
デ
ザ
イ
ン
、
施
工
ま
で
一
貫
し
て
実
施
し
た
。

病
院
の
日
常
の
中
で
ま
ず
初
め
に
表
現
さ
れ
る
の
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
現
状
に
対
す
る
不
満
「
痛
み
」
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
痛
み
の
奥
に
は
実
は
、「
こ
う
だ
っ

た
ら
い
い
の
に
」
と
い
う
「
希
望
」
が
隠
れ
て
い
る
。
ア

ー
ト
に
で
き
る
の
は
、
そ
の
痛
み
の
正
体
を
し
っ
か
り
と

見
抜
き
、
そ
の
背
後
に
あ
る
希
望
を
か
た
ち
に
し
て
表
出

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
立
場
を
超
え
て

本
音
で
発
言
で
き
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
と
、
ア
ー
ト
が
持
つ

柔
軟
で
創
造
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に

は
常
に
活
発
な
対
話
が
発
生
す
る
。
そ
の
改
善
へ
の
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
が
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

」
で
あ
る
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト 

」
が

医
療
現
場
に
も
た
ら
す
も
の

ど
ん
な
病
院
に
も
改
善
の
種
は
あ
る
。
そ
れ
は
痛
み
と

い
う
形
で
表
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
患
者
が
痛
み
を
的

確
に
表
現
す
る
こ
と
が
治
療
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
よ
う

に
、
医
療
従
事
者
も
痛
み
を
表
現
し
や
す
い
余
白
を
病
院

の
中
に
作
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ホ
ス
ピ
タ
ル

ア
ー
ト
は
そ
ん
な
医
療
従
事
者
の
痛
み
に
寄
り
添
い
共
に

受
け
止
め
る
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、
痛
み
が

表
出
さ
れ
た
そ
の
時
、
そ
こ
か
ら
対
話
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
痛
み
に
は
向
上
し
た
い
と
い
う
希
望

の
種
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
場
所

で
こ
そ
ア
ー
ト
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
持

つ
想
像
力
、
そ
し
て
柔
軟
性
と
創
造
性
が

力
を
発
揮
す
る
。
発
想
の
転
換
に
よ
る
問

題
解
決
は
ア
ー
ト
導
入
の
醍
醐
味
で
あ

る
。
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
が
病
院
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
絶
え
間
な
い
改
善
の
た
め

の
場
（
余
白
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
病
院
と
し
て
改
善
を
「
あ
き

ら
め
な
い
」
と
い
う
運
営
姿
勢
の
表
明
で

も
あ
る
。

◆◆◆

පӃ֎؍

֎นʹసࣸ͢ΔϋʔτΛඳ͘

߳઒খࣇපӃนը
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特 集
芸
術
祭
開
催
の
背
景

瀬
戸
内
海
は
古
来
よ
り
多
く
の
人
達
が
行
き
交
う
交
通

路
で
、
島
々
は
賑
わ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文
化
を
育
ん

で
き
た
が
、
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
効
率
化
、
均
質
化

の
流
れ
の
中
で
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
地
域
の
活
力

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
人
口
を
減
少
さ
せ
る

と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
現
代
ア
ー
ト
・
建
築
を
活
か
し
た
芸

術
祭
開
催
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き

が
生
ま
れ
、
２
０
１
０
年
７
月
開
幕
の
「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
」（
当
時
は
Ｓ
ｅ
ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ

ｔ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ａｒ
ｔ 

Ｆｅ
ｓ
ｔ
ｉｖ
ａ
ｌ
、
２
０
１
３

年
以
降
Ｓｅ
ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｔ
ｒ
ｉｅ
ｎ
ｎ
ａ
ｌｅ
に
変

更
）
の
開
催
に
至
っ
た
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
島
の
過
疎
高
齢
化
と
い
う
現

実
に
向
き
合
い
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
も
っ
と

◆◆◆

元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
「
海
の
復
権
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

・
島
の
お
年
寄
り
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う

・
地
域
に
誇
り
を
持
ち
将
来
の
展
望
を
作
る

・
地
球
環
境
に
対
す
る
意
識
を
持
つ

を
目
的
と
し
て
い
る
。

美
し
い
自
然
と
人
間
が
交
錯
し
交
響
し
て
き
た
瀬
戸
内

の
島
々
に
活
力
を
取
り
戻
し
、
瀬
戸
内
海
が
地
球
上
の
す
べ

て
の
地
域
の
「
希
望
の
海
」
と
な
る
こ
と
、
同
様
の
悩
み
を

抱
え
る
地
域
に
一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
業
概
要

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」
と
そ
の
間
に
取
り
組
ま
れ
る
ア
ー
ト

の
活
動
の
両
者
で
構
成
さ
れ
る
「
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
が
事
業
の
総
称
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
芸
術
祭
の

会
期
約
１
０
０
日
間
を
含
む
約
１
１
０
０
日
間
を
一
区
切

◆◆◆

り
と
す
る
活
動
で
あ
る
。

中
心
と
な
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
こ
れ
ま
で
２
０

１
０
年
、２
０
１
３
年
及
び
２
０
１
６
年
の
３
回
開
催
し
、

２
０
１
９
年
４
月
に
開
幕
し
た
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭 

２
０
１
９
」（
Ｓｅ
ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｔｒ
ｉｅ
ｎ
ｎ
ａ
ｌｅ 

２
０
１
９
）
で
４
回
目
を
迎
え
て
い
る
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
ア
ー
ト
を
道
し
る
べ
に
島
々

を
巡
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
の
持
つ
美
し
い
景
観
や
自
然
、

島
の
文
化
や
生
活
に
出
会
う
と
い
う
、
独
特
の
ス
タ
イ
ル

の
芸
術
祭
で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
島
民
と
交
流
し
、

島
の
伝
統
・
文
化
を
感
じ
取
り
、
そ
の
島
で
し
か
生
み
出

す
こ
と
の
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
ア
ー
ト
作
品
を
創
作

し
、
そ
れ
を
大
勢
の
来
場
者
が
島
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
「
こ
え
び
隊
」
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
巡

り
、
島
へ
の
理
解
を
深
め
、
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
世
代
や
地
域
、
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
多
く
の
人
々
が
集
い
、
地
域
の
人
々
と
協
働
し

て
創
り
上
げ
る
、
と
い
う
点
が
地
域
型
芸
術
祭
の
先
進
モ

デ
ル
と
し
て
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
最
近
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
（
米
）
が
選
ぶ
「
２
０
１
９

年
に
訪
れ
る
べ
き
52
カ
所
」
に
日
本
で
唯
一
「
瀬
戸
内
」

が
選
ば
れ
、そ
の
目
的
の
一
つ
に
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」

が
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

○
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
開
催
概
要
）

〈
主　

催
〉
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員
会

会
長
：
浜
田 

恵
造
（
香
川
県
知
事
）

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
福
武 

總
一
郎

 

（
公
益
財
団
法
人
福
武
財
団
理
事
長
）

瀬
戸
内
地
域

（
岡
山
県
・
香
川
県
）

―
地
域
の
人
々
と
協
働
し
て
創
り
上
げ
る

 

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
―

常
金
　
志
信

香
川
県
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
推
進
課

芸
術
祭
開
催
に
よ
る
地
域
活
性
化

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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特 集

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：
北
川 

フ
ラ
ム

 

（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

〈
会　

期
〉

春
：
２
０
１
９
年
４
月
26
日

－

５
月
26
日

夏
：
７
月
19
日

－

８
月
25
日

秋
：
９
月
28
日

－

11
月
４
日　
　
　

計
１
０
７
日
間

  〈
会　

場
〉
直
島
、
豊
島
、
女
木
島
、
男
木
島
、
小
豆
島
、

大
島
、
犬
島
、
沙
弥
島
（
春
会
期
）、
本
島
（
秋
会
期
）、

高
見
島
（
秋
会
期
）、
粟
島
（
秋
会
期
）、
伊
吹
島
（
秋

会
期
）、
高
松
港
周
辺
、
宇
野
港
周
辺

  〈
参
加
予
定
作
家
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉32
の
国
と
地
域
か
ら
、

２
２
５
組
が
参
加
し
、
２
１
３
の
作
品
展
開
と
35
の
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

〈
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
（
共
通
作
品
鑑
賞
券
）〉

  

種
類
：
す
べ
て
の
会
期
で
有
効
な
「
３
シ
ー
ズ
ン
パ
ス

ポ
ー
ト
」
と
、
夏
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
の
会
期
の
み
有
効
な

「
会
期
限
定
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
設
定
※
（
一
部
作
品
、

イ
ベ
ン
ト
は
対
象
外
）

※

 
 

16
歳
～
18
歳
は
身
分
証
明
書
提
示
で
割
引
あ
り
、 

15
歳
以
下
は
鑑
賞
無
料

事
業
の
効
果

こ
れ
ま
で
の
開
催
を
通
し
て
、
多
く
の
来
場
者
で
会
場

と
な
る
島
々
が
賑
わ
う
と
と
も
に
、
地
域
経
済
に
大
き
な

波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

会
場
の
島
民
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
協
働
に
よ
る
作

品
制
作
や
受
付
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
食
の
提
供
や

港
で
の
出
迎
え
・
見
送
り
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
盛

り
上
げ
て
き
た
。

ま
た
、
島
々
で
島
民
が
来
島
者
を
歓
迎
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
催
し
た
り
、
積
極
的
に
交
流
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
さ
ら
に
は
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
、
雑
誌
等
の
各
種

メ
デ
ィ
ア
で
多
数
取
り
上

げ
ら
れ
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

に
よ
り
地
域
の
知
名
度
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら

◆◆◆

れ
た
。
特
に
、
移
住
者
の
増
加
に
よ
り
、
休
校
し
て
い
た

小
・
中
学
校
が
再
開
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

芸
術
祭
の
開
催
を
契
機
と
し
た
島
々
の
活
性
化
に
向
け
た

様
々
な
動
き
が
目
に
見
え
て
現
れ
て
い
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
実
績

〈
来
場
者
数
（
各
会
場
来
場
者
の
合
計
）〉

・  

２
０
１
０
年
：
約
93
万
人
、
２
０
１
３
年
：
約
１
０
７

万
人
、
２
０
１
６
年
：
約
１
０
４
万
人

〈  

来
場
者
の
傾
向
（
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
６
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
）〉

 

・ 

女
性
が
6₇
・
２
％
、
20
歳
代
と
30
歳
代
で
48
・
８
％

・ 

全
体
の
13
・
４
％
が
外
国
人

〈
経
済
波
及
効
果
（
外
部
団
体
に
よ
る
推
計
）〉

・   

２
０
１
０
年
：
１
１
１
億
円
、
２
０
１
３
年
：
１
３
２

億
円
、
２
０
１
６
年
：
１
３
９
億
円

〈
移
住
者
・
定
住
者
の
増
加
（
男
木
島
の
例
）〉

・   

人
口
約
１
７
０
人
の
過
疎
の
島
に
移
住
者
50
人

・ 

休
校
中
の
小
・
中
学
校
、
保
育
所
が
再
開

こ
れ
か
ら
の
課
題

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
島
々

を
訪
れ
る
来
場
者
、
迎
え
る
島
の

人
々
な
ど
多
く
の
方
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
地
域
活
性
化
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
、
地
域
活
性
化

は
そ
の
芽
を
一
過
性
の
も
の
と
せ

ず
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆
ϫϯɾ΢Σϯνʔʮখ౾ౡͷ࿀ʯ
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特 集
２
０
１
８
年
に
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
並
び
に
全
国

障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
は
、
県
内
全
域
で
芸
術
・
文
化
に

ま
つ
わ
る
１
６
４
事
業
を
展
開
、
延
べ
参
加
者
数
は
２
３

７
万
４
２
０
６
人
と
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
筆
者
は

市
町
村
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
ഈ
命
し
、
全
体
コ
ン
セ
プ

ト
の
作
成
か
ら
各
市
町
村
の
取
り
組
み
へ
の
助
言
、
一
部

事
業
の
企
画
・
運
営
な
ど
、
深
く
関
与
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
中
で
も
別
府
市
で
は
、世
界
的
な
ڊ
ঊ
ア
ニ
ッ
シ
ュ
・

カ
プ
ー
ア
氏
に
よ
る
国
内
過
去
最
大
規
模
の
個
展
「
ア
ニ

ッ
シ
ュ
・
カ
プ
ー
ア 

Ｉ
Ｎ 

別
府
」
を
開
催
。
ア
ー
ト
フ

ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
ア
ー
ト
に
馴
染
み
が
な
か

っ
た
市
民
や
家
族
連
れ
も
多
く
訪
れ
、
会
場
は
連
日
賑
わ

っ
た
。活

動
の
拠
点
・
ผ
෎
市
で
の 

ま
ち
づ
く
り
の
ྺ
࢙

別
府
市
は
１
８
７
１
年
の
別
府
港
（
楠
港
）
開
港
以
来
、

温
泉
を
中
心
と
し
た
観
光
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
し

◆◆◆

か
し
、
１
９
７
６
年
を
ピ
ー
ク
に
観
光
客
が
減
少
し
、
１

９
９
６
年
に
は
ど
ん
ఈ
を
迎
え
る
。
そ
の
状
況
下
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活

動
が
活
発
化
し
、
別
府
市
は
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
で
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
０
０
年
に
は
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
༸
大
学
が
開
学
。
全
国
で
も
有
数
の
外
国
人
居
住

率
を
誇
る
、多
文
化
が
共
生
す
る
町
へ
と
変
๴
を
遂
げ
る
。

そ
し
て
、
２
０
０
５
年
に
は
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
活
性

を
標
ᒗ
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

が
発
足
。
筆
者
が
代
表
を
務
め
る
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
別
府

市
や
大
分
県
の
政
策
か
ら
生
ま
れ
た
組
織
で
は
な
い
。
ア

ー
ト
と
地
域
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
価
値
や
新
た
な
可
能
性
を
生
み
出
し
た
い
と
願
う

有
志
が
、
全
く
の
資
金
θ
ロ
か
ら
始
め
た
活
動
で
あ
る
。

現
在
は
常
勤
職
員
15
人
、
２
０
１
８
年
度
の
年
間
事
業
費

は
３
億
円
を
超
え
る
規
模
へ
と
成
長
し
た
。
全
国
で
文
化

芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
久
し
い
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の
大
分
県
お
よ
び
別
府

市
で
は
、
求
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
地
域

の
ニ
ー
ズ
で
は
な
か
っ
た
我
々
の
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な

経
Ң
で
活
動
を
展
開
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
昨
年
出
൛

し
た
「
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

２
０
０
５

－

２
０

１
８
」
に
ま
と
め
た
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
現
在
の
活

動
を
大
き
く
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。

̗
̚
̥
̥
̪ 

̥
̧
̤
Ｊ
̚
Ｃ
̩
の 

活
動
に
つ
い
て

（
１
）
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
は
ア
ー
ト
を
中
心

に
、
芸
術
祭
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
か
ら
展
覧
会
、
各
種
講
座

の
企
画
・
運
営
な
ど
、
様
々
な
規
模
の
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
我
々
が
関
わ
り
実
現
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
こ
の
10
年
で
１
０
０
０
以
上
と
な
っ
た
。
市
民
文

化
祭
は
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
。
ま
た
、
学
校
へ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
派
遣
し
授
業
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

は
、
こ
の
10
年
間
に
延
べ
₇0
校
で
実
施
し
て
い
る
。

（
２
）
ア
ー
ト
事
業
の
展
開
を
通
じ
別
府
市
へ
の
移
住
を

考
え
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
向
け
の
୹
期
居
住
施
設
の
運
営
や
情
報
提
供
も
行
っ

て
い
る
。
大
分
合
同
新
聞
に
よ
る
と
（
２
０
１
７
年
１
月

18
日
朝
ץ
）、
２
０
０
９
年
か
ら
別
府
市
に
移
住
し
た
ク

リ
エ
イ
タ
ー
は
１
２
０
人
を
超
え
た
。
こ
れ
は
こ
の
町
の

人
口
の
０
・
１
％
に
あ
た
る
。

（
３
）
町
に
住
む
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
増
え
た
こ
と
で
、
彼

ら
と
と
も
に
障
害
者
施
設
や
高
齢
者
施
設
な
ど
に
訪
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
り
（
２
０
１
８
年
ま
で
に

延
べ
１
２
０
回
）、
ア
ー
ト
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
、
社
会
แ
ઁ
に
つ
い
て
考
え
共
有
す
る
た
め

の
展
示
や
出
൛
な
ど
を
行
い
、
我
々
も
多
く
を
学
ん
だ
。

（
４
）
団
体
発
足
時
か
ら
ア
ー
ト
事
業
の
開
催
と
と
も
に

◆◆◆

େ
෼
県
ผ
෎
市

―
ア
ー
ト
と
地
域
を
掛
け
合
わ
せ

 

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
―

山
出
　
३
也

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
̗
̚
Ｐ
Ｐ
̪ 

Ｐ
̧
Ｏ
̟
̚
̘
̩ 

代
表
理
事

創
଄
力
を
地
域
活
性
の
ࢿ
ݯ
と
し
て
ʂ

ア
ー
ト
・
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
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特 集

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
の

情
報
発
信
で
あ
る
。
文
化
芸
術
、

と
り
わ
け
現
代
ア
ー
ト
の
主
な
観

客
は
若
年
層
女
性
個
人
客
と
な
る

が
、
こ
れ
ま
で
別
府
が
得
意
と
し

て
き
た
層
は
温
泉
客
を
中
心
と
し

た
中
高
年
男
性
団
体
客
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
我
々
の
情
報
発
信

は
新
た
な
顧
客
開
拓
に
つ
な
が
る

と
い
う
わ
け
だ
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド

調
査
（
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
）

に
よ
る
と
、
２
０
０
８
年
に
は
34

位
だ
っ
た
別
府
の
ブ
ラ
ン
ド
力

は
、
別
府
で
初
め
て
芸
術
祭
を
開

催
し
て
以
降
、
急
上
昇
し
２
０
１

６
年
に
は
10
位
ま
で
順
位
を
上
げ

た
。

（
５
）
こ
の
10
年
で
活
動
エ
リ
ア

は
別
府
市
だ
け
で
な
く
大
分
県
内

各
地
へ
と
広
が
り
、
各
地
の
特
産

品
や
加
工
品
の
知
識
や
生
産
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
蓄
積
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
３
年
に

は
大
分
県
品
を
主
原
料
に
し
た
商

品
に
特
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｏ
ｉ

ｔ
ａ 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
」
を
立
ち
上
げ

た
。
２
０
１
７
年
夏
に
は
、
大
分

銀
行
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
地
域

商
社
「
Ｏ
ｉ
ｔ
ａ 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ

（
株
）」
に
事
業
譲
渡
し
、
職
員
を

出
向
さ
せ
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
長

を
目
指
し
て
い
る
。

（
６
）
行
政
や
地
域
と
の
連
携
に
加
え
、
近
年
は
民
間
企

業
と
関
係
す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。
現
在
、
県
内
の
中

小
企
業
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
、
課
題
解
決
や
高
付
加
価
値
型
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
市
場
の
拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
２
年
間
で
１
１
０
社
以
上
か
ら
相
談
を
受
け
、
約
40

社
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
進
行
し
て
い
る
が
、
商
品
の
リ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
か
ら
、
農
業
法
人
や
福
祉
法
人
の
課
題
解
決
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
ホ
テ
ル
の
建
設
、
建
設
業
界
へ
の
入
職

者
増
加
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
、

業
種
・
内
容
と
も
に
多
岐
に
わ
た
る
。

地
域
に
お
け
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ハ
ブ
と
し
て

必
ず
し
も
資
金
提
供
元
で
は
な
い
が
、
こ
の
６
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
を
国
の
管
轄
省
庁
に
当
て
は
め
て
考
え
る
と
、

（
１
）
は
文
科
省
、（
２
）
は
総
務
省
、（
３
）
は
厚
労
省
、（
４
）

は
観
光
庁
、（
５
）
は
農
水
省
、（
６
） 

は
経
産
省
と
な
る
。

我
々
の
活
動
は
文
化
芸
術
の
振
興
と
い
う
一
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
縦
割
り
に
横
串
を
指
す
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ハ
ブ
と
し
て
、

地
域
全
体
で
の
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
た
め
の
土
壌

づ
く
り
に
近
い
。
一
つ
の
事
業
は
新
し
い
シ
ー
ズ
と
な
り
、

ウ
ォ
ン
ツ
＝
需
要
と
し
て
顕
在
化
し
、
ニ
ー
ズ
へ
と
成
長

す
る
。
我
々
は
そ
の
サ
イ
ク
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ

と
で
、
次
代
の
市
民
活
動
を
喚
起
し
た
い
。
そ
れ
が
新
た

な
可
能
性
を
持
っ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
我
々
を
飲

み
込
み
、
世
代
や
活
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
我
々
が
夢
見
る
こ
の
地
域
の
未
来
は
、
す

ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

◆◆◆

BEPPU PROJECT の事業を 6 つのカテゴリーに分類したイメージ
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